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　西せい方ほう暦れき一九〇〇年代初頭は技術革新の時代だ。

　蒸じよう気き機き関かんを数すう秘ひ術じゆつが効率化した結果、数秘術大国プロパトリアを中心にして様々な発明が生まれ、乗り物は大型化の傾けい向こうをたどった。

　その傾向はもちろん、ブラッキアリでも同じである。

「数々の新時代の乗り物の中でも、最も印象的なものは飛ひ空くう艇ていでしょう。中でもこのグリフィーネ号はブラッキアリの誇る『空の貴婦人』。高級ホテル並みのサービスと設備を誇り、高貴な方々に最高級の旅を提供する空飛ぶ宮殿なのです」

　歌いあげるかのようにエルネストが言うと、アンジェリンは菫すみれ色いろの瞳を輝かせてうなずいた。

「飛空艇か。絵では見たことがあるが、コローニアにはなかったんだ。楽しみだ」

「楽しみも何も、もう乗っちゃってるんですけどね。……貨か物もつとして」

　身も蓋ふたもないウィルの言葉に、辺りには微妙な沈黙が漂う。

　ひとの声が途切れると、途端に巨大な工場じみた駆く動どう音おんが耳についた。

　ここはブラッキアリとコローニアを繫つなぐ巨大旅客用飛空艇グリフィーネ号の貨物室だ。床や壁は鉄板むき出しで、所狭しと荷物の詰めこまれた室内は薄暗い。

　壁一枚隔へだてた向こうではごうごうと音を立てて風が鳴り、木箱の上に置かれた携帯用角灯ランタンは常に細かく揺れ続けている。

「……そう、か。そうだよな。このまま貨物として搬はん出しゆつされたら、次に見えるのは倉庫だな。当然だった。私、やっぱりばかだ」

　さも残念そうなアンジェリンの声に、ウィルは軽く頭を搔かいた。

　彼としても、アンジェリンをこんなところに押しこんでおくのは本意ではない。

「なんていうか、こっちこそすみません。具合はどうです？　気分悪かったりしません？」

『コローニア行き』と大きく書かれた木箱の中をのぞいて話しかけると、山ほどのクッションと一緒に箱に収まっている人形みたいな美少女が顔を上げる。

　彼女がアンジェリンだ。長い白金の髪に、白に金きん糸しの刺し繡しゆうを施ほどこした錬れん金きん術じゆつ師しのコートをまとい、不思議な長い杖つえと梟ふくろうを抱えた王女様は、ウィルを見上げてほんのりと笑った。

「大丈夫。それに、ここもかなり面白いぞ。感謝している、ウィル」

「いえいえ、『灰はいの家か族ぞく』のアルフォンソのつてをさんざん使い尽くして、こんな手段ですから。申し訳ないなあというか、甲か斐い性しようがないなあというか、恐縮してるところです」

　箱に肘ひじをかけてため息を吐つくウィルに、アンジェリンの抱く梟がちらと視線を向ける。

「恐縮？　そんな人間らしい心があなたに残っていたとは驚きですが、その偉そうな態度はいただけません。本当にそう思うなら深刻な顔で泣いて謝るなり、這はいつくばるなりしてみたらいかがです」

　梟の中から聞こえてくるとしか思えないエルネストの美声に、ウィルはますます深いため息を吐ついた。梟に入っていようが人間の形だろうが、こいつの毒どく舌ぜつに変わりはない。

　ウィルはとりあえず、辺りの騒そう音おんに負けないように少しだけ声を張った。

「エルネスト、お前ちょっとは想像してみろよ、旅の間中その辺に這いつくばって泣きわめいてる俺。絶対鬱うつ陶とうしいぞ。立ってるのがいちばん場所取らなくていいだろ？」

「大丈夫です、わたしはアンジェリン様の騎士であるあなたがどんなに鬱陶しくても踏みつぶしたいなどとはけして思いませんし、思っても口に出したりいたしません。ただし、アンジェリン様はそんなあなたをご覧になって愛想を尽かされるかもしれませんね。それを密ひそか、かつ熱烈に期待はします」

「どれだけ遠回しな解かい雇こ促進計画なんだ、それ……。気長な奴だなあ」

　もはや挨あい拶さつか暇つぶし、もしくは午後のお茶並みに習慣化した会話を繰り広げていると、不意にウィルは袖そでを引かれた。

　見れば、箱の中からアンジェリンの白い手が出て彼の袖をつかんでいる。

「どうしました、アンジェリン？」

　やっぱり気分でも悪くなったのか、それともエルネストとの口論を心配されたのだろうか。

　ウィルが少々緊張感を取り戻してアンジェリンを見ると、彼女は、はっとしたように少し視線を逸そらしてつぶやく。

「……すまん」

「どうして『すまん』なのか、過程を省はぶかないで説明していただいても？」

「あの。寂さびしくて」

「……なんで？」

　本気で意味がわからず聞き返すウィルに、アンジェリンはかすかに赤くなって、抱えていたエルネストをちょっと乱暴にこね回し始めた。エルネストは抵抗もできずに必死に耐えているが、かなりぴくぴく痙けい攣れんしている。

　これはこれで面白いが、ひょっとするとアンジェリンはこのまま無意識でエルネストを改造してしまうかも、という懸け念ねんはあった。

　なにしろ、彼女にはただの手て癖くせでものの本質を変成させる力がある。

　梟が鷗かもめになるくらいならいいが、下へ手たをしてエルネストがアイロンや巨大な盤上遊戯の駒こまにでもなられたら後味が悪い──かもしれない。

（いや、でも、かえってそれも面白いかな？）

　ウィルが口を出そうかどうしようか悩み始めたとき、アンジェリンはやっと決意したかのように真剣な顔を上げた。

「あのな。私、ふたりと仲良くなりたい」

　彼女の言葉に、ウィルとエルネストは黙りこくる。

　次の瞬間、ふたりはほとんど同時に叫んだ。

「俺がいつ、あなたと仲が悪かったんです！」

「殿下、まさかわたしの忠ちゆう誠せいを疑うたがっておられたのですか!?」

　ふたりの剣幕にアンジェリンは首を縮め、エルネストの肢あしをいじりながらますます混乱した様子で赤くなって続ける。

「だってふたりは、綺き麗れいだし、優しいし、色々できるし、仲良しだ。私は、錬金術以外のことではあまり口も頭も回らないし、容よう姿しも平々凡々たるものだし、主あるじではあるが、仲良しというのには遠いような……」

「待ってください、まず、アンジェリン様の容姿のどこが平凡だと!?」

　エルネストは必死に叫び、ウィルはもはやぐったりして箱に寄りかかった。

「あー……。全世界の人間にとりあえず謝ったほうがいいですよ、アンジェリン」

「私は、また何か間違ったか。すまん、全世界のひと」

　アンジェリンはぎゅう、とエルネストを押し縮めつつ、どこかに向かって会え釈しやくしている。

　絶世の美少女の謎なぞすぎる行動を見ているとなんとも落ち着かなくて、ウィルはちょっと視線を逸らした。

（なんだかなぁ。色々心臓に悪いよ、このひと）

　ウィルは軽くため息を吐くふりで深呼吸して、一応誤解を解くために口を開く。

「美び辞じ麗れい句くはそこの梟に任せますが、事実としてあなたは目立ちます。容姿も、態度もね。あなたをこんなところに押しこんでるのは本当に申し訳ないんですけど、今のコローニアを支配してるのは平民主導の新政府。他国に亡命中のはずの王女様と子飼いの《騎士》が国に帰るってばれたら、ただじゃすみませんから」

　言ってみると、我ながら怖いことをしているものだ。

　自分は隠いん居きよしたはずだったんだけどなあ、どうしてこうなったかなあ、と切ない気分になるウィルの前で、アンジェリンはふと真剣な面おも持もちになった。

「……うん、そうだな。確かに、慎重にならないと。リナルドの言うことが本当なら、コローニア新政府はリナルドたちと繫がって、再び世界を混こん沌とんに陥おとしいれようとしている。鍵となるのは『博はく覧らん会かい』とやらだ。我々は数秘術師たちの野望を砕き、コローニア連合王国を取り戻し、平和のために全世界を征服しなくてはならん。道は遠い、頑張らねば」

　──そう、この顔だ。

　この、素すっ頓とん狂きようなことを大真ま面じ目めに言う感じ。

　この彼女の顔を見ると、ウィルの中の不安と怠たい惰ださはほろりと溶けて消え去ってしまう。代わりに戦時になくしたと思った、淡あわい熱さが心臓の近くに宿る。

　北方大陸の大国にして、古式ゆかしい錬金術を信しん奉ぽうしていた国、コローニア連合王国の第二王女であるアンジェリンは、錬金術の天才である。

　絵を描き、歌をうたうように錬金術を操り、手て遊あそびの感覚で様々なものを生み出してしまう力は見ようによっては神にも等ひとしく、ゆえにその存在を隠されてきた。

　幼いころから公おおやけの場に出されなくなっただけではない。小さな田舎いなか城じろに閉じこめられたまま、ほったらかしで育てられたのだ。そんな生おい立ちでは世界を憎むか、拒否して引きこもり続けるのが普通だと思うのに、彼女は違う。

　本気の善意で、世界征服だなんて言ってのける。

　そんな彼女がやけにすごいものに見えて、放っておけなくて、ウィルはアンジェリンの『友達』になった。

　戦時に錬金術による改造を受けて恐ろしいまでの戦闘能力を授けられた《黄金の騎士》になった代わりに、戦争でたくさんの友達を失ったウィル。

　生まれて初めてできた友達を、実の兄に殺されたアンジェリン。

　今ではお互いが、生きている中ではたったひとりの友達同士だ。

（放っておけるわけない、よな）

　改めて思い、ウィルは少しだけ困ったように、優しく笑う。

「世界征服、ね。世界がアンジェリンのものになったら、俺の小説も出版できるかな。それに名前が知れるだろうから、少しは売れますかね？」

「おお、もちろん売れるぞ。まずはコローニア語を世界共通言語にして、次にウィルの著ちよ作さくを学校の推薦図書に指定すればいい。これで数億冊は軽くいける」

　さらりと具体案を出されると、ちょっと胸がときめいた。

　唯ゆい一いつ神しんの教えを書いた宗教書の隣に自分の本が置かれている本屋の棚を想像し、ウィルは長身の背を正す。

「なんだかやる気が出てきました」

「殿下。残念ながらそんなことになったら全人類の知性がよどんでしまいます。ばかと怠け癖ぐせが感染するのを危ぶまれるなら、ウィルの著作は闇に葬ほうむっておくのが賢明かと」

　すかさずくちばしを挟はさむ梟に、アンジェリンは不思議そうに首を傾かしげて言った。

「本当か？　なら、兵器に転用は？　戦場でウィルの著作を読みあげ、敵のやる気をそぐ」

「……軍人だった俺の経験上、多分、敵はばかにされてると勘違いして撃うってくると思いますよ。アンジェリン、その幽霊の言うことは信用しちゃいけません。なにせ悪党なんですから」

　ウィルが神妙なふりで言った途端、エルネストはひらと箱の縁へりに留まって、無言でウィルの手をかつかつと突き始めた。

　生なま身みの人間ならかなり痛いところだが、《騎士》であるウィルは痛覚が鈍にぶい。

　素早く梟をつかみ捕ると、片かた羽はを持って広げてみた。

「それにしてもよくできてますね、この梟。剝はく製せいなんでしたっけ？」

「話を逸らすんじゃありません！　あと、羽！　ウィルのくせにわたしの羽を勝手に広げないでください、地味にくすぐったいんです！」

　わめくエルネストにくすりと笑い、アンジェリンは彼の額を指で優しく撫なでる。

「ウィルのような騎士と仕組みは似ている。生体を基もとにして、骨や筋肉は錬金術で合成しているんだ。私が命めいずれば動くのは当然だが、エルネストが自在に動かせるのは、彼が亡くなったときに少しだけ残った《命いのちの精せい霊れい粉こ》を中に入れたせいだろうな。生き物は命の精霊が宿っている間はこの世界で形を保ち続ける。死ねば精霊は飛び去るが、幽霊というのは精霊が宿主についての記憶を残したままかろうじて地表にとどまっている状態なのだろう」

「つまり、その、幽霊状態で残ってる命の精霊が、生前の命の精霊の力を宿した《精霊粉》に反応して動いてるわけですか。エルネストが幽霊にしちゃやけに影が濃いのも、残ってる命の精霊が《精霊粉》のぶん他の幽霊より多いからって感じかな」

　そこまで言って、ウィルはふとひっかかりを感じた。

　ならば、幽霊が見える自分はどういう存在なのだろう？

　自分にも命の精霊が見えているのか？　だとしたら、ウィルにも錬金術の才能があるということになる──が。

（ま、そんなものあってもどうにもならないな。今や錬金術は時代遅れの技術だし、俺みたいな平民が学べるものでもないし）

　一瞬で自分の思いつきを投げ捨て、ウィルは目の前の現実を見つめることにした。

　人間にはそれぞれ役割とか器うつわというものがあって、必要以上を望むことは彼の主義ではない。アンジェリンがふわふわと錬金術と宇宙の夢想に遊ぶひとなら、自分は彼女を守るために、理性的で現実的であるべきだ。

　大事なのは自分とアンジェリンには幽霊が見えること。

　そしてこの猛もう禽きん類るいの中に入って喋しやべっているのは人間の幽霊だ、ということだけだろう。

　ちなみに幽霊のエルネストは元は亡命中のアンジェリンに仕つかえていた従じゆう僕ぼくだが、地元の暴力組織の一員であることがばれてアンジェリンの兄に殺されたのだ。

　アンジェリンは彼の死を悲しみ、初めて親元を離れる決心をした。

　そんな彼女に死んでまでくっついてきているエルネストも、やはり彼女に純愛していたのだろう。

「アンジェリン様。死してもわたしのことを思ってくださるそのお心、もったいないほどにありがたく存じます」

　そう言って器用に羽を胸に当てている梟は、ウィルの目にも少し可愛かわいい。

　それに、アンジェリンと梟が仲良くしているぶんには主人と愛玩動物としか見えないから、なんというか心こころ穏おだやかだ。

　ウィルは腕を組み、適当に言う。

「エルネスト、お前、もうずっと梟の中にいろよ。それが平和だよ。似合ってるし」

「なにやら下心を感じる発言ですね」

「いや、俺は清らか。大体お前、幽霊だろ？　幽霊が見える体質の俺とアンジェリンにしかお前の声は聞こえてないんだ。人ひと形がたの幽霊のお前と喋ってると俺たちが完全に危ないひとだけど、愛玩動物相手に喋ってるひとってのはよくいるから」

　もっともらしい調子でウィルが続けると、アンジェリンも、なるほど、という顔になる。

「これは一理あるぞ、エルネスト」

「どんなばかだって一理あることくらいは言えるのです、殿下。二理、三理言える人間が一理ある人間を支配し、百理を言える人間は隠居して社会に出てまいりません。わたしが生きてさえいれば、こんなへぼ騎士にあなたの護衛を任せはしなかったのですが」

「お前の言うことって、下手に説得力あるのが困ったもんだな。まあ、護衛は俺が俺なりにどうにかするし、この貨物室はコローニアに着くまでは安全なはず──」

　と、そこまで言った時点でウィルの感覚の端はしを何かがかすめた。

（なんだ？　剣けん吞のんな気配がする。──殺気が）

　ウィルは反射的に視線を鋭するどくして、木箱に立てかけていた革のケースを取った。

　中に入っているのは優美な護ご拳けんのついたサーベルである。

　彼がケースを引き寄せた直後、客席方向から甲かん高だかい悲鳴があがった。
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「このグリフィーネ号は、我々『グリモワールの使し者しや』が占せん拠きよした！　おとなしくしろ！」

　分厚い絨じゆう毯たん敷じきを踏みしめて、タキシード姿の男が叫ぶ。

　外を眺めるための大きな窓をとった飛空艇の談話室は、それこそ高級ホテルさながらの優美な空間だ。しかし今は花柄の布を張った重じゆう厚こうな椅子が無残に散乱していた。

「な……なんのつもりなんだ、貴き様さまら！　わかってるのか？　ここは、空の上だぞ！」

　ご婦人がたの甲高い悲鳴がきゃあきゃあと響く中、談話室の隅すみっこに固まる紳しん士し淑しゆく女じよを守るように、真っ青になった乗務員が声をあげる。

　賊ぞくはふたり組で、係員からは五歩ほどの距離を置いて拳銃を構えている。紳士にしか見えない格好に覆ふく面めんをしているところからして、客としてもぐりこんだのだろう。

「空の上だからこそ、お前らに逃げ場はない。いいか？　俺たちはこの飛空艇に爆弾を仕掛けた！　爆破されて海のど真ん中に落ちたくなかったら、言うとおりの場所へ飛べ！」

　賊のひとりが乗務員に向かって叫ぶ。

　爆弾、と聞いた瞬間、客たちの悲鳴がますます大きくなった。

　泣きわめく女の声が癇かんに障さわったのか、賊はいらいらとそちらへ銃口を向ける。

「黙れ！　黙らねえと撃つぞ！」

「あのー、すみません」

　そこへちょっと場違いな情けない声が響き、賊たちはぎょっとして振り返った。

「なんだ……？」

　客室区画へ続く扉の前に立っていたのは、いかにも気の弱そうな青年のふりをしているウィルだ。

　彼の年ねん季きの入った『冴さえない男』の演技にころっとだまされ、賊たちは高圧的な態度で声を張りあげた。

「てめぇ、どこから来た！　客室に隠れてやがったのか」

「密航者かもしれんぞ。豪華客船に乗れるような人間には見えん」

「えーっと……そうだな。俺、この飛空艇の、とある乗務員さんに惚ほれてまして。一途な思いが暴走して、うっかり後を追ってきちゃったんです。こうなるまでには恋こい敵がたきとか飼い犬とか洗せん濯たくバサミの関わる紆う余よ曲きよく折せつがあるんですが、まあ、それはいいとして──」

　ウィルが口からでまかせを言ってごまかそうとしたところ、乗務員のひとりが大いに引きつって叫ぶ。

「惚れたって、お前……この飛空艇、乗務員は全員男なんだけど……！」

「…………えーっと、とにかく！　こんなこと、よしましょうって。爆弾なんか爆発させたら、この船墜おちちゃいますよ？　そうしたら俺たちだけじゃなくて、あなたたちも死んじゃうじゃないですか。やけっぱちはよくない。命は大事にしないと」

　また無駄に自分の評判が下がるな、と思いつつ、ウィルは切々と訴えた。

　こういうときは噓の細部を詰めるより、とにかくすべてを流してしまう押しの強さが肝心である。……自分の気持ちをくじけさせないためにも。

　賊たちはウィルの独特な調子に戸惑いながらも、どうにか緊張感を取り戻して彼の眼前に銃口を突きつけてきた。

「そのくらい俺たちゃ覚悟の上だぜ。いいか？　俺たち『グリモワールの使者』は、偉大なる魔術師であり、錬金術師でもある教主様の配下だ。一度死んだって、教主様のお力でいくらでも生き返る！　むしろ、死ねねえんだよ、爆弾くらいじゃ」

「だったら、その体でサーカスにでも入ればいいじゃないですか……。こんなことしなくたって、平和に稼かせげますよ」

　ウィルはさも困ったように銃口を見つめながら言う。

　賊はそんな彼の顔を面白そうに眺め、だんだんと興奮の兆ちよう候こうを見せ始めた。

「はっ、サーカスだ？　ばかはこれだから困る。教主様は金属じゃないもの、つまりは非金属から金きんが作れるんだぞ？　金なんか目的にしちゃいない。俺たちはこの全世界が注目する飛空艇を派手に乗っ取ることで、『グリモワールの使者』の名を世界に知らしめるんだ。そしていずれ、教主様は世界を征服する！」

　ぐっと片方の拳こぶしを握った賊に、ウィルが少し本気で顔をしかめた。

　直後、辺りにアンジェリンの声が響く。

「それは駄目だ」

　賊たちが顔を上げたのと同時に、梟が彼らの眼前をかすめた。

「うわっ！　なんだ!?」

「梟……？　あ、ああっ！　銃！」

　賊の片割れが梟に銃を奪われて悲鳴をあげる。

　梟は急旋回してウィルの傍かたわらに現れたアンジェリンの元へ戻り、その手に銃を落とした。

　彼女は穏やかに微笑ほほえんで銃を受け取り、エルネストを肩に乗せると、改めて少し険けわしい顔でふたり組と向かいあう。

「『グリモワールの使者』とやら。あなたたちは錬金術について何もわかっていない。錬金術は金属でないものから金を作る術ではない。そもそもは貴重ではない金属、すなわち卑金属から金を作ることを命題としていたが──」

「ごちゃごちゃうるせえ！　てめえも密航者か？　死にたくなかったら銃を置いて、そっちの奴らと一緒に固まってろ！」

　癇かん性しような叫びと共に、もうひとりの賊がアンジェリンに銃を向けた。

　ウィルは軽く眉根を寄せて、アンジェリンの耳元に囁く。

「なんで出てきちゃったんですか。俺がなるべく穏おん便びんにすませるよう頑張りますから、なんなら人ひと質じちのひとたちと一緒にいてください」

「いや、彼らはきっと偽にせの錬金術師だ。彼らの正体を暴あばくのは、錬金術師の私の役目だ」

　正直、今は相手の職業よりも手にある銃と爆弾が問題だと思うのだが、アンジェリンの声こわ音ねは頑かたくなだ。

　ウィルが困り顔で賊とアンジェリンを見比べている間に、ついに賊の我慢は限界に達したらしい。

「てめぇら、何をごちゃごちゃ言ってやがる！　銃を返せ！」

　賊が吼ほえてアンジェリンにつかみかかろうとし、すかさずウィルが前に出る。

　同時にアンジェリンはぱっと銃から手を離し、澄んだ声で叫んだ。

「エルネスト！」

　その声に反応して、アンジェリンの肩の梟がびくりと震えて硬くなる。

「──ウィル。いいですか？」

　耳元で甘いエルネストの声が囁ささやくのを聞き、ウィルはわずかに目を細めた。

「今だけな」

　ほとんど自分だけにしか聞こえない声で答え、彼はつま先でアンジェリンが落とした銃をひっかける。そのまま器用に銃を蹴りあげると、ウィルはそれを手に取った。

　慣れた手つきでくるりと銃を回し、彼は賊たちへ銃口を向ける。

「さて、形勢逆転ですね？」

　そうして囁いたウィルの顔は、さっきとは打って変わって妖よう艶えんと言ってもいいほどの色気と自信に満ちていた。

　傍はた目めにはウィルが豹ひよう変へんしたようにしか見えないだろう。

　実際のところは、幽霊のエルネストが梟から出てウィルの中に入ったのだ。

「てめぇ……」

　果たして、賊たちはウィルの──というより、ウィルに乗り移ったエルネストの迫力に圧おされてその場に立ち尽くす。

　彼の余裕に満ちた態度は明らかに銃を扱い慣れた者のそれだし、全身からはじわりと殺気がにじんでいる。

　一体これから何がどうなるのか、誰もが固かた唾ずを吞んで黙りこんだ隙すきに、アンジェリンが口を開いた。

「いいか？　爆弾などなくとも、爆発は起こる。この巨大な飛空艇の中に詰まっているのは、水素だ」

「──だからどうした？」

　賊のひとりが、少し怪け訝げんそうな顔になって返す。

　それを聞いたアンジェリンは眉をひそめた。

「やはりわからないのか。錬金術の基礎の基礎に関わる話だぞ。銃弾が飛空艇を貫つらぬけば、艇内の水素の精霊は大気の力と反応して大爆発を起こす。そうなったらこれに乗っている者は誰も助からない」

　彼女の言葉は数秒間の沈黙を生み、その後、室内の空気ははどっと色めき立つ。

「ちょっと、ほんと？　今のってほんとなの？」

「確かに水素は使ってるって話だったが、航空会社は絶対に安全だって……！」

　乗客たちは賊たちのこともそっちのけで騒ぎ始め、賊の男は青くなってアンジェリンを怒ど鳴なりつけた。

「なら、お前もここで銃をぶっ放したりはできないだろう！　飛空艇が墜ちたら、お前も死ぬんだ！」

　表情は無理やりとげとげしくしているものの、彼の声はわずかに震えている。

　対して、アンジェリンは表情の乏とぼしい顔で淡たん々たんと言う。

「いや、撃てる。錬金術師の名を騙かたって悪あく行ぎようを重ねるなど、冗談ではすまされないことだ。あなたたちが間違ったことをし続けるなら、私はエルネストに発砲を許可するしかない」

「さすがです、わたしの大事なご主人様。わたしはどこまでも、あなたにだけついてまいります」

　すぐさまエルネストが応こたえたので、艇内の緊張はもはや沸ふつ騰とう寸前に高まった。

　賊も見るからにがたがたと震えだし、それでもどうにか叫ぶ。

「ばかな……ばか言え！　賊に屈するくらいなら死を選ぶってか？　そんなもん、本当にできるわけねえだろうが！　はったりに決まってる！」

　彼の様子に、エルネストはうっすらと切れるような笑みを浮かべた。

「おや、あなたにはわたしのご主人様がはったりを言うような人間に見えるのですか？　聞き捨てなりませんね。爆発を起こす前に、まずはあなたから始末しましょうか。人間が撃たれていちばん痛いところを、あなたはご存じですか？　……わたしは知っていますよ」

「ひっ……」

　エルネストのあまりの迫力に、ふたりの賊はそろって息を吞む。

　アンジェリンは対照的に、敬けい虔けんなほどの表情で言った。

「よせ、エルネスト。誰かが特別痛い思いをするのは、駄目だ」

「くそ、本気で心中狙いか！　狂ってやがる」

　啞あ然ぜんとして後ずさる賊に向かって、エルネストが緩ゆるやかに歩み寄る。

　引き金にかけた指に力をこめながら、彼は歌うように言った。

「さあ、死へ向かうまでの秒読みを始めましょうか」

「やっ、やめろ、やめてくれ！　……っ、くそっ、言うよ、言う！　爆弾なんてのは、噓だ……。俺たちゃ雇われた人間に言われたのを、そのまんま繰り返してただけなんだ！」

　ついに賊は大声で叫ぶと、自ら銃を放り出して床に這いつくばる。

　すかさずエルネストが床に落ちた銃を拾い、手慣れた様子で賊たちを押さえつけた。

　彼ら自身の上着を使って両手を縛しばりあげるところなど、ほとんど職人芸の鮮あざやかさだ。

　客たちの間から「おお」という感心と歓喜の声と拍手があがる中、アンジェリンは小さく息を吐ついた。

「偽者にしても、不勉強すぎる。彼らの雇い主とやら、錬金術の関係者ではないな」

「そういうもんですか？　にしても落ち着いてましたね。まさかとは思いますけど、いざとなったら、ほんとに飛空艇ごと爆破する気だったんですか？」

　賊を縛り終えて戻ってきた青年の表情が茫ぼう洋ようとしたものになっているのに気づき、アンジェリンは淡く微笑んで首を横に振った。

「ウィルか。いや、さっきのは、はったりだ。蒸気機関を抱えて飛んでいる飛空艇だ、こんな小さな拳銃では貫けないだろう。……多分」

「多分って！　ってことは、本当に爆発する可能性もあったんじゃないですか。アンジェリン、無む謀ぼうすぎます。俺がどうにかするって言ったのに、信じられませんでしたか？」

「いや、その……ただ、何か役に立てるかと思ったんだが……駄目、だったな。すまない」

　ほっそりした身体からだをますます縮めてうつむく彼女を見ると、今度はウィルがいたたまれない気分になる。

「あーっと、いえ、駄目ってんじゃなくてですね、あなたはひとの印象に残りやすいし、いや、とにかく俺は……」

　あなたが、心配で。

　その単純なひとことを言いよどんでいるうちに、ふたりの周りには乗客や乗務員たちが感動の涙に目を潤うるませてわらわらと寄ってきた。

「ありがとうございます、本当に助かりました！　すごい身のこなしでしたね！」

「是ぜ非ひともお礼をしたい。あなた方は一体どなたですかな。失礼ながら、船上でお見かけしたことがないように思うのだが」

「あ……あははは、いやいや、お礼なんかとんでもない、気にしないでください──俺たちはほんとにただのつまらない通りすがりの人間で、何も怪しくないですから！」

　適当に言ってウィルが笑うと、周囲の客は何人かはつられて笑い、何人かはかなり警戒した顔になった。

　……まあ、当然の反応だろう。

（どうしよう、これ）

　密かにウィルが冷や汗をかいていると、アンジェリンが足元に置いていた鞄かばんからポンプつき香こう水すい瓶びんとハンカチを取り出した。

　そしてハンカチを自分の鼻と口に当てると、いきなり香水瓶の中身を乗客と係員にまんべんなく振りかける。

「おや、これは？」

「匂い消しか何かですこと？」

　客たちは無色無臭の霧きりを吸いこんだかと思うと、すぐにとろんと眠そうな目になった。

　そうしてそのまま数秒ふらつき、あとはぱたぱたとその場に倒れ伏してしまう。

「……！　アンジェリン！　なんなんです、これ！」

　ウィルはすかさず叫んだが、特に眠くなることはなかった。おそらく《騎士》だったせいだろう。アンジェリンは談話室内の客がみな眠りこんだのを確認してから、口からハンカチを外しておそるおそるウィルを見上げる。

「エルネストに教わって作った眠り薬だ。相変わらずよく効く。……副作用、ないぞ」

「相変わらずって、前にも使ったことあるんですか？」

「当然です。殿下の身を守るためには手段を選ばず。わたしの信条です」

　罪悪感の欠片かけらもない様子で言うエルネストに、ウィルは小さく引きつった。

「お前な、アンジェリンを犯罪の玄人くろうとに仕立てたいのか？　そりゃ確かに今ので色々追及はされなくてすんだけど、アンジェリンを飛空艇乗っ取りの主犯だと勘違いした奴が美少女義ぎ賊ぞくの大冒険、とかいって小説化して地味にもうけかねない展開だぞ！」

「あなたの妄想は相変わらず三流ですね。アンジェリン様を主役にするなら、美少女義賊ではなく、世直しのために旅するお忍びの姫君にすべきでしょう」

「残念ながら、それはほぼ、事実だ！」

　ウィルが心底残念な気分でエルネストを怒鳴りつけていると、今度は神経質そうな男の声が辺りに響いた。

「これは……！　一体、どういうことだ、貴様！」

　はっとしてふたりと一羽が視線をやった先には、副艇長らしき制服姿の青年がいる。

　どうやら、やっとこの騒ぎが操縦席にも届いたらしい。

　それはそうだろう、遅すぎるくらいだ。

　ウィルは今度はどう言い訳しようか、と思い、周囲の状況を横目で確認した。

　すさまじく荒れた室内、倒れ伏す人々、無事に立っているのは、まったく罪など犯せそうにもない美少女のアンジェリンと、手に銃を持った自分。

　──どう見ても、悪人は自分だ。

（駄目だ、こりゃ）

　ウィルは遠くなっていきそうな自分の意識をどうにか引き留め、まずはアンジェリンを隠すように前に出る。深い、深いため息を吐いてから、彼は覚悟を決めた。

　整った顔に曖あい昧まいな笑みを浮かべ、ウィルは副艇長に向かって銃を構える。

「……お忙しいところすみません。ちょっとしたなりゆきで、この飛空艇は俺が占拠しました。特に荒っぽいことはしないんで、コローニアに着いたら、早々にどこかに降ろしてくれませんか。さすがにこの高度から飛び下りると、死んじゃう気がしますんで」





[image: ]






「新聞！　新聞だよ！　ブラッキアリの超豪華飛空艇が乗っ取られたよ！　しかも、犯人は震えがくるような美男美女の錬金術師だ！　新聞はいかが！」

　コローニア首都のど真ん中、蛇へびを絞め殺す筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる英雄像が置かれた中央広場で、新聞売りの少年が叫んでいる。

　新聞が大量に素早く刷すられるようになってから、このコローニアは新聞に載せるべき事件に事こと欠かかなかった。

「猟りよう奇き殺さつ人じんに戦争ときて、今度は飛空艇の乗っ取り？　物ぶつ騒そうだねえ」

「錬金術師ってほとんどが王族なんじゃなかったのかい？　それとも《騎士》崩れ？」

　黒い雲が垂れこめる空の下、女たちが囁きあいながら号外を買っていく。

　その間をくぐるようにして、紙袋を抱えた冴えない赤毛の青年が硬貨を差し出した。

「一部くれ」

「はいよ、一部ね。新聞、新聞だよ！」

　少年はウィルの小銭をひっさらって新聞を押しつけると、なおも声を張りあげる。

　ウィルは紙面に躍る活字と、自分とはまったく違う顔の挿さし絵えを眺めながら、もうもうたる蒸気があちこちから噴き出す路地を抜けていった。

「『飛空艇乗っ取り犯は前科六十犯の錬金術師、七なな色いろの薔ば薇らか？』ね。なんだ、七色の薔薇って。それで三面記事は、猟奇殺人、誘拐、また猟奇殺人……こっちもひどいな」

　あまりにどぎつい紙面に、ウィルはいささかうんざりして顔を上げる。

　まだ夕刻だというのに、煤ばい煙えんが陽光をさえぎっているせいで辺りは薄暗い。

　錆さびた金属管が無数に這はい回る路地の向こうには、べったりとした黒い河が見えた。幅は広く、流れは遅く、暗い空をそのまま映しこんでいる。

　ウィルは路地を抜けて川かわ縁べりまでやってくると、対岸の工場群を見つめて立ち止まった。

　無数の煙突を突き出した灰色の建物はみっしりと身を寄せあい、見渡す限り左右に続く。遠く蒸気機関の稼働音が湿った大気をかすかに震わせ、工場内部から噴き出た白い煙けむりが川かわ面もをのろのろと這っていた。

「麗うるわしきかな我が故郷、ってやつだな」

　ウィルは複雑な面持ちでつぶやき、丸めた新聞で自分の肩を叩く。

　かつて霧の都と呼ばれたコローニア首都だが、蒸気機関が発達してからは石畳のあちこちから漏もれ出した蒸気が漂い、霧の代わりに辺りの大気を湿らせ、人々の視界を奪っている。

　対岸から川縁の道へ視線を向けてみても、煙を避さけて歩く人々の姿は影か幽霊にも似て曖昧だ。街の整備がおざなりなのも加わって、どうにも陰気な風景である。

（士官学校時代にはよくお世話になった街だけど、前見たときよりだいぶ寂さびれてる。……ほんとに帰ってきちゃったんだな、俺）

　ウィルは一度だけ首を振り、再び石畳の上を歩き出した。

　そのまま裏道へ裏道へと入っていき、ひときわ薄暗い路地で立ち止まる。目の前にある粗そ末まつな集合住宅の扉の上には、見慣れない真新しいポスターが貼りつけられていた。

　二に色しよく刷ずりのポスターには、緑の公園の中に建つ広大な温室じみた施設の絵と、派手な文字が躍っている。

「コローニア大博覧会が世界を変える、ね」

　ウィルは口の中でつぶやいてから扉を開け、階段を駆けあがって狭い廊下の突き当たりの扉を叩いた。

「俺です」

「おお、早かったな」

　すぐにアンジェリンの声がして扉が開く。

　扉の向こうは、狭い部屋が二間続きのいかにもな下町の下宿だ。

　壁の漆しつ喰くいはあちこち剝はがれ、家具といったら寝台と円卓、あとは椅子くらいしかないがらんとした部屋の真ん中に、素晴らしく場違いな美貌の従僕が立っている。

「……今さらですけど、普通の下町の下宿部屋だと、おかしなのが約一名いるのがやたらと目立ちますね」

　しみじみ言ったウィルに、エルネストは臆おく面めんもなく答えた。

「本当ですね。あなたさえいなければここには美男美女しかいないのですが」

「理解力が追いついてないみたいだから一応説明するけど、おかしなのはお前だ。下宿にお前みたいな従僕とか、舞台役者か。アンジェリンだって目立たないように協力してくれてるってのに、お前はどーしてずっとその格かつ好こうだよ」

　ウィルが嫌々言って紙袋を円卓に置くと、アンジェリンが楽しげに首を傾げた。

「いいじゃないか、見えないんだから。あと、この『協力』、お芝しば居いみたいで楽しいな」

　どこか夢見がちに言うアンジェリンは室内だというのにふっくらした鳥とり打うち帽ぼうに美しい白金の髪を押しこみ、シャツにベストにズボンという色気も何もない姿で寝台の隅に座っていた。

　今は一応、ウィルの弟という設定に付き合ってもらっているのだ。

　もっとも男装したところで、やっぱり絶世の美少年なんだよな、と思ったことは口に出さず、ウィルは彼女に新聞を手渡した。

「着心地が悪くないならよかったです。ここはそれこそ、場ば末すえの劇場とか酒場で芝居とか踊りをやってる連中が住んでるようなとこですよ。俺たちは上京してきた売れない役者ってことになってますから、それっぽくしててくださいね。馴な染じむまで長居するかはわかりませんが」

「早く決着がつけば、そのほうがいいものな。私はどんなところでも大丈夫だ。錬金術を使う設備だけは整えたいが──……かっこいい」

「……久しぶりにいきなり脱線しましたね。どこの誰がかっこいいんですって？」

　ウィルが軽く咳払いして訊くと、アンジェリンは真剣に新聞の『飛空艇乗っ取り事件』の記事を読んでいた。

「この、ウィルと私の想像図が、全然似てないけどかっこいい」

「アンジェリン様の想像図は筆がご本人の美しさについていっておりませんが、ウィルの場合は似ていないから格好いいのでしょう。そもそもあのときわたしがウィルに入っていなかったら、記事の見出しは『乗っ取り犯は絶世の美女とそのおまけ』となっていたはずです。彼は自分の容姿の使い方を知りませんから」

　したり顔で言うエルネストに、ウィルは少しむきになって言い返す。

「俺は目立たず地味ーに暮らせるように、わざわざひとに見られても三日で忘れられるような修業を日々続けてきたんだからな。これで成果は出てるんだよ」
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「ああ、なるほど？　言われてみれば普段のあなたは、演劇で言うなら背景の木を支える役、もしくはコーラス隊の隅っこ、はたまた当日風か邪ぜを引いて休んだうえに誰にも気づかれないですまされてしまうのがふさわしいひとですね。それを狙ってできるとは実に素晴らしい修業の成果だ、尊敬しますよ。普通の神経なら、そんなことに労力を傾けようと思いませんからね、あなたはまさに変へん態たいだ」

「お前はその、悪口言うときにだけ脳みそ酷使する癖をどうにかしろ。変態だろうがなんだろうが、目立たない技能があってこそ安心して情報収集ができるんだろうが！」

　ウィルは言いきり、アンジェリンが手にしている新聞を手で指し示した。

「とにかく、新聞を見る限り俺たちの正体は今のところばれてない。むしろ連続猟奇殺人事件のほうが問題らしいな。あっちこっちに手配書が貼ってあった。あとは博覧会のポスターもどこにでもある。殺人が多いのは戦後で荒れてるんだなって感じで納得いくけど、そんな中で博覧会ってのはやっぱりちょっと不自然だ」

　彼の報告を聞くと、アンジェリンは真面目な顔になって、ふむ、と首を傾げた。

「なるほど。そもそも、博覧会って実際はどういうものなんだ？　展覧会の大きなもの？」

「あ、まずはそこからでしたか。えーっと、博覧会はプロパトリアが最初にやったんだと思います。世界中の珍しいものを集めて、みんなに公開するやつ」

　ウィルは記憶をたどって言うものの、彼とて実際に行ったことがあるわけではない。

　そんな様子を見かねたのか、今度はエルネストが口を開いた。

「建たて前まえはあなたの言うとおりですが、実態は数秘術による発明を宣伝するための催もよおしですよ。プロパトリアはあの会で、各国の首脳や富ふ豪ごうに様々な発明を売りつけたとか」

「へえ。ずいぶんよく知ってるな。金の絡からむところには暴力組織ありってことか？」

　ウィルが褒ほめるつもりで言うと、エルネストは嫌そうに目を細めて答えた。

「いちいち暴力組織、というところを強調しないでいただきたい。どの世界でも、今を生き残るには情報収集が命です」

「まあお前、死んでるけどな。……だとしたら今回のコローニア大博覧会も、中身はプロパトリアの第二回博覧会と思っといたほうがいいんだろう」

　言いながらウィルは考えをめぐらせる。

　現在この国を代表しているコローニア新政府は、数秘戦争末期にコローニア王族を宮殿から追放した軍部が母体だ。少々危なっかしい反乱政府だが、当時の軍部も今は議会と和解。一応周囲の国々からも認められる存在になっている。

　とはいえもちろん敗戦国となったコローニアの立場は弱く、プロパトリアの『監察下』にあるとされているが、これは事実上の占領である。プロパトリアが望む戦後の世界の流れは錬金術撤てつ廃ぱい、数秘術偏へん重ちようであり、コローニアももちろんそちらのほうへ流れるだろう。

　追い出された当人のアンジェリンは、白い指で自分の顎あごに触れてつぶやいた。

「……だから、コローニアの新政府はブラッキアリのリナルドと手を組んだのかもしれん。『このままプロパトリア主導で博覧会を開けば、いよいよ世界中にコローニアがプロパトリアの属国だという印象を植えつけてしまう』と思って、中立でありつつ数秘術国であるブラッキアリと協力し、博覧会で何かやらかそうとしているのかも」

「なるほど。そんなところかもしれないですね」

　ウィルは本気で感心して言い、改めてアンジェリンを見つめる。

　短期間でよくここまで成長したものだ。最初は立っているのもやっと、生活力などまるでない、人形のような王女様だと思っていたのに、こうなるとむしろ自分の十五のときと引き比べて申し訳ないような気分になってくる。

　まだ真剣そのもののアンジェリンに、ウィルは控えめに提案した。

「この博覧会については探っていかなくちゃなりませんね。その方策も追々考えるとして──今日はそろそろ食事にしませんか？」

「そういえば、もう夕方か」

　やっと気づいたように窓の外を見るアンジェリンに、ウィルは円卓の紙袋の中身を差し出した。ほんのりいい匂いが漂う、新聞紙にくるまれた丸いものだ。

「いかにも下町な食事ですけど、買ってきました。はい、これ」

「食事って、町で買えるのか。なんだかすごいな」

「そこが『すごい』になるんですか……？　やっぱり、食事っていうと『作ってもらうもの』って感覚なんですかね」

「私の育った城の周りには、ものを売っているような町がなかったから」

　極端なことを言いながら、アンジェリンは新聞紙の中から手のひらほどの楕だ円えん形けいのパイを取り出した。バターと香辛料のほんのりとした匂いが辺りに漂い、エルネストが不ふ審しんそうにパイをのぞきこむ。

「見た目は真っ当なようですが、一体なんのパイです？」

「ウナギだよ。このへんの名物。すぐそこの河で獲とれるんだ」

「ウナギ……」

　アンジェリンが細い声で言い、ものすごく真剣にパイを見つめ始めた。

　一体なんだろう、とウィルが見ていると、彼女はかすかに目に涙を溜めて顔を上げる。

「……ウナギというと……あのぬるぬるか……？」

「ええ。美お味いしいですよ。ぷるぷるしてて淡たん泊ぱくで、このパセリのソースがまたなかなかで……パセリ、お嫌いですか？　色は真緑で若じやつ干かん気味が悪いですけど」

「嫌いなのはウナギのほうに決まっているでしょう、このゲテモノ喰いが!!」

　エルネストが叫び、ふるふると震えて幻の銃をウィルのこめかみに突きつけてくる。

　ウィルは人差し指でその銃じゆう身しんに触れようとしながら彼を見上げた。

「ゲテモノか、ウナギって？　大きくくくれば魚の一種だろ」

「くくりが大きすぎます！　それだけ大きくくくったらあなたは鼠ねずみの一種ですよ！　あんな蛇へびのようなものをアンジェリン様に食べさせようとは、地獄に落ちていらっしゃい！」

「ばか言え、ウナギは美う味まいって！　蛇はウナギよりすっごくクセが強いぞ」

「……食べたんですか、まさか……」

　エルネストの過剰反応に、ウィルは逆に少しあきれて言った。

「まさかってなんだよ。ひとりで最前線に突っこまれ続けた元軍人だぞ、こっちは。とりあえずなんでも香こう辛しん料りようかけて食べてみるのは常識だろ」

「これだからコローニアの軍人は味覚が死滅していると言われるんです！　ブラッキアリで兵士にそんなことをさせたら、確実に暴動が起こりますよ」

「あーっ、だからお前らすぐ撤退するのか！　やめてくれよほんと、遊びに来てるような気分で戦場に出るなっての！」

「そういうことはわたしではなく、あのリナルドにでも言いなさい。わたしはあんな茶番じみた戦場になど行っていません！」

　ウィルとエルネストのずれた口論が繰り広げられている中、アンジェリンはじっと手元のパイを見つめていたが、やがて何かを吹っ切るように声をあげた。

「大丈夫だ、毒でないのだからきっといける！」

「アンジェリン様、その勇気はもっと別なところに取っておいてください！」

　エルネストが叫ぶものの、すでにアンジェリンはパイの端はしっこに齧かじりついている。

　ウィルとエルネストは思わず息を吞んで彼女の反応を見守ってしまった。

　アンジェリンはぎゅっと目をつむったまま、きちんとパイを咀そ嚼しやくしてからちょっと考えこみ、ふっと緊張を解といてそのままもぐもぐと食べ続ける。

　彼女の表情がどことなく和やわらいでいるのを見て、ウィルとエルネストの間にも、やっとほっとした空気が流れた。
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（しかし、そうか、ウナギはゲテモノだったか）

　簡単な食事を終えた後、ウィルは卓の前に座ってしみじみと考える。

　アンジェリンは寝台に腰掛けたまま、壁に頭を預けてうとついているようだ。

　部屋のガス灯の明かりに浮かびあがる彼女は、男装でもどこか現実味のない美をまとう。

（ドレスを着てれば、もっと綺麗なんだろうに）

　そんなことを思うと心臓がちくりと痛んで、ウィルは我知らず真顔になった。

　彼女の望みに従ってここまでやってきたとはいえ、自分みたいないいかげんな男が彼女にできることは数少ない。正直、戦ってアンジェリンを守るので精一杯だ。

（金はある程度『灰の家族』からせしめてきたけど、それだけだ。俺自身に女の何がわかるかっていわれたらさっぱりだし、王侯貴族の趣味なんかますますわからない。エルネストがいるから、ぎりぎりどうにかなってるようなもんだ）

　口を開けば口論ばかりといっても、エルネストの板についた従僕っぷりは尊敬に値あたいする。

　彼だって暴力組織に入るような人間だ。元々そう育ちがいいわけでもないだろうに、今は少なくとも完璧な優美さを具そなえ、貴族の常識もわきまえている。

　彼が生きていたら、もう少し上う手まくやるのかもしれない。

　食べ物にせよ、着る物にせよ、もう少し彼女にふさわしいものを選べるのかもしれない。

　そういえばあいつはどこだろう、と、ウィルはほぼ無意識に視線でエルネストを捜した。

　四方から夜の闇が迫ってくる部屋の中に、エルネストの優美な姿は見当たらない。

（なんであいつ、アンジェリンから目を離してるんだ）

　ウィルが漠ばく然ぜんとした不安に駆かられたとき、不意にアンジェリンが声をあげた。

「──世界征服」

「……寝言ですか……？　それ」

　ウィルが半分脱力しながら訊くと、アンジェリンは眠そうに瞬まばたいて彼を見た。

　淡い光を菫色の瞳に映して、彼女はつぶやく。

「……いや。考えていた。あなたは、優しいから。世界征服に付き合ってくれるのは、私のためなのか。それとも、あなたの誇りや、コローニア王家のためなのか……考えていた」

　ぼんやりとした彼女の台詞せりふに、ウィルはふと考えこむ。

　自分がアンジェリンに付き合っているのは、もちろん彼女のために決まっている。

　自分の誇りなんて敵前逃亡した時点でなくなってしまったし、その前だって本当にあったのかどうなのか定かではない。コローニア王家にはどちらかといえば錬金術改造された恨みがあるし、アンジェリンを孤立させて数秘術師に売った時点で、アンジェリンの兄と父親のこともウィルは半なかば敵認定している。

（っていうか、そもそもアンジェリンはなんでこんなこと俺に訊くんだ）

　彼女はどんな答えを望んでいるのだろう。

　本当のことを言っても大丈夫なんだろうか。

　ウィルがやっと顔を上げると、アンジェリンは目を閉じていた。彼女がずるり、と横に倒れかけたので、ウィルは慌てて歩み寄って手を貸す。

　すっかり眠りに落ちてしまったのか、彼女は儚はかない重みをすべてこちらに任せてくる。

　なるべく静かにアンジェリンを寝台に横たえようとした、その拍子に、ぽとりと彼女の帽子が落ちた。白金の髪が彼女の白い肌を滑すべる。

　男物のシャツの隙間から、ほんのわずかな力でへし折れてしまいそうな細い首が見えた。

　途端にどきりと心臓が跳ねあがり、ウィルは必死に彼女から視線を外す。

　──冗談じゃない。

　こんなのは困る。本当にこのひとは無防備すぎる。

　いつもウィルの目の前にすべてをさらけ出して、傷つけられることなど考えもせずに笑っている。それがどれだけウィルにとって怖いことかなんて、考えてもみないのだろう。

（いくら呼び名が《騎士》だからって、現実は古い騎士物語とは違うんだぞ）

　いたたまれない気分で考えながら、ウィルはやり場をなくした手をポケットに突っこんだ。お世辞にも女性関係に強いとはいえない自分でも、さすがにこの歳になれば色々わかる。『友達』といううまい言葉で均きん衡こうを保っているものは、実際はひどく曖昧でもろいものなのだ。

　ひょんなことで自分が手を伸ばしてしまったら。

　彼女に触ふれてしまったら。

　そんな想像をしている時点で猛烈に嫌な気分だし、実際に触れたらやけどしたみたいな気分になるに決まっている。

　このひとを守ることで手に入れた誇りみたいなものまで、まとめてぶち壊すことになってしまう。だから駄目なんだ。壊せない。

　憧れの若隠居をやめてここまで来たからには、ただひたすらに彼女を守るしかない。

　アンジェリンを少しも傷つけない存在でいるしか。

（どうすればいいんだろうな、こういうの。いっそほんとに、古い時代の《騎士》みたいに生きるか？　姫に手を振ってもらうためだけに血を流して戦って。一生、彼女の手袋に口づけるだけで満たされる。……うん？　思ったよりいけるな、それ）

　少し自嘲的に考えてみたものの、意外なほど心がすとん、と落ち着いて、ウィルは何度か瞬いた。

　ひょっとしたら、それも結構いい手なのかもしれない。

　自分はもうとうに人間ですらない、《騎士》なのだ。ならば本当に、古めかしい騎士として生きるのもありなのかもしれない。幽霊のエルネストと同じように、少しも彼女に触れずに彼女を愛する一生は、それはそれで幸せそうだ。

　ばかだな、となんとなく笑って、ウィルはアンジェリンに視線を戻した。

　できる限りそうっと彼女に毛布をかけて、ほっと胸を撫で下ろす。

　その後改めて足音を忍ばせてもうひとつの部屋をのぞくと、そちらには明かりもついていなかった。

　薄闇の中、ぼんやりと黒いお仕着せの後ろ姿が見える。

「──エルネスト。こっちか」

　ウィルは息を吐き、後ろ手に扉を閉めた。

　エルネストは少し遅れて、ウィルに端たん整せいな横顔を見せる。

「なんですか、がらくた騎士殿。わたしがどこにいようと、わたしの勝手でしょう」

　その姿がふらっと揺らいだように見え、ウィルは思わず目を凝こらした。

　──見間違い、ではない。

　エルネストの姿は、やけに薄っぺらく見える。

　幽霊らしいといえばそのとおりだが、彼はいつもはもっと存在感があったはずだ。

　漠然とした嫌な予感を覚えながら、ウィルはあくまで軽々しく肩をすくめた。

「そんなこと言って、俺とアンジェリンをふたりっきりにしていいのか？　あの子の守護者を気取るなら、邪魔しとけよ」

「正常な男相手ならそうしますが、あなたは異常です。彼女をどうこうする勇気などありはしない。ならば、下手に騒いであの方の眠りを妨さまたげるほうが無礼でしょう？」

「でも、お前がつっついてこないと落ち着かない」

「…………よくわからない男ですね、本当に」

　エルネストは嫌そうに言ったが、すぐにかすかに笑った。

　彼はそのまま、いつもより少し自然な所作で窓辺に腰を掛ける。

　多分、生前自分の家ではそんなふうにしていたのだろう。そう思わせる楽な姿勢で、エルネストはウィルを見つめた。

　灰色の瞳が、優美さの中にふと野性味を取り戻して光る。

「あなたというひとは、ばかなのか、意外と素直なのか。おそらく両方なのでしょうが、その辺りはあなたの数少ない美徳と言って差しあげてもよろしい。ちっとも可愛げはないにせよ、善良であることは確かです」

「いきなり褒めるな、気持ち悪い。お前に可愛いとか思われても何も嬉しくないぞ。どうせお前、可愛げのある奴だって平気で殺す類たぐいの人間だったんだろ」

「ええ。自分のことは、愛するより殺すほうが得意な男だと思っていました」

　エルネストは妙に嬉しそうに笑って言う。

　やっぱり、今日のこいつはおかしい。

　そんな屈くつ託たくのない顔を、どうしてウィルに見せてくるのだろう。

　どうしてすべては過去のこと、とでも言いたげに語るのだろう。

　たとえそれが幽霊として正しいことだとしても、エルネストはいかにも幽霊らしくない幽霊だったはずなのに。

「そのころ会ってても俺たち、全然話、通じなかっただろうな」

　ウィルがぽつりと言うと、エルネストはわずかに首を傾けて囁いた。

「ウィル。あなたは小さいころ、魂たましいを信じていましたか？　もしくは、天国と地獄。さらに言えば、神を」

「信じないよ。幽霊が見える人間は、そんなもん信じられない」

　ウィルの即答に、エルネストは満足そうに笑みを深める。

　彼は少しばかり身を乗り出し、ウィルの心臓辺りを指さした。

「でしょうね。見ればわかる。話せばもう少しはっきり見えてくる。あなたは何も信じない、根本的にうつろな人間です。わたしも、そうでした。何も信じないで生きるうつろを、駆け引きと、暴力の興奮で埋うめていただけの人間のクズだった」

　はっきりと言い切ると、エルネストは重力に従って手を落とし、視線を穏やかにして扉のほうを見た。

　その向こうで眠るアンジェリンを見通すように優しく笑い、彼は言う。

「……けれど、どうもわたしにもひとを愛する機能は具わっていたらしい。愛とは不思議なものですね。ひとを愛すれば、心は飢うえない。──それどころか他の人間にも少しくらいは優しくなれる」

　他の人間にもって、たとえばウィルのような、恋敵になりそうな相手にもだろうか。

（なんかそれって、優しすぎないか）

　ウィルはその場に立ち尽くしたまま、途方に暮れて窓辺のエルネストを一枚の絵画のように見ていた。

　ただの悪党で、生前道ばたで遭ったら避けて歩いたであろう男。

　それが今はこんなに綺麗な顔で、慈いつくしむ瞳で誰かを思っている。

　アンジェリンに会うまでの彼の人生がどんなものだったか、ウィルは知らない。それでも、エルネストの行き着いたであろう幸せを思うと心が震える。

　ひとは変われるのだ、幸せになれるのだ、そう思えて気持ちが薄っすらと明るくなる。

　だから、というのも変だが、エルネストにはほんの少し、もう少しくらいはこの世で幸せになってほしい気持ちもあるのだ。

（何か、こいつに言えることってないかな）

　エルネストの気に入ることじゃなく、彼がこの世にもうちょっと執しゆう着ちやくを持ってくれるような。彼がこれ以上綺麗にならないで、意地悪くわめいていてくれるような。

　そうでないなら、本当にエルネストが喜ぶようなことを、ひとつくらい言ってやりたかった。

　ウィルはしばらく考えたあげく、自分の想像力の限界に屈して頭を搔く。

「──お前さ。アンジェリンが好きなもの、教えてくれないか。食べ物とか、他のものとか……なんでもいいから」

「おや。やっとアンジェリン様にきちんとお仕えする覚悟ができましたか？」

　ウィルの問いに、エルネストは。ふわりと満足げに微笑む。

　それこそ自分が欲していた問いなのだ、とでも言いたげな表情で窓枠から離れ、この上なく優美に一礼した。

「では、まずは薔ば薇らのお話からいたしましょう。アンジェリン様がブラッキアリで滞在なさっていた館では、野生に近いオールド・ローズが辺り中に甘い香りを漂わせていました。それは芝生の匂いとあいまって、朝には朝の、午後には午後の香りを我々に告げてきたものです。アンジェリン様はその中でお茶を召しあがるのが好きでした──」

　アンジェリンを愛したかつての従僕の話は、まるで懐かしい歌のように続く。

　ウィルは薄い壁の向こうで寝息を立てているアンジェリンの気配を感じながら、じっとエルネストの話を聞いていた。

　ひとつも漏らさず覚えておこうと思った。

　彼がアンジェリンに傾けている愛を、少しでも知って覚えておくことが、自分にできる唯一のことのように思えた。
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　ウィルたちがコローニアに着いたころ。

　ブラッキアリは新しい首相の誕生に沸わいていた。

「乾杯！　数すう秘ひ戦争の英雄、数秘術師、リナルド・ピサノに！」

「都市間での争いは終わりだ！　これからは数秘の時代が始まる！『弱い』ブラッキアリは生まれ変わる！」

　夜の街灯の下で男たちは怒ど鳴なりあい、高い柵さくの向こうの首相官邸に酒さか瓶びんを掲かかげる。

　喧けん騒そうは古典主義風のどっしりとした石造建築の中にまで、かすかに届いてきていた。

（それにしてもブラッキアリ人はうるさい。まるで本能のままに生きる虫のようだ）

　いらいらと考えながら、ジュリアスは官邸内を歩く。

　肩にかかるほどの金髪に、水色の瞳。妹のアンジェリンに似た面おも影かげのある白い横顔。

　いかにも目立つ容よう姿しを隠すように黒い袖そで無なし外がい套とうに身を包み、人ひと気けのない真夜中の邸内を歩く自分は、まるでこそ泥のようだ──とジュリアスは思う。

　一体どうしてこんなことになったのだろう。

　アンジェリンの兄にしてコローニアの王子であった男。

　ジュリアスは生まれてこのかた、ずっと完璧に生きてきたはずだ。

　時代遅れの大国に生まれ、気高く、美しく、めったなことでは動じず、錬れん金きん術じゆつに優れ、鷹おう揚ようで、敬けい虔けんであれと言い聞かされ、そのすべてを受け入れてきた。

（なのに、なぜわたしはここにいる）

　低温で焼かれるようないらだちを腹に抱えて、ジュリアスは両開きの扉の前に立つ。

「リナルド、そこか？」

　──問いに答えは返らない。

　代わりに、眼前に赤と黒の光景が広がった。

　そこは真っ赤で真四角の部屋だ。絨じゆう毯たんが赤い。壁も赤い。真っ赤な壁の上を、びっしりと宗教画が埋めている。列れつ柱ちゆう立ち並ぶ古代の神殿の前で、薄物を羽織った天使たちが所狭しと踊り狂う。目に痛いほどの赤の中、天てん井じようだけが空を模して青かった。

　雲の間から顔をのぞかせ、手を伸べる無数の聖人たちの天井画の下、部屋にはふたつの人影がある。

　ぽつんと置かれた椅子に腰掛けたリナルドと、その膝にすがって床に座りこんでいる長い黒髪のフェリーチェだ。壁が真っ赤なせいで、ふたりの黒い軍服がやけに目につく。

（わたしがわざわざ来たというのに、迎えもなしか）

「どうやら眠っておられたというわけでもなさそうだ。わたしが来る時間を間違えたかな」

　ジュリアスはささくれた心を隠して柔らかな笑みを浮かべ、室内に歩み入る。

　彼の姿を認めたリナルドは緩ゆるやかに立ちあがったかと思うと、切れ長の目をわずかに細めて鷹揚に両手を広げた。きちんと撫なでつけた白髪のせいで一瞬老人めいて見えるが、まだ三十そこそこの男だ。

「時間はお約束のとおりです。よくいらっしゃいました、殿下。かねてからの約束どおり、これから世界の話をいたしましょう。これからの、世界の話を」

　彼はあくまで自分の優位を崩さないつもりのようだ。

　ジュリアスの眉は勝手にぴくりと動いた。

　今にも冷たい罵ば声せいを吐き出しそうな唇を一度ぐっと引き結んでから、ジュリアスはリナルドと十歩ほどの距離を置いて立ち止まる。リナルドはいかにも堂々としているが、しょせんは貴族の位を捨て、平民として首相になった男だ。

　この男はただの成りあがりだ。

　そう自分に言い聞かせながら、ジュリアスはゆっくりと話しだす。

「──あなたは優れた数秘術師だ。その若さで巨大な数秘術組織を作りあげ、数秘大国プロパトリアと友好関係を結びつつも、媚こびることをしないですむ実力者だ。あなたはその圧倒的な数秘術の力と、貴族出身という経歴で、ついにこのブラッキアリをまとめあげた。王族を擁ようするがゆえに数秘術に走りきれず、煮え切らない国だったブラッキアリに再生の灯ひが点ともったことを……今、心からお喜び申しあげる」

「光栄です。閣かつ下か」

「ただし」

　釘を刺すように口調と表情を険けわしくし、ジュリアスは言う。

「その態度はいただけない。わたしはあなたがこの日を迎えると確信していたからこそ、あなたに協力してきたのだ。わたしたちは協力者だ。対等だ。そうだろう？」

「はあ？　何言ってるの。どうして、現役首相のリナルド様と、亡国の王子様が対等？」

　いきなりフェリーチェが口を挟はさんで首をひねり、ジュリアスはその言葉に愕がく然ぜんとした。

　くすぶっていたいらだちが、かっと熱くなって体に回る。

　人形めいて整ととのった顔を怒りに歪ゆがめ、ジュリアスは叫んだ。

「リナルド！　どうして大切な話のときに、こんな下品な女を同席させている！　わたしとまともに話をしようと思うなら、わたしの視界にこのような者を入れるな！」

　烈れつ火かのごとき叫びにも、フェリーチェは不思議そうにしているだけだ。黒い軍服に押しこんだ肉感的な身体からだをリナルドに添そわせて、淡々とジュリアスを見ている。

「ああ、申し訳ございません。この女は宇宙の深しん淵えんをのぞきすぎまして、そろそろおかしくなってきているのです。替え時かとは存じますが、数秘術の天才であることは確かですから護衛をさせている次第で。ご無礼はわたしからお詫わび申しあげますので、どうぞお許しを」

　リナルドは慇いん懃ぎんに一礼するが、その完璧な所しよ作さにジュリアスはますますいらだった。

　常に大おお仰ぎようなリナルドの振る舞いはどこか舞台役者じみていて、見ているとかえってばかにされているような気持ちになるのだ。

「いや、今日こそはっきりさせてもらう。あなたはわたしを軽かろんじすぎる。あなたの狙いなどわかっている。数秘術でプロパトリアを超えることだろう？　そのためにプロパトリアと共にコローニアであんなものを造っている！　しかし、そのためにわたしがどれだけ手を貸したと思っている？　わたしの名でどれだけのものが動いたか！」

　語っているうちに、ジュリアスの全身に宿った怒りが別種の興奮に変わり始める。

　彼はこの世に生まれたそのときから、古いコローニアそのものの父に支配されて育った。

　理想的な王族になるよう言い聞かされ続けた。

　しかし、世界を学べば学ぶほど、自分たちが時代遅れであると気づかされるばかりだった。

　──このままではいけない。この先にあるのは行き止まりだけだ。

　必死に父に訴うつたえてみても『もっと錬金術を学べ。その中に答えはある』と告げられるだけだった、あのいらだちの日々はもう終わったのだ。

「リナルド、あなたはあれが完成し、博覧会が終わったらわたしにあの国を任せると言ったな。そのことをけして忘れるな。敗戦国となって錬金術を奪われ、数秘後進国と呼ばれるには、あの国は高貴で古すぎる。──コローニアには、わたしが必要なのだ。わたしだけが新しいものを受け入れ、古きものを引き継げる。そのために父上を改造し、あなたが言うようにアンジェリンを手渡しもした。……忘れるな、リナルド。わたしは、王だ」

　怒りに燃えるあまりかえって冷たくなった声で言い、ジュリアスはリナルドをねめつける。

　対するリナルドは、自分の片眼鏡モノクルに指で触れながら少し面白そうに微笑んだ。

「あなたは大変現実的な方だ、ジュリアス王子。アンジェリン王女とはまったく違う」

「当たり前だ、あんな化け物と一緒にするな」

　吐き捨てるように言うと、リナルドはそっと目を細めて笑みを深める。

「化け物ですか。それは、彼女が錬金術を己おのれの手足のように操るから？」

「手足のようになどという生ぬるいものではない。あの子は生まれたときから錬金術書の内容を吞みこんでいた。わたしが苦労して覚えたことを、ただの遊びのように楽しげに超えてみせた。他のことは何ひとつできないくせに、あれは異常だ」

「それはただの才能の差ではないのですかな？」

　不意に投げられた言葉があまりにも意外で、ジュリアスは思わず我が耳を疑うたがった。

「……今、なんと言った」

　少々呆あつ気けに取られて訊きくと、リナルドは自信に満ちた形ばかりの笑顔を浮かべ、数歩前に出る。彼はまるで高名な教授か何かのように、教え諭さとす声で語りだした。

「あなたには錬金術の才能がなかったのですよ、ジュリアス王子。それゆえあなたは妹に嫉しつ妬とした。アンジェリンに『自分は無能だ』と思いこませ、そのことで王族である自分の自尊心を守った。そうでもしなければ居ても立ってもいられなかった。なんという危うさだ。なんという卑ひ屈くつさだ。相手が天才なら利用すればよかったのに、その度量すらなかった。おそらくは父上もあなたにそっくりだったんだろう。自分より才能ある者を許せなかった」

　あまりにもずけずけと自分の心に踏みこんでくるリナルドの言いように、ジュリアスはぶるぶると全身を震わせる。

　怒りで歯の根が合わないのをどうにか制して、彼は地を這はうような低い呻うめきを口にした。

「貴き様さま……わたしを侮辱するのもいいかげんにしろ」

　威い嚇かくの響きのあるジュリアスの言葉に、リナルドはいきなり怒ど声せいをあげた。

「ふざけるな、本当の侮辱はこれからだ！　お前は戦争のとき何をした？　何もしなかっただろう。お前は国を守るべきときに父親におびえ、何もできずに部屋の隅すみで震えていたクズだ。そのうえただの嫉妬からわたしに妹を売り、父を売った！　お前に国など治められるものか、せめて己の無能を自覚しろ！　アンジェリンは、少なくとも誇り高かったぞ。自分の命が危ういときにも世界のことを考えていた！」

　今まで誰にも言われたことのない言葉が、ジュリアスの心に斬りこんでくる。

　何より、リナルドがアンジェリンを認めていることが胸の奥に疼とう痛つうを生み、ジュリアスは端整な顔を大きく引きつらせた。

　ばかばかしい。ばかばかしすぎる。

　あのアンジェリンが自分よりもひとから評価されるなど、あってはならないことだ。

　彼女は何か苦労したわけではない。ただ生まれつき美しく、生まれつき才能に恵まれていただけだ。引き比べて自分はどうだ？　自分の血のにじむような努力は認められるべきだ。

　それだけの価値が自分にはあるはずだった。

　ジュリアスは震えながら低く囁く。

「もう少し賢い人間かと思っていたが……わたしの見込み違いだったようだ。あなたはわたしという協力者を失うことになる。コローニアは、あなたの思うようにはならない」

　渾こん身しんの台詞せりふに、リナルドは答えなかった。

　代わりにフェリーチェが無造作に言う。

「リナルド様、このひとばかすぎません？　まだ自分が単に利用されただけだって気づかないの？　もう殺しちゃっていいですか？」

「少し待て」

　リナルドの制止は素早かったが、『やめろ』ではなく『待て』だった。

　ジュリアスは怒りで目の前が一瞬白くなるのを感じ、もはや理性も何もかなぐり捨てて唸りに似た声をあげ、リナルドに飛びかかった。

　気取った男の襟えりをつかみ、とにかく締めあげようと力をこめる。

　後先など考えていなかった。リナルドの演技じみた態度をひっぺがし、ひざまずかせたい一心だった。相手の歪んだ顔を見たい、ただそれだけの欲望に駆かられて、ジュリアスはリナルドの瞳を至近距離でのぞきこむ。

　リナルドの瞳は黒かった。ただひたすらに真っ黒だった。

　まるで底の見えない穴のようだ。

　どこまでのぞきこんだら視線があうのかがよくわからない──そう思った直後、ジュリアスの目の前は真っ暗になる。

「──何……？」

　錯さつ覚かくかと思って何度か瞬まばたいてみるものの、やはり世界は黒いままだ。

　視線だけを動かして右を向いても、左を向いても闇だ。さっきまで見えていた真っ赤な壁画は見えない。明かりが消えたのだろうか、と正面を向くと、そこにはリナルドの姿もなかった。

　代わりに、眼球が宙に浮いている。

「ひっ……！」

　あまりに異様な光景に、ジュリアスは目を瞠みはって息を吞んだ。

　虚きよ無むを思わせる真っ暗闇の真ん中に、握にぎり拳こぶし大の眼球がひとつだけ浮いている。

　光彩の色は黒だ。真っ黒な瞳がこちらを見ている。

　うつろでどこまでも冷たい瞳と視線が合った途端、ジュリアスの思考は凍こおった。

　──もう、何を考えても無駄だ。

　──これからは逃げられない。

　自分のどこか、本能に近いところが囁いている。

　目の前の眼球が何かはわからないが、とにかくそれが凶悪なものであることは感じている。頭の芯が硬く、冷たくなって、身体は少しも動かない。

　この感情は、なんだろう？　馴な染じみがない。おびえか？

　在ってはいけないものに出合ってしまった感覚。禍まが々まがしさに意識を持っていかれる。

　エルネストを撃ち殺しても、蹴り倒した使用人が血を吐いても、父を後ろから殴り、でたらめな精霊粉をかけてその意思を奪っても、こんな気分にはならなかった。

　かつてこんな気分になったことは──一度だけ、ある。

　あれは遠い昔の夏。アンジェリンの住む田舎いなか城じろを訪れたときだ。

　あのときはいい天気だった。

　煤ばい煙えんのない田舎の青い空。黒々とした石の城。

　芝生の生えた緑の庭。白い薔薇の茂みの下で、美しい少女がこちらを見ている。

　白いドレスのフリルに埋もれたアンジェリン。

　彼女は指だけを真っ黒にして人形遊びをしていた。

　そして遠くからジュリアスを見つけ、無表情のまま彼を呼んだ。

　──兄上。私の、兄上。

　アンジェリンがまるで動く人形みたいに見えて、ジュリアスはぎょっとしたものだ。

　それでも彼は笑おうとした。父からアンジェリンは『かわいそうな子』だと言われていたし、姉の第一王女は幼くして病死していた。ただひとりの妹に対して、自分は完璧な王子で、完璧な兄でなくてはならなかったのだ。

　さあ、自分はかわいそうな子に笑って手を伸べてあげよう。

　あの白金髪プラチナブロンドを撫でてあげよう。

　そう思ったとき、アンジェリンの手にしていた人形がいきなり動いた。

　まるで中に何か生き物が押しこめられているかのように、のたのたとのたうった。

　──アンジェリン……それは？

　──それって、なあに。

　アンジェリンは表情の乏しい顔でジュリアスを見ていた。

　彼女が握った人形は、まだ蠢うごめいていた。

　……怖い。怖い。嫌だ。

　逃げたい。逃げさせて。ジュリアスの幼い心は悲鳴をあげた。

　けれどその悲鳴は口から出ることはなかった。

　すでに植えつけられていた鉄壁の自制心と、自尊心が、彼を無理やり微笑ませた。

　彼は笑って言った。

　──アンジェリン。お前は、かわいそうで、駄目な子だね。

　自分が父親か教師か何かになったつもりで、アンジェリンを見下ろした。

　そうしていると、少しだけ怖さが薄らいだ。

　だからずっとそんなふうにしていた。

　アンジェリン。愚おろかな妹。駄目な子。愛しい妹。……ばかばかしい。そんなものが本心のわけはない。そうだ、わたしは単にお前が怖かったんだ。お前の顔を見るといつだってあの夏の日を思い出す。あの夏の真昼はどんな闇より恐ろしかった。

　わたしはお前の美しさが怖い。才能が怖い。同じ人間と思えない。思いたくない。

　やっとお前が人間らしく見えたのは、エルネストを殺したときだ。お前はただの男の死に衝撃を受けて、激情に必死に耐えていた。あのときのお前は理解ができた。お前がいつもあんなふうなら、多少は愛せるかもしれないとすら思った。

　アンジェリン、わたしのアンジェリン。

　だから、できるなら毎日泣きわめいていておくれ。

　わたしだって、本当はお前を愛したいんだ。

　きっとまだ遅くない。お前が何かを失って悲嘆に暮れている限り、わたしたちはいずれ優しく抱きあえる。きっと。きっと。きっと。きっと、いつか。




「……やれやれ。呆気なかったな」

　リナルドはかすかに失笑を浮かべ、目の前に棒立ちになったジュリアスの頰を叩く。

「どうしちゃったんですか、このひと」

　フェリーチェが歩み寄ってのぞくと、ジュリアスの顔はすっかりうつろになっていた。

　目には光がなく、弛緩した顔にはなんの表情も浮かんでいない。

　ただ、その頰はだらだらと零れた涙で濡れていた。

　リナルドは片眼鏡モノクルのレンズをひとつ上にずらして、静かに言う。

「《万ばん象しようの書しよ》に吞まれたのだ。数秘の神にね」

「え？　本当ですか？　ずるい！　あたしだって早く行きたいのに、なんでこいつが先？」

　聞くなりむくれたフェリーチェに、リナルドは苦笑して肩を叩いてやる。

「言っているだろう、お前にはまだ価値がある。わたしの横にいてくれなくては困るよ」

「……それは嬉しいんです。震えるほど嬉しい──でも、だからこそ、フェリーチェは《万象の書》に接続して、未来を見ているときの気持ちが好き。心の端はしがめくれあがるみたいで、ぞくぞくしてぞわぞわする。あなたの息吹いぶきを感じる。あなたと一緒になれる感じがする。あたし、一刻も早くあなたと同じものになりたいんです」

　熱心に言う彼女が幼く愛らしく見え、リナルドは小さく笑う。

「約束しよう、フェリーチェ。お前をいつか連れていく。数字の暗号のその先にある、絶えなき知恵の泉に。そして世界を《万象の書》にゆだねるのが、ジュリアスなどには理解もできんわたしの使命だ。……だが、その前にあの姫君と騎士を片付けてもらいたい」

　姫君と騎士と聞くと、フェリーチェは殺意にきらきらと目を光らせて身を乗り出す。

「それってアンジェリンとウィルですか？　あの、綺麗で狂ったようなことを言う？」

「ああ。アンジェリンは天才で綺麗な子だし、ウィルも出来がよすぎる《騎士》だ。彼らは美しい。美しいものはしばしば世界をひどい混こん沌とんに巻きこむ。彼らは死ぬべきだ。──彼らはきっと、コローニアの博覧会にやってくる。それを、別れの時にしよう」

　静かに刻むように言うと、フェリーチェはかすかに眼球を震わせながら笑った。

「はい、閣下。あたしはあのふたりを殺します。博覧会で。きらびやかな場所で」

　彼女は囁き、不意にリナルドに抱きついてきた。

　すがりつくようなフェリーチェを、リナルドも強い力で抱き返す。

　そうしていると彼は深い安あん堵どを感じる。

　妹か、ひょっとしたら自分自身を抱いているような気持ちになる。ほどけていく。

　なぜなら、フェリーチェの愛は本物だからだ。

　リナルドは知っている。数秘術を通して世界を見ていると、ひとは自分の欲望に忠実になっていく。己の理性や経験を超えて、欲望が膨ふくらみ続けるようになる。

　あらゆる制限を取り払い、万物の真の姿を暴あばき出す。

　それが《万象の書》だ。

　ならば数秘術を使うたびに幼くなり、無邪気に愛を表現するようになるフェリーチェの本質は、一番の欲望は、『愛』なのだ。

　誰よりもリナルドを愛し、彼を受け入れ、彼と望みを同じくするのが彼女の望み。

　まるで寒い夜に拾った子猫が向けてくるような、ひたすらの愛。

「誰もがお前のようならいいのにな」

　リナルドが囁くと、フェリーチェは小さく声を立てて笑った。

　リナルドもかすかに笑い、彼女の肩の向こうに見える真っ赤な天国の壁画を見つめる。

　むちむちとした体に翼をつけただけの、人間にしか見えない天使たち。触さわればきっと湿っていて、人間のにおいがする。撃てばきっと血が零こぼれる。

　赤い色を見るたび、リナルドの目ま蓋ぶたの裏には数秘戦争で見た銃じゆう火かの光が明滅する。

　彼は想像する。四方を囲んだ天使たちの全身からとろとろと血が流れ出て、床の絨毯を濡らすところを。血は素敵だ。死体もいい。どちらも心安らぐ。

　リナルドの望みは、これだ。

　人間を死体にしたい。

　十代のころに貴族ながらに数秘術師となって当時の政権を批判した彼は、家から勘かん当どうされてただの一いつ兵ぺい卒そつとして前線に放りこまれた。

　コローニアやプロパトリアにとってはただの局地戦だったその戦争でも、もちろんひとは死んでいた。そうして普段見慣れないひとの死を目にし続けたリナルドは、ある日唐突に気づいたのだ。

　生者は『途中』だ。いずれ死者になるべく運命づけられたものなのだ、と。

　死体こそが完璧で、生者は基本的に半はん端ぱで気持ち悪い。

　死者が地平まで横たわる世界こそが美しい。

　自分にとっての『完璧に美しい世界』を創るために、リナルドには戦争が必要だった。殺せば殺すだけ英雄と呼ばれる状況が必要だった。

（今はフェリーチェにしか話していないわたしの理想の世界。……アーリンガムなら、理解するかもしれん。なぜかな──彼は、わたしの側の人間のような気がする）

　血のような色の赤毛を揺らして、超ちよう硬こう度どサーベルを手にしたウィル。

　彼には殺気があった。うつろがあった。そして、決意があった。

　彼ならリナルドの気持ちを理解して、それでもリナルドとは少し違うことを言いそうな気がする。だからリナルドはウィルともう一度会いたいと思っている。

　そして、ウィルをもう少しだけ、自分に近いところへ連れていきたいとも望んでいた。
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「おおおお……なんだ、すげえ技だな、おい！」

　周りから野太い歓声があがる中、少年姿のアンジェリンは手元に集中している。

　竿さおに巻きつけた熱く溶けた硝子ガラスをくるくると回しながらウナギの姿を作りあげ、できたものをそっと切り離してから、アンジェリンはほっとしたように笑った。

「小さいころから、よくやっていたから。まあまあ上手にできた」

　その屈くつ託たくのない美少年ぶりに、周囲からは別の意味で「おお……」と感嘆の声があがる。

「えーっと、このとおり弟は硝子の扱いには慣れてまして！」

　ウィルは牽けん制せいするかのように声をあげ、アンジェリンの前に出て引きつり笑う。

「──こんなご時世に雇やとっていただいたのはありがたいんですけど、くれぐれも、弟には触らないでくださいね」

「なんだ、触ると壊れちまうほど繊細なのよ、ってか？」

　彼の言いように、灰や煤すすで顔を汚した職人たちはげらげらと声を立てて笑う。

　ウィルは不自然な笑顔のまま、きっぱり返した。

「ええ、そのへんの硝子よりはよっぽど！」

　ここはコローニアの工業地区、川沿いの硝子工場だ。

　だだっ広い工場内には縦じゆう横おう無む尽じんに管くだが走り、窯かまが設置され、レールの上を製品を載のせた籠かごがごとごと動き、あちこちで蒸気が上がって、熱い硝子を吹いたり切ったりしている職人たちの姿が見え隠れする。

　いかにも不景気そうな首都の様子とは対照的に、硝子工場は大忙しだ。

（大博覧会のポスターに描かれてた絵から、会場には大量の硝子が使われるんじゃないか、って推理したのは大当たりだったってわけだ）

　さりげなくアンジェリンを守る位置につきながら、ウィルは考えをめぐらせる。

　何かとんでもないことが起こるであろう、コローニア大博覧会。

　そこで何が企たくらまれているのか、どうにか先に知ることはできないものか。

　悩んだ末にアンジェリンと相談した結果、出た結論がこれだった。

　──職人として博覧会場に出入りできる立場になる、というのはどうだ？　私は錬金術師として、必要な硝子の実験器具を自分で作っていたから、硝子細工なら、ちょっとだけできるぞ。

　緊張した面おも持もちでそんなふうに言ったのはアンジェリンだが、実際の彼女の腕は『ちょっとだけできる』どころではなかったのは、今目の前で証明されたとおりだ。

「お前ら、何いつまでも新入りのとこでさぼってやがる！　働け！」

　アンジェリンを取り囲む職人たちの様子に、ついに工場長が怒鳴り声をあげる。

　あわてたり、肩をすくめたりして散っていく職人たちをにらんだ後、きれいに頭をそった大男の工場長は、ずかずかとウィルたちの前へやってきた。

「いいか、今は急な博覧会で硝子が足りてねえんだよ。ちっちゃな細工物より、とにかく板硝子を作らなくちゃならねえ。非力なお嬢ちゃんたちがでかい面つらするんじゃねえぞ！」

「すまない。そんなつもりはなかった」

　アンジェリンは途方に暮れた顔で工場長に会え釈しやくした後、辺りをきょろついて、毛布に包まれた板硝子のほうへ歩み寄る。

「それに、私とてこれくらいなら、いけるのでは……？」

　口の中でつぶやいて手をかけた板硝子は、アンジェリンの背丈よりかなり大きい。

　工場長は難しい顔で見守るが、ウィルは青くなって彼女の肩をつかまえた。

「弟、待てって！　そういうのは俺がやるから」

「そうか？　しかし、ここは私がやらねば意味がないような」

「駄目だ！　そんなことしたら手が切れる、荒れる、足の上に落としたら足が壊れる。重いもの持ったら腰に来るし」

「……兄上は、ちょっと過保護だぞ。確かに、兄上の出力はかなり高いが……」

「出力？　出力って言ったか？　そりゃ、機械について言うもんだろうが」

　ふたりがにぎやかに言いあっているうちに、工場長がアンジェリンの不自然な台詞を聞きつけたらしい。

（まずい。ここで追及されたら面倒だ）

　ウィルはひっそりと冷や汗をかき、曖あい昧まいな笑顔になった。

　アンジェリンと工場長の間に入り、片手間にひょいひょいと板硝子を既定の場所に移動させる。

「弟はちょっと変わってるんですよ。でも腕は確かだから大丈夫。ほら、こういう重いものは俺がとっとと片付けますんで」

「おい、お前はお前で怪力すぎるぞ！　ほっそいくせに、なんだそりゃ！」

「あはは、生まれつき体は丈夫なんですよねえ。風邪だって一回も引いたことがない。唯ゆい一いつ神しんラウルスの生まれ変わりじゃないかって、母親が近所に言いふらして回ってました」

「ばか言ってんじゃねえ、風邪と怪力は関係ねえだろ!?」

　ウィルの調子に巻きこまれて怒鳴る工場長だが、すぐに他の職人たちから声がかかった。

「工場長！　そこで何遊んでんですか。ここ、署しよ名めいしてください」

「こっちも、出荷前の最終確認お願いします！」

「お、おう。そうだな。……まあ、とにかくお前ら。真面目にやれよ！」

　辺りの忙しい雰囲気に吞まれ、結局工場長はウィルのことはうやむやのまま、普段の業務へと帰っていった。

「はいはい、頑張りまーす」

　ウィルはほっとして手を振り、素早く周囲を見渡す。

　他の職人たちも、すっかり自分たちの作業に戻っているようだ。そもそも仕事が忙しいときに、いつまでもウィルたちに注目している暇ひま人じんはいない。

（──いや。ひとり、いるな）

　ふと視界の隅っこに気になる気配を感じ取り、ウィルはそちらへ目を向けた。

　もうもうたる蒸気の向こうから、誰かがウィルを見つめている。

　一瞬だけ視線を交えて顔をそむけたのは、辺りより頭半分背の高い男だった。

　ウィルが瞳を凝らせば、ぼやけた彼の姿がすっと浮かびあがってくる。

　歳は三十半なかばくらいだろうか。金髪を短く刈りこみ、無精ひげを生やした無口そうな男だ。粗末なシャツとズボンの中に押しこんだ身体はさりげなく分厚く、長い手足は緩かん慢まんに見えてきびきび動いている。

（戦ったら強そうだ）

　自然にそんな感想が出てしまい、ウィルは無意識に顔をしかめた。
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　その後はどうにかこうにか平和に──まあ、そこそこ平和に就業時間が過ぎた。

「ただ、これは予想外だったな」

　ぼそり、とつぶやいたウィルの横で、工場長が勢い良く立ちあがる。

「ってことで、新入りに乾杯だ！」

「乾杯！　ほらほらほら、遠えん慮りよせず飲めって！」

　陽気に杯さかずきが打ちあわされ、その後あっちこっちから硝子杯を持った手がアンジェリンに向かって伸びてくる。

　アンジェリンは何度か音がしそうな瞬まばたきをして、真っ白な頰をほんのり赤く染めて縮こまった。

「う、うん。嬉しいが、その、これも、仕事か……？」

「仕事なわけないだろ！　あと、なんでお前らはいちいち弟に酒飲ませようとするんだよ。こいつはまだ十三だって言ってんだろうが！」

　ウィルが力いっぱい叫んで周り中から伸びてくる硝子杯を手でさえぎると、辺りからどっと笑いが沸き起こる。

　終業後の硝子工場は、いつの間にやら酒宴の場に早変わりしていた。

　適当に片づけた作業台に男どもがひしめきあい、杯を片手に真っ赤になった顔を突きあわせてにやにや笑う。

「そりゃあなあ」

「決まってるよなあ。兄貴より、弟のほうが可愛いから！」

　──お前ら、絶対殺す。

　ひっそり杯を持つ手を震わせているウィルの横で、アンジェリンはがちがちに固まっていた。仕事中はひたすら作業に集中していた彼女だが、こんな大勢での酒宴となると勝手が違うのだろう。

「私は、可愛いというか、色々駄目なので……兄上のほうが綺麗だと思うぞ？」

　おそるおそる、といった感じでアンジェリンが言うと、周囲の男どもは黙りこくった。

　そして、また一気に爆笑の渦うずが広がる。

「あはははは、色々駄目、なんだと！」

「兄上のほうが綺麗！　いや、まあ顔は確かに綺麗かもしれねーけどさ！」

「っ……ウィ……兄上、私、また何か間違ってるのか……？」

　半分泣きそうになりながら訊いてくるアンジェリンに、ウィルは生まれてこのかた培つちかってきた自制心を総動員して笑いかけた。

「間違ってない。間違ってるのは、お前を肴さかなに美う味まい酒を飲もうとしてる周りの奴らだ」

「……なんだか、怖い目をしてるぞ、兄上」

「そーかー？　気のせいだろ？」

　本当はもちろん今すぐこの場にいる全員の頭を張り倒して回りたかったのだが、ウィルが本気でそれを実行したら大だい凶きよう行こうになってしまう。

（まったく……どうしてこんなときだけエルネストは自主的に留守番なんか買って出てるんだよ。今こそあいつが毒どく舌ぜつを発揮すべきときだってのに。えーっと、こういうときはどうやって心を鎮しずめればいいんだっけ？　数でも数えるか？）

　ばかがひとり、ばかがふたり、と、ウィルが目の前の職人たちを数え始めたとき、急にひどく落ち着いた声が響いた。

「あんた、もうちょっとうまく立ち回ったほうがいい。ここは下町で、こうやって仲良くなるのが俺たちの流儀だ。あんたらは腕が立つが、田舎から出てきて文もん無なし。この工場も、職人不足が続いてた。お互い、馴染む努力をしたほうがお得だろ」

　骨に染み入るような言いように、辺りの雰囲気はすっと落ち着いた。

　いや、冷めた、というほうが正しいのだろうか。

（あいつか？）

　半なかば予測してウィルが視線をやった先には、思ったとおりの人物がいる。

　仕事中にじっとウィルを見ていた男だ。無精ひげすらどこか凜り々りしい精せい悍かんな顔つきの中で、瞳だけがどこまでも暗い。

　他の職人たちが困ったような、もしくは我に返ったような顔になっているのを視界の端にとらえながら、ウィルは鈍どん感かんなふりで肩をすくめた。

「別に気に食わないなんて言ってないよ。俺たちだってうまくやりたいと思ってる。ただ、まだ色々慣れてないってだけだろ。……にしても、職人不足って、そんなにひどかったのか？　職人が兵士として召集されちゃってたとか？」

　世間話に付き合うつもりで聞き返すと、無精ひげの男は不意に作業台の上に身を乗り出し、声をさらに低くしてウィルに向かって囁きかけた。

「それもある。俺も戦争に行った。これでも軍ぐん曹そうくらいにゃなったんだが、怪け我がしてな。どうにか古巣に帰ってきてみりゃ──この工場は、《騎士》を造ってた」

　騎士。

　その単語が耳に飛びこんできた途端、ウィルの心臓はすっと冷たくなる。

　傍かたわらで、アンジェリンも身じろいだのがわかった。

　ウィルは彼女のほうに注意を向けつつ、なるべく平静を装って言う。

「《騎士》っていうと、錬金術のあれだよな」

　男はウィルの目をじっとのぞきこむようにしてうなずいた。

「そうだ。信じられるか？　普通は陛下たちがちまちまっと宮殿の実じつ践せん室しつで造るもんが、戦争末期にゃあ設計図ひとつつけて、俺たちに任されちまってた。ここの工場だけじゃない。他のいくつもの工場が、《騎士》とか、軍馬とかの製造工場になってた」

　男の声が、ウィルの頭の中で反響する。暗い記憶をひっかき回す。

　そういえば、そんな話もあったっけ？

　量産型の《騎士》についてのちょっと悲しい話。

　新兵器に押されまくったコローニアが戦争末期に造った《騎士》は不良品ばっかりで、もろくて、そのうえ──もう全然、人格なんてなくなってしまっていたという話。

（この話は、流したほうがいいな）

　ウィルの理性ははっきりとそう告げていた。しかしなぜか口は理性を裏切った。

「それ、本当か？　材料の類たぐいはどうなってたんだ」

　ウィルの問いに、今までぴくりともしなかった男の表情が変わる。

　彼はわずかに頰を痙けい攣れんさせ、苦しそうに、それでも言わずにはいられないとでもいうように答える。

「材料もどんどん運ばれてきたぜ。……まだ生きてる兵隊がさ。眠らされて」

「酷ひどかったなあ、ありゃあ。こっちがおかしくなりそうだった。ギャリーもわしらもみんな頑張ったけど、あんな設計図一枚じゃ、そりゃ失敗も出るわな。あのころ、何人も優秀な職人がやめちまった」

　男の隣で飲んでいた老人がぼそりと言う。気づけば職人たちの間には暗く沈んだ雰囲気が漂っていた。誰もが過去を思い出す目をしていた。

　彼らが思い出しているのは戦場なのだろうか。

　それとも、戦時中のこの工場なのだろうか。

　どちらにせよ、苦しいものであったに違いない。そう思わせる目だった。

「それは……違う。陛下たちがそんなことをするわけがない」

　唐とう突とつにアンジェリンの高い声が辺りに響き渡り、ウィルはぎくりとして横を見た。

　アンジェリンの横顔は真っ白で、わずかに唇が震えているのがわかる。

（まずい。アンジェリンには刺激が強すぎた）

　職人たちもアンジェリンの尋じん常じようではない様子に気づいたのだろう。

　戸惑ったような、気まずいような、疑うような気配が辺りに満ちる。

「すまない。弟は酒のにおいに酔っぱらったみたいだ」

　ウィルは素早く立ちあがって言い、アンジェリンの腕をつかんだ。

　アンジェリンはもう片方の手でウィルの手を押しのけようとするが、ウィルは放さない。

「私は酔ってなどいない。──私は」

「帰るんだ。……いいな」

　少し強めに、ウィルは彼女の耳元に言った。

　絶対に連れ帰る、そんな意思が伝わったのか、アンジェリンの背筋が伸びる。彼女の途方に暮れた視線が自分のほうを向くのを感じながら、ウィルは職人たちに笑いかけた。

「悪い、俺たちはここで」

「おう。いや、その……変な話して、すまねえな」

　気まずい雰囲気の中でも、職人たちは軽く謝ってくれる。

　彼らは本当にいいひとたちなんだと思う。

　ウィルは適当に手を振って、アンジェリンと共に足早に工場の出口へ向かった。

　その後を、ひとりだけ誰か追ってくる気配がする。

　振り向かなくても気配でわかる。さっきギャリーと呼ばれた男だ。

　ウィルがわずかに警戒心を強めたとき、ギャリーがすがるような声をあげた。

「なあ、あんた。俺のこと、覚えてねえか」

（──知り合いか？　まさか）

　意外な言葉に、ウィルはぎょっとして足を止める。

　とっさに指から力が抜け、その隙すきにアンジェリンは工場の外へと出て行ってしまった。

　どんどん遠くなる小さな背中を見ると胸騒ぎがする。目を離したくない。

　しかし、背後の男も放ってはおけなかった。戦時中のウィルは新聞の常連だった。奇跡的に格好よく撮れた写真を延えん々えんと使い回されていたからそうそう気づかれはしないはずだが、万が一ということもある。

（とにかく、とっととこいつを片付けるしかない）

　ウィルは意識の端でアンジェリンのことをとらえておいて、隙だらけを装ってギャリーを振り返る。場所は工場からから出てすぐのところだ。人ひと気けはない。

　工場の扉の隙間から零れる明かりを背負い、ギャリーはどこか必死に、ウィルの何かを見透かそうとするように凝視し、囁いた。

「あんた……マズール平原にいなかったか。《騎士》、として。うちの工場で造られてたようなやつじゃねえ。本物の、《黄金の騎士》として、さ」

「そんなわけないだろ。《黄金の騎士》はお貴族がなるもんだし」

　とっさにそらっとぼける。

　しかし、ウィルの脳裏には真っ赤な空がちらついていた。

　マズール平原。知っている。確かにウィルはかつてそこにいたことがある。

　どこまでも広がる赤黒い大地。落ちていく巨大な夕日。揺らめく地平線。そして。

「……やっぱりそうだ、あんただよ。あんたが忘れても、俺は覚えてる。ひでえ夕暮れだった。真っ赤な地平線に、ずらっと敵の戦車が並んでた。俺たちは塹ざん壕ごうにうずくまってぶるぶる震えて、もうすぐ死ぬんだと覚悟してた。ここが唯一神の言うところの暗黒の地だ、そう信じこんでた。そこに、《騎士》が来たんだ。──燃えるような赤毛で、夢みたいに綺麗な男だった」

　ギャリーは言い、もどかしげにウィルを見る。

　彼の目は相変わらず暗かったが、そこに怒りはなかった。

　ただ、懐かしいような、悲しいような目でこちらを見ている。

（……あれ。このひと、俺のこと恨んでないのか）

　不意に気づいて、ウィルはなんとも奇妙な気分になった。

　奇妙な気分。なんだか、旧友に会ったような。こそばゆいような、きまり悪いような、時の流れが悲しいような、ほんの少しだけ誇らしいような──こんな気持ちで戦場のことを思い出すのは、そういえば初めてかもしれない。

　ウィルがちょっとぽかんとして立ち尽くしていると、ギャリーは自分の心臓の位置に拳を当て、真しん摯しな表情で続ける。

「俺はあんたに助けられたんだ。だから、あんたを助けたい。いいか？　この街は……いや、この国全体が、今はすっかり狂っちまってる。戦場ではあんなに世話になったのに、いきなり《錬金術》を悪役にし始めやがった。聞いて驚けよ、最近首都を荒らしてる殺人鬼も、はぐれ《騎士》だとか言うんだぜ？　《黄金の騎士》はほとんど残ってねえし、俺たちが造ったような後期型の《騎士》だって、整備してなきゃ、もう動いてるはずもねえのによ」

　彼の言葉がかすかにウィルの胸を痛める。

　勝手に改造されたあげくに、名誉まで奪われていく《騎士》たち。

　彼らの魂はどこへ行くのだろう。幽霊くらいにはなれるのだろうか？

　悲しく沈黙するウィルの前で、ギャリーは熱心に続けた。

「俺が思うに、おかしいのは新政府だぜ。あいつら、《錬金術》ってもんを殺したいんだ。《騎士》も悪者ってことにして、本物の《騎士》だけじゃねえ、新政府にとって邪魔な奴、怪しい奴はなんでもかんでもひっぱってんだ。……不自然に怪力とか、そんなの真っ先に通報される」

（だから気をつけろ、ってことか）

　胸の奥からぼんやりと温かいものが湧きあがってくるのを感じ、ウィルは瞬く。

　このひとは本当に、自分に親切にしようとしてくれている。

　自分は彼が言うような綺麗な人間でもないし、戦場でギャリーのことを考えていたわけでもないのに。当時の自分は、ただ足あし元もとの苦しみに気を取られてばかりだったのに。

　相手になんと言ったらいいのかわからず、ウィルは途方に暮れた笑みを浮かべた。

「──ありがとう。気をつける。いいひとだな、あんた」

　結局それだけ言って、ウィルは身を翻ひるがえした。

　ギャリーはもちろん追ってこない。

　それがウィルに対しての親切だと、わかっているからこそなのだろう。
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（何をやっているんだ、私は）

　ウィルがギャリーに引き留められている間に、アンジェリンは川かわ縁べりの道へ来ていた。

　辺りは工場の明かりやガス灯で薄ぼんやりと照らされている。

　立ち並んだ工場からゆるゆると零れ出す蒸気は地上と川かわ面もを白い幕のように覆おおい尽くし、そこにいびつな建築物の輪りん郭かくが幽霊みたいに浮かびあがっていた。

　アンジェリンは建築半ばで崩れた橋のほうへ、ひとり必死に歩き続ける。

　橋のところに何があるわけでもない。ただ、歩き続けるには目標が必要だったから、そちらへ向かっただけの話だ。

「おーい。待ってください、危ないですよ」

　硝子工場を行き過ぎ、巨大な造船所に差しかかったところで、後ろからウィルの声がした。

　いつもどおり穏やかで、途方に暮れた声だ。

　その声にずきりと心が痛んで、アンジェリンはぐっと唇を嚙んでから帽子を深くかぶり直す。

「すまない、今はひとりにしてほしい」

「そうですか──って言ってほっとけないのは、わかってるでしょう？」

「……わかっている。でも、ひとりでいたい。……ごめん、わがままだな、こんなのは」

　言ってしまってから、あまりに自分が情けなくて、ふがいなくて、なんだかこの場にくずおれたいような気分になって、アンジェリンはとにかく足を止めた。

　それでも、振り返ることはできなかった。

　息が詰まる。怖い。ウィルと顔を合わせるのが嫌だ。

　ウィルに自分を見られるのが嫌だ。

　錬金術で騎士を造るだけならともかく、その仕事を町工場にまで放り投げて、ひとの命をもののように扱った、コローニア王族。

　自分はその一員だ。

（私は汚い）

　アンジェリンが苦いものを胸いっぱいに抱えてたたずんでいると、ウィルが前に音もなく回りこんで見下ろしてくる。

　美しい赤毛がさらりと流れる気配がした。

　彼の顔がそこにある、と思うと、アンジェリンは反射的に視線を上げてしまう。

「……あ」

　思ったとおり、ちょうど目の前にウィルの綺麗な顔があった。

　わざと伸ばされた髪の間から彼の顔が見える瞬間が、アンジェリンは好きだ。

　ジュリアスのように装飾品じみた美しさでもない。エルネストの暗さを帯びた甘さでもない。どこか硬質な、頑かたくなな、繊細に磨いた金属みたいな、この感じ。

　近くで見ると、変にきまり悪くなって心臓が高鳴る。

　でも、視線を逸らすのはもったいないから、見てしまう。

　複雑な深みのある青い瞳が、アンジェリンの姿を精せい緻ちに映し取っているのが見える。

　彼の瞳は揺れていない。怒っていない。ただひたすらに物静かで、どことなく、温かい。

「わがままは、言ってもいいんですよ」

　柔らかに言われると、肌が震える気がした。

　震えが心まで伝わって、声が喉のどに詰まった。

　言いたいことはたくさんあるのに、何も形にならなかった。

「だったら……ひとりに」

「それは駄目。俺はあなたの友達だし、《騎士》ですしね」

　優しい笑みを含んだ声で、言われたひとこと。

　騎士。

　その言葉が妙に心臓を突いてきて、痛かった。

　苦しかった。アンジェリンはとっさに、震える指を伸ばす。

　ウィルの上着の袖そでをほんの少しだけつかんで、囁く。

「《騎士》だから、守るのか？《騎士》に酷いことをした、王族の娘でも？」

「そんなこと気にしてたんですか？　あなたが戦時に何かやったわけでもないのに」

　ウィルは少し意外そうに言って、アンジェリンを見下ろしてくる。

　その顔にまったく邪気がないのが妙に悲しかった。なんでそんなふうに言えるんだろう。

　さっき工場のひとたちが言っていたことが脳のう裏りをよぎる。ものみたいに扱われた命。

《騎士》という綺麗な言葉の裏にひそんでいたもの。職人たちの倦うんだ瞳。

　アンジェリンは錬金術師だ、だからわかる。

　設計図一枚で錬金術師以外が造った《騎士》に、きっと魂は残らなかっただろう。

　工場の人々は、生きているだけの人形を造らされたのだ。

　戦わせるためだけに人間の魂を奪うことを、父は許したのだ。

　喉に熱いものが詰まるのをどうにか飲み下し、アンジェリンは必死に続けた。

「気にするに、決まっている。知らなかったんだ。私は、何も知らなかった。錬金術は、楽しいもので、私は錬金術が好きで、だから、いいか悪いかも考えたことはなくて……あなたに戦争のことを聞かされても、本当にはわかっていなかった。だから、言えたんだ。──戦え、と。私のために、《騎士》として戦ってくれ、と、私は、あなたに、言った」

　言い終えると、目の前がわずかにかすむ。

　自分が涙ぐんでいるのだと思うと、アンジェリンはますます呆然とした。

　自分が泣いてどうするんだろう。傷ついたのは自分ではなくて、改造された《騎士》たちのはずなのに。戦えと強要されたウィルなのに。

　こんなことで泣くなんて甘えている。失礼だ。きっとあきれられる。

　こんな人間に仕えたいひとなんてきっといない。

　一層泣けてきそうな自分を死にもの狂いで抑えてうつむく彼女に、ウィルは告げた。

「アンジェリン。ちょっと不ふ埒らちな真似をしますね」

「……え？」

　不埒って、なんだ。

　まったくいつもどおり、穏やかに告げられてしまって、アンジェリンの思考はぴたりと止まる。身体も固まってしまって、顔を上げることすらできなかった。

　そんな彼女の頭上で、少し真剣味を増したウィルの声が続く。

「でも、絶対にやりすぎないので。俺のこと、止めないでください」

　どうしろというのだろう。

　どう答えろというのだろう。

　戸惑ったまま、アンジェリンは浅くうなずく。

「うん」

　止めはしない。それは絶対だ。倒れるウィルなんて、もう絶対見たくない。

　そう思って囁いた直後、ふわりと優しい感触が全身を包んだ。

　頰に、腕に、身体に、温かいものが触れている。

　──耳元で、彼の優しい声がする。

「嫌な感じ、します？」

　ウィルに抱きしめられたのだ、と気づいたのは、しばらく時間が経ってからのことだ。

　体温が近い。暖かい。包まれている感じがする。

　彼の力を感じる。真っ赤な髪が視界の端を埋めている。

　アンジェリンの大好きな髪。瞳。近くにあると、つい視線をやってしまう彼。

　嫌なわけがない。

「……しない」

　どうにか囁くものの、自分の吐息が彼の首筋に触れてしまいそうで、アンジェリンは息を詰めた。どこに息を吐いたらいいんだろう。ごわついた襟えりの辺りなら、平気？

　アンジェリンの懊おう悩のうをよそに、ウィルは彼女を抱きしめたまま、軽く背を叩く。

「じゃあ、もう少しこのままで。落ち着きますから」

「そういうもの、か？」

「そういうものです、多分」

　そうか、という返事は声にならない。

　声が全部溶けてしまう。身体の感覚もふわついて、自分が遠くなってしまう感じがする。

　どこまでも落ちこんでいきそうだった心は、確かに下降をやめた。

　その代わり、心臓がやけに激しく打っている。

　──ウィル。

　心の中でその名を呼ぶと、応えるように彼が髪を撫でてくれる。

　いつもより少し低くて、いつもどおり、真剣に優しい声が、直接体に伝わる距離で言う。

「あのね。俺はあなたより六歳年上で、親もいない。喧けん嘩かしなきゃ、本や玩具おもちやどころか食べ物だって持っていかれるようなとこで育ちました。だから、結構無茶もしたんです。戦争でだって、被害者面づらできないくらいひとを殺した。だから、俺が傷つけられるのはお互い様。──今さらちょっとしたことくらいで、大して傷ついたりしませんし」

　冗談めかした彼の言葉に、アンジェリンの心臓は震える。

　話していることは少し怖いのに、彼はどうして、こんなに優しいんだろう。

　どうして、アンジェリンを傷つけない、優しい言葉を選ぼうとしてくれるんだろう。

「でも、少しは、傷つく？」

　声を絞り出すようにして訊くと、ウィルの腕に少し力がこもった。

　彼は静かに言う。

「少しはね。でも、間違えちゃ駄目だ。今傷ついてるのは、あなたです」
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　アンジェリンは、急に目の奥が熱くなるのを感じる。

　ウィルに抱きしめられて止まった涙が、またとどめようもなく零れ落ちてしまう。

　頭の芯が熱い。もう、何がなんだかよくわからなくて、アンジェリンは自分からもウィルに身を寄せた。ウィルはすぐに彼女を強く抱きしめてくれる。その腕にしがみつく。

　涙に濡れた頰を彼の胸に押しつけて、嗚お咽えつに紛まぎれた声を押し出す。

「私は、傷ついたほうがいい。傷ついて当然だ。私は、駄目な王女だ」

「駄目じゃない。……卑ひ屈くつになってますよ、アンジェリン」

　もの柔らかながらも諭さとす言葉に、アンジェリンは泣きながらかすかに笑った。

　小さくうなずく。

「うん。そうだな。王女なのに、卑屈は、いけない気がする。でも、どうやったら、駄目じゃないって思えるのか、わからない」

　記憶のどこかで、本当の兄の優しくて冷たい言葉が響いている。

　──お前は駄目な子。

　忘れたつもりでも、ふと気づくと思い出している。心の奥から湧きあがってくる。

　震えるほど怖くて、大好きだったあの声。

　あの言葉から、どうやって逃げたらいいのかわからない。

　今も頭の中で響いている。絶え間なく心を揺さぶってくる。

　ウィルの袖を握りしめるアンジェリンの指に力がこもる。

　そのとき、ウィルの声が間近で響いた。

「じゃあ、俺を持っていけばいい」

「……え」

　思いも寄らない台詞に、アンジェリンは自分の顔が涙でひどいことになっているのも忘れて顔を上げる。

　ウィルはアンジェリンを抱いたまま、ほんの少し照れくさそうに笑っていた。

「まあ、あんまりお得じゃないかもしれませんけど。あげますから」

「あげる……って、そんな、簡単なものじゃないだろう！」

　ついついアンジェリンが目を瞠って声をあげると、ウィルも小さく声を立てて笑った。

「そうかな。だって俺、戦争の時に自分をゴミ箱に突っこんじゃったようなもんですよ。何やっても生きてる気がしなかったし、もうやめよう、俺は役立たずになろう、って勝手に自分で決めてたんだ。それをあなたが拾ったんです。今の俺を生かしてるのは、あなただ」

「……生かして」

　呆然と繰り返すと、ウィルがそっと顔を近づけて言う。

「そう。ひとひとり生かすのって、結構すごいと思いません？　少なくとも、殺すよりは大変です」

　それは、もちろんすごい。それで、そんなすごいことを自分ができた？

　まさか！　そんなわけがない。

「違う、そんな、生かすだなんて……！　むしろ世話になっているのは私のほうだ。あなたはひとりでも生きていける！」

「まあ、身体はね」

　つぶやくように言うと、彼は無造作にアンジェリンを抱き直す。

　もっと近くにアンジェリンを感じようとでもいうような所作に、心臓が跳ねあがって止まりそうになる。

　彼はゆっくりと話を続ける。

「変な話だけど、俺は多分、ひとりだと駄目なんだな。誇りっていうと大げさだけど、誰かのために何かしよう、って気持ち。ああ、誰かのためになったな、ほんとにいいことしたな、って。そういう気持ちがないと、魂が腐くさる。で、そういうのは、自分ひとりの世界に閉じこもってたら、絶対に手に入らない」

　今、アンジェリンの耳の下には、ちょうどウィルの心臓があった。

　鼓動が聞こえる気がする。彼の言葉と鼓動がかぶって伝わってくる。

　ふたつの音が重なるのがなんともいえずに心地よくて、アンジェリンは震えてうなずく。

「──それは、ちょっとわかる。ひとりで錬金術と遊んでいるのは、楽しくて安全だったけれど、なんとなく正しくない気がした。だんだん、不安になってきてしまって。……エルネストと会って初めて、すごくしあわせ、と、思った」

「俺もそんな感じです。だから今、あなたのために生きられるのが嬉しい。あなたは筋の通った優しいひとだし、俺はそういうひとが好きだ。……ね。俺はあなたを守る自分を誇るから、あなたは自分を誇ってください。俺の女王陛下」

　俺の。

　たったそれだけの、彼の言葉に、眩暈めまいがする。

　めまい。どうして？　ありふれた誓いの言葉のはずなのに。

　倒れそうな気分になってウィルにすがり、アンジェリンは囁く。

「まだ、私、女王じゃないのに？　いいのか？」

「心の問題ですから。俺は……《騎士》として、あなたに」

　そこまで言って、ウィルはいきなり言葉を切った。

　途端に不安になって、アンジェリンは顔を上げて彼を見た。

　川縁のガス灯が、ぼんやりとウィルの輪郭を浮かびあがらせている。

　冷えた光を受ける彼は、どことなく困ったような顔だった。

（なぜ困っているの）

　あなたが困るのは嫌。傷つくのも嫌。

　笑ってほしい。笑って、そばにいて。

「ウィル。私」

　ほとんど意識していないうちに、言葉がほろりと零れる。

　先を続けようとしたとき、遠く河の向こうでぴりぴりと警笛の音が鳴った。

　さっとウィルの顔が険しくなり、辺りの空気が緊張する。

「……何か、事件、なのか？」

　アンジェリンは不安に駆られて河の向こうを見やるが、分厚い煙に覆われた向こう岸は影絵のようにしか見えない。わかるのは、警笛の音と車の音が絶えないことだけだ。

　こんな時間だというのに、何やら大規模な捕り物が行われている。

「そうみたいですね。最近のこの国は物ぶつ騒そうだ」

　ウィルは険しい横顔を見せて言い、自然にアンジェリンの手を取った。

　彼の手の温もりに、アンジェリンは懸命にその手を握り直す。

　アンジェリンはウィルについて、小走りで河岸を抜けた。だんだんと橋が大きく見えてくる。

「──血のにおいがするな」

　ウィルはぽつりとつぶやくと、アンジェリンを造船所脇に積みあげられた荷のほうへ導いた。彼は潮しおの香りがこびりついた麻袋の山の陰にアンジェリンをしゃがませ、真剣な面持ちになって言う。

「申し訳ありませんが、ここでしばらくじっとしていてください。すぐ済みますから」

「……うん。よろしく、頼む」

　他にどんな言いようもありはしない。

　アンジェリンはかすかにかすれた声で言い、うなずいた。

　ウィルは彼女に小さくうなずき返すと、するりと荷の陰から歩み出る。

　そのまま、彼の姿はまっすぐに白い煙の幕の向こうへと消えていってしまう。

　当然のごとく振り返りもしない。

　その後ろ姿に、いきなり以前見た血まみれの彼の姿が重なった。

　心臓が凍りつきそうだ。呼吸が苦しい。縮こまったまま、強く拳を握る。手のひらに痛みを与えて、弱りそうになる心を叱しつ咤たする。

　こんなことでは駄目だ。

　数百年前、まだ世界のほとんどの国が《騎士》に戦争をさせていたころ。

　貴婦人たちは、ひいきの《騎士》が自分のために血を流すのを見ては楽しみ、絵画に描かせたという。彼らの名誉ある死は、貴婦人の名を輝かせる称号のようなものだったと。

（いずれ女王になれというのなら、私は、そんなひとにならなくてはいけないんだ、きっと）

　でも、本当にそんなことはできるのだろうか？

　自分は今、ウィルが一滴でも血を流すことを思っておびえている。

　痛みを伴って打ち続ける心臓を抱えて、アンジェリンはどれくらいの時間縮こまっていたのだろう。

　ほとんど永遠とも思える沈黙の後に、さして遠くない辺りでかすかな男の悲鳴があがった。

　アンジェリンは我知らず弾かれたように立ちあがり、荷物の陰から顔を出す。

　今のはウィルの声だろうか。

　違うような気もするが、心が不安でざわめいて、もうひとときもじっとしてはいられない。

「ウィル！」

　アンジェリンは小さな声で彼を呼び、せめて足音をひそめて駆け出した。

　視界は煙と夜の闇のせいでおぼろげにかすみ、進むべき方向も定かではない。

　それでも闇やみ雲くもに進んでいくと、ゆるゆると噴きあがる煙の向こうから、ウィルの声がした。

「じっとしててくださいって、言ったはずですよ」

「……すまん」

　アンジェリンは一気に全身に体温が戻ってくるのを感じながら、彼の声のほうに駆け寄る。

　やがて現れたウィルの脇には、倒れ伏したひとりの男の姿があった。

　潮の香りのする風が、ふとアンジェリンに血のにおいを運んでくる。

　ウィルの血か、と一瞬ひやっとするものの、彼の着衣には乱れひとつない。

　ならば、血を流しているのは倒れたひとのほうなのだろう。

「死んでしまったのか、そのひと」

　アンジェリンがおそるおそるウィルに寄り添って訊くと、ウィルはなにやら考えこんでいる様子で答えた。

「気絶してるだけです。俺の姿を見た途端に襲ってきました。訓練されてるって感じじゃなかったけど、動きはかなり速かったから、常人相手ならこいつの圧勝でしょう。まあ、十中八九、警察が追ってたのはこいつでしょうね」

「追われていて、気が立っていたのか？　それとも無差別に……？」

　彼の言葉につられて、アンジェリンは足元の男をよくよく見つめる。

　倒れた男の外傷はこめかみに血がにじんでいる程度のようだったが、衣服はべったりと血で汚れていた。

　──おそらくは、他人の血で。
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「やはりウィルを殺しましょう、アンジェリン様」

「……エルネスト……なんでだ？」

　部屋に帰ってくるなり、梟ふくろうの黄色い瞳に殺気を湛たたえたエルネストに出迎えられ、アンジェリンは反射的に縮こまった。

　そんな彼女の様子を見ると、ウィルも妙に後ろめたくなる。

　自然にアンジェリンの肩に手を置きそうになり、内心大慌てで無駄に頭を搔いた。

　……まずい。何かが緩ゆるんでいる。

　何かって、まあ、自制心とか、そういうものが。

　勘違いしちゃ駄目だ、さっき自分が彼女を抱きしめたのは、彼女が混乱していたせいだ。

　普段からあんなことを自分に許したら、この薄氷うすらいを踏むような関係が壊れてしまう。

（いつもどおり。いつもどおり）

　ウィルは慎重に自分に言い聞かせ、ことさら適当に言った。

「想像するに、俺とアンジェリンが夜中に帰ってきたあげく、アンジェリンには泣いた痕あとがあるし、ウィルの野や郎ろう何しやがった！　ってとこじゃないですかね？」

「それだけわかっているなら結構。今すぐ死んでください！」

　エルネストはわめくと、素早くウィルの頭に乗ってがしがし頭皮をつつき始める。

　鈍い痛みにちょっとだけほっとして、ウィルは下宿部屋の中央まで歩いていった。

「言われて『はいはい』って死ぬようじゃ、もう俺百回は死んでる」

「っ、今までどれだけひとに死ね死ね言われてきたんです、あなたは！　わたしはまだ百回は言っていませんよ。せいぜい五、六十回程度のものです。ひとが殿下にうなぎパイよりましなものを作って差しあげようと目を離したら、すぐ……？　あなた、何を持って帰ってきたんです？」

「やっと気づいたか。お土産みやげだよ、お土産」

　ウィルは言うと、帆はん布ぷで包んで背負ってきた『それ』を部屋の真ん中にそっと転がした。

　布の中から転がり出たものを見下ろし、アンジェリンが少し青い顔で言う。

「これは、私たちを襲おうとした襲撃犯だ」

「襲撃犯？　というと、数秘術師ですか」

　一気にエルネストの声音が真剣になり、彼は床に転がされた男の顔の横へ着地する。

　ウィルは自分もエルネストの隣に片膝をつき、縛りあげた男の顔をのぞきこんだ。

　かなりしわ深い顔だ。年齢は五十歳近いだろう。

　ウィルに気絶させられた後、こんこんと眠り続けている。

「俺たちを襲おうとした、ってのは正確には違う。警察から逃げてる途中で俺と出くわしたんで、反射的にナイフで切りかかってきた、って感じだった。異常に素早い身のこなしだったから、なんでかな、と思ってさ」

「は？　それがどうして犯罪者を連れ帰る理由になるんです！　コローニアでは錬金術改造をされた《騎士》が、その後の生活に馴染めずに犯罪者になっているなんてよくある話でしょう。ブラッキアリでも年中ニュースで聞きましたよ。どうせ《騎士》です」

　さも嫌そうに言うエルネストに、ウィルは考え考え答えた。

「そこだよ。それがどうも、《錬金術》を排除するためにでっち上げられた印象なんじゃないかと思うんだ。ここへ来る途中の飛ひ空くう艇ていを乗っ取った奴らも錬金術師を名乗ってたけど、全然違ったし。後期型の《騎士》は整備なしじゃ、もうろくに動かないって話だぞ」

　ウィルが言うと、エルネストは注意深く男の顔や体を観察して首をひねる。

「ふむ、なるほど？　錬金術師たるアンジェリン様の名誉を守るため、というのならわたしも協力を惜おしむべきではありませんね」

「だろ？　元犯罪集団の一員として、こいつ見て何か気づくこととかないか？　《騎士》じゃないにしても、動きが異常だったのは本当なんだ」

「……色々ひっかかるところはありますが……まあいいでしょう。老けて見えますがこの男、年齢はせいぜい三十代でしょうね。重労働をしたか、ひどい目に遭あったのではないかな。歯はちゃんとしていますか？」

「歯？　えーっと」

　目を覚ましたら面倒だな、と思いつつ、ウィルはポケットから取り出した鉛筆で男の唇を押し下げた。

「歯並びは悪い。虫歯と多少の欠けもあるな。そんなにいい育ちじゃないってことか？」

　ウィルが訊くと、エルネストは梟の肢でとことこ歩きながら答える。

「そうですね。とはいえ、麻ま薬やくの類を使っている兆ちよう候こうはなさそうだ。『異常に素早い動き』と言われたら、まず疑うのはそこなんですが。……それにしてもひどい返り血です。ひとりやふたりどころではなく殺している。しかも血が噴き出るやり方で。おそらくは、相手の息があるうちに引き裂いた──と、と。失礼しました、殿下の前で」

　ごく冷静に分析した後に慌てて翼をばたばたさせるあたりも、梟形だと普通に愛らしい。

　アンジェリンはこわばった顔で転がった男を見下ろしていたが、エルネストの様子にほんのりと笑顔になった。

　彼女は小さく首を横に振り、気き丈じような調子で言う。

「大丈夫。これもコローニアの抱える問題だ。……《騎士》かどうかは、私が見よう。《精霊粉》は消費するが、確実だから」

　言うが早いか、アンジェリンは寝台の下に押しこんだ鞄かばんを取りに向かった。

　ウィルは彼女を見送り、いささか不安な思いに駆られる。

　確かにこの件に関しては錬金術師のアンジェリンに協力してもらうのがいちばん手っ取り早いが、今日はあんまりにも色々なことがあった。

　気持ちが不安定にもなっているだろうし、疲れてもいるだろう。

（危なそうになったら、俺が止めよう）

　そう心に決めて見守るウィルの目の前で、アンジェリンは持ってきた鞄を開いた。

　瓶のひとつから薬やく匙さじ一杯ぶんの《精霊粉》を取り出して男の額ひたいに載せ、次に杖を振ってなにやら唱えるも、男にはなんの変化も起こらない。

「……これは、違うな」

　ぽつりと告げたアンジェリンに、ウィルは少し身を乗り出した。

「やっぱり《騎士》じゃないってことですか」

「うん。錬金術改造はまったく受けていないと思っていい。ただ──」

　アンジェリンは一度言葉を切り、男の額から精霊粉を吹き飛ばすと、もう一度別の精霊粉を載せた。

　ぴくりとも動かない相手をじっと見つめてから、彼女は真剣な面持ちで顔を上げる。

「この男からは、《命の精霊》が半分以上飛び去ってしまっている。ぎりぎり生きて動いてはいるが、ほとんど自分の意思はないような状態だと思う」

「《騎士》じゃない。麻薬中毒でもない。なのに、意思がない……？　何か、病気とかですかね。今までにこんなの見たことあります？」

　望み薄とは思いつつも、ウィルはアンジェリンに問いを投げた。

　なにしろアンジェリンは錬金術を本能的に肌で感じ、感覚でその真理をとらえるというひとだ。厳密に山ほどの人間を分析したことなどなくとも、『似た感じ』の人間を知っている可能性はある。

　アンジェリンは男に視線を落としてしばらく考えこんでから、ふと首をひねった。

「どうも、覚えがあるような気もする。ちょっと、待ってくれ」

「本当ですか!?　ありがたい、助かります」

　ウィルが心から言うと、エルネストが嫌味な声を出した。

「あなたは本当に力仕事以外役に立ちませんね。わたしならこの男に関して、もう少しわかることがありますよ。この青白い顔。この男は長いこと、地下か牢ろう獄ごくにいたんです」

「もしくは夜行性ってことだな」

「そんな人間がどこにいますか！　この……っ」

　エルネストが怒りに震えて言葉に詰まったところで、アンジェリンが急に声をあげた。

「思い出した！」

　ウィルとエルネストが慌てて振り向くと、彼女は大きく目を見開いて言う。

「この男のひとの感じ、フェリーチェにそっくりなんだ！」

「……フェリーチェ？」

　きょとん、と瞬くウィルの足を、梟のエルネストが、ぺしぺしと蹴けりながら叫んだ。

「リナルドの部下の女です！　そんなことも忘れたんですか」

「ああ、そういやそんな名前だったか。そういやあいつ、やけに素早かったな」

　と、いうことは？

　少しばかり眉をひそめて考えるウィルに、アンジェリンがはっきりと言う。

「フェリーチェがいちばん近いが、リナルドにも、他の数秘術師にも、似た感じはあった」

「じゃあ、ひょっとしてひょっとすると……数秘術に関わっていると、命の精霊が逃げ出しちゃうって可能性がある？」

　ウィルはあくまで慎重に口に出してみたが、いくら考え直しても、今考えられるのはそれだけのような気がする。

　ウィルとアンジェリンは視線をあわせ、次にふたりしてエルネストを見下ろし、しばらく黙りこくった。

　リナルドたち、数秘術師と繫がっているらしきコローニア新政府。

《騎士》狩りをする警察。

《騎士》だとされていたのに、むしろ数秘術師らしき特徴のある殺人鬼。

　あちこちから危険なにおいがぷんぷんする。

　この先を知るためには、自分たちは何をすればいいのか。

　ウィルはためらった後、思い切ってぽつりと言った。

「──この際、一度、俺が捕つかまってみましょうか。この国の警察に」
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　ウィルとアンジェリンが殺人犯を捕とらえてほんの三日後。

　彼らの下宿部屋は、すっかり錬れん金きん術じゆつの実じつ践せん室しつと化していた。

「──さて。では、いよいよエルネスト復活の儀式を始めるぞ」

　白に金きん糸しで刺し繡しゆうを入れたコートに、白い杖つえ。

　きっちりとした錬金術師の正装に戻ったアンジェリンは、今日も完璧に美しい。

　しばらく根を詰めていたせいで少し青ざめてはいるが、それがまた彼女の硬こう質しつな美び貌ぼうにはよく似合った。

　窓に目め張ばりをした下宿部屋は、暗い中にガス灯が点ともり、床には様々な記号や絵文字を書き入れた布が敷しかれ、簡易台所を中心に複雑な形の硝子ガラス管かんや、金属製のポンプや、機械の部品を組みあわせた奇っ怪な装置が部屋の三分の一ほどを埋うめている状態だ。

「知らない人間が見たら確実に通報されそうな状況ですけど、こうなるまでは早かったですね。準備を始めて、《命の精霊粉》の精製までたったの三日か」

　扉の脇でしみじみと言うウィルを、足元の梟ふくろうが見上げて嫌味な声を出した。

「あなたがいきなり精霊粉の材料集めに本気で取り組みだしたからでしょう。それも理由が自分勝手だ。『自分が警察に捕まって色々探っている間に、アンジェリンの護衛をする人間が欲しいから』ですって？」

「そう。アンジェリンをひとりにしてはおけないし、もちろん一緒に牢ろう屋やに入るわけにもいかない。お前だって、別にアンジェリンの護衛をすることには文句ないんだろ？」

「それはもちろんそうです。わたしはそのために復活を望んできたのですから」

　エルネストが梟のまま胸を張っているのを眺め、アンジェリンは憂うれい含みで首を傾げる。

「ふたりとも、優しいのは嬉しいが。危ないことをしすぎては駄目だぞ。私も、一撃必殺の心構えくらいはあるのだ」

「……その心構えは、本当に切せつ羽ぱ詰つまったときまで胸の奥にしまっといてください。俺ももちろん気をつけます。でも、数すう秘ひ術じゆつ師しどもの陰いん謀ぼうに近づかなきゃどうしようもありませんから」

　ウィルが言うと、アンジェリンはさらに考えこみつつ小さくうなずく。

　彼女は川かわ縁べりでのことがあった後も、ものすごく変わった様子はない。

　いつもどおり聞き分けがよくて、頑張り屋で、綺麗だ。

　ただ少し、その物腰が柔らかかったり、冷たかったり、ぎこちなかったり、不安定に見えるのは……今までのウィルが、それに気づかずにいただけなのかもしれない。

　あれ以降、ほんの少しだけ彼女のことがよく見える気がする。

　アンジェリンはやがて気合を入れ直した様子で唇を引き結ぶと、床に膝ひざをつく。

「私は、私にできることをする。精製した精霊粉を使って、この体に命の精霊を呼び戻す。成功すれば、エルネスト。あなたは再び自分の肉体を持ってこの地に立つだろう」

「光栄です、殿下──」

　器用に一礼するエルネストの眼前で、アンジェリンは床の中央に置かれた『それ』にかかった布を剝はぎ取った。

　布の下から現れたものを見た瞬間、エルネストは、ぴしり、と凍こおりつく。

　ウィルはその後ろで我に返り、何度か大きく瞬またたいた。

「アンジェリン。これは、どういう芸術ですか？」

　ウィルが慎重に言葉を選んで訊きくと、アンジェリンはあっさり答える。

「芸術ではない。エルネストだ」
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　エルネスト。確かに、大きさは幽霊のエルネストくらいだと思う。

　床に横たわっているのは成人男子の等身大土人形で、中にはウィルが用意した様々な材料が含まれているはずだが、造形が相当まずかった。

　かろうじて手と足らしき棒状のものが二本ずつあり、目鼻の位置にくぼみがあるなあ、というのがわかる程度の盛り土だ。控えめにいっても幼児の砂遊びといった感じ。

　沈黙するエルネストの背を見やり、ウィルは普段より数段真ま面じ目めな顔になって言った。

「エルネスト。お前……やっぱり梟のままのほうがいいんじゃないか？」

「わたしがどれだけの努力をして、そういうふうに考えないように自分を律しているかおわかりですか？」

「いや、だってさすがにおかしいだろ、これは。大体アンジェリン、梟はこんなにきちんと作れるのに、なんで人間はこうなんですか？　実はエルネストのことが嫌いとか？」

　ウィルは大真面目に訊いたが、アンジェリンはあっけらかんと首をひねる。

「うん？　そんなことはないぞ。生者のときの形は、その梟の中に入っている《命の精霊粉》に封じた精霊が覚えているから、大体でいいんだ。今回精製したのは、人の形を保つのに足りないぶんの命の精霊を補おぎなうための《命の精霊粉》だから」

「あー。じゃあ、復活したエルネストが不細工になるわけじゃないんですか。残念です」

「あなたは本当に色々こりない男ですね、ウィル！」

　エルネストは怒りに震えてウィルの足をつつき始めたが、すぐにアンジェリンにがっしと両手でつかんで持ちあげられてしまう。

　アンジェリンはエルネストと同じ高さで目を合わせ、秀しゆう麗れいな眉を寄せて言う。

「こら。エルネストの意地悪」

「は……？　そう、でしょうか……」

　見るからに気落ちしてへなへなと力を失うエルネストに、アンジェリンは小さくうなずく。

「うん。あなたとの約束を、早く果たしたいのに。させてくれないから意地悪だ」

「そのようなことでしたら！　わたしにそんなつもりはございません。ただちに煮こむなりこんがり焼くなり、アンジェリン様のお気がすむようになさってください！」

　すぐにぴーんと背筋を伸ばしたエルネストに、アンジェリンは淡く笑いかけた。

　彼女はエルネストを謎の土人形の脇に置き、改めて白い杖を握り直す。

　人形の造形は不安だが、ここは黙って様子を見守るしかないだろう。

　ウィルとエルネストが黙りこむと、室内にはどこか厳おごそかな静寂が満ちる。

　薄い壁の向こうから、街のざわめきが聞こえてくる。

　石畳を行く馬車のがらがらという車輪の音、馬の蹄てい鉄てつの響き、サーカスから聞こえる楽隊の練習と女のばか笑い。それらすべてが、不意にすうっと遠くなる。

　真夜中のような沈黙が満ちた室内で、アンジェリンはなぜか微笑ほほえんで宙を見やった。

　彼女はそのまま、何もない空間に告げる。

「錬金術師の象徴は、火の中から蘇よみがえる不死鳥だ。我々は永と遠わを目指す。そしてその永遠には、復活もまた含まれている。炎によって滅めつせられず、鍛きたえられるもの。変質し、蘇るもの。本来、命もまた、そのようなものなのだ」

　アンジェリンの澄んだ声が響くと、辺りの空気がかすかに揺れた。

　ほんの一瞬だけ、研とぎ澄すまされたウィルの五感になにものかの気配が触れる。

　なにものか。

　ひとではない。獣でもない。ひとの声の木こ霊だまのような、何かの残り香のような、どこか懐かしくて淡い気配。

　そんな気配に色濃く包まれ、アンジェリンは白い杖を土人形のほうへ差し伸べた。

「土と水と鉄と、命の精霊に命ずる。溶解せよ、腐ふ食しよくせよ、昇しよう華かせよ、分離せよ、合成せよ、かつてこの精霊粉に宿っていた精霊の命を、復活させよ」

　声は妙な力りきみもなく発せられる。

　彼女は杖で宙に軽かろやかに文字を書くと、そのままぴたりと動きを止めた。

　後に残るのは、沈黙。

　土人形は、土人形のままだ。

（失敗、か？）

　そう思うと、ひやりとウィルの全身が冷たくなる。

　できれば失敗はしてほしくない。悲しむアンジェリンを、そんな彼女を平気なふりで慰なぐさめるエルネストを見たくない。

　ウィルは息苦しさに細く息を吐き、瞬く。

　その拍子に、土人形の輪りん郭かくがぶれたような気がする。

（……？　なんだろう。俺の目が錯覚を起こすってわけはないだろうし）

　気になってもう一度目を凝こらしてみる。

《騎士》としてというより、いつもの幽霊を見るときのような気持ちで視界に集中すると、確かに土人形の輪郭は二重写しになっている。

　どうやら、土人形を薄い光の皮ひ膜まくが覆おおっているのだ。

　よくよく見ればその皮膜は細かな粒のせめぎあいのようで、薄布が勝手によれたり、引きつれたりしているさまにも似ている。それはよれるたびに、きしきし、と砂がきしむような高い音を立て、前触れなしにふっと土人形の上に落ちかかった。

（あれ？　土人形、いつの間にか変形した!?）

　ウィルがその光の皮膜に集中しているうちに、例の人形はぎょっとするほど正しい人間の形になっていた。端たん整せいな顔立ちに、均きん整せいの取れた体つき。

　すべてが淡く光っている他は、生きている人間となんら変わりはない。

　呆然とするウィルの目の前で、アンジェリンが杖を下ろした。

「おかえり、エルネスト」

　彼女は囁き、土人形にかかっていた布をもう一度彼にかけて、その心臓の位置に指で触れる。次の瞬間、自分とアンジェリン以外の三人目の鼓動がウィルの鼓膜に届いた。

　アンジェリンの指が土人形の唇に触れると、こわばっていた唇がふわりと柔らかさを持ち、肺の位置がわずかに動く。

　さらにアンジェリンの指は躍おどって、鼻と、最後に両の目の位置に触れて、離れた。

　その指を追うようにして、ゆるりと『彼』の目ま蓋ぶたが開く。

　己おのれに触れたものを確かめるよう、慈いつくしむよう、あらわになった灰色の瞳がきらめいた。

　それは確かに、エルネストの瞳の色だ。

　──いつしか金の光は薄闇に消え、彼はすっかりと正しき人間の姿を取り戻していた。

「アンジェリン様」

　ぎこちなく上半身を起こし、エルネストは彼女の名を呼ぶ。

　幽霊のときよりよほど心地よい彼の美声に、アンジェリンは今にも泣きだしそうな顔でにっこり笑った。

「エルネスト。……約束。果たすの、遅くなったな」

「いいえ。いいえ──こちらこそ。長くお暇いとまをいただいておりました」

　エルネストは初めて見るみたいにじっと彼女の目を見つめて囁き、手を取って軽く指に口づける。

　途端にウィルの胸の奥が疼とう痛つうをはらみ、彼はわずかに眉間を寄せた。

（なんだこれ。具合が悪いわけじゃあるまいし……って、ひょっとして……）

　嫉しつ妬と、か？

　よりによってこんなときに？　さっきまではエルネストの復活を心から祈っていたのに？

　おそるおそる自分に訊いてみるものの、特に否定する答えは返ってこない。

（……俺、思ってたよりアホなんだなあ）

　ウィルはなんともいえないきまり悪い気分で息を吐き、どうにか笑顔を作って告げる。

「いやー……すごいな。ほんとに蘇るもんなんだなあ、人間って」

「アンジェリン様が天才でいらしたからですよ。誰もができることではありません」

　ちらとウィルのほうを見やって言うエルネストの声には、珍しく刺とげがない。

　ウィルはちょっと肩をすくめて、部屋の隅すみにまとめてあった荷物の中から自分の着替えを出すと、適当にエルネストのほうへ投げつけた。

「とりあえず服着ろ。貴婦人の前だ」

「あなたの服ですか。ズボンの丈が足りますかね」

「……お前のほうが多少、背、低いだろ」

「部品の長さはそれぞれですので」

　しれっと言うエルネストは、やっぱり、生きていても死んでいてもエルネストだ。

　ウィルは少し遠いところへ視線を流し、アンジェリンは床に座りこんだままにこにことふたりを見つめて言った。

「ふたりはやっぱり仲がいいな」

「アンジェリン、それは違いますって！」

「何度も申しあげますが、本気で仲は悪いですので」

　ほとんど同時に答えるふたりに、アンジェリンはひたすらしあわせの色をにじませて首を傾げている。しかし、やがて不意に陰のある真顔になって、彼女は告げた。

「でも、エルネスト。今は《精霊粉》で無理やり命の精霊を呼び集めている状態だから、精霊たちが定着するまで怪け我がはしないでくれ。あなたと精霊が馴な染じむ前にその形が崩れれば、きっと精霊も逃げ去ってしまう。あなたは死んでから時間が経っている。精霊がすべてちりぢりになってしまったら、もう幽霊という形すら残らないかもしれない」

「承知いたしました。殿下がお望みの限り、なるべく長くおそばにいられるよう、努力いたします。ですが……」

「ですが？」

　少し不安げな顔になったアンジェリンに、エルネストは優美な微笑みを浮かべた。

「今、わたしが着替える間だけは、いっとき別室にいていただいてもいいでしょうか？」

「あ……そ、そう、だったな！　不ぶ躾しつけだ、私はそういうつもりではなくて、というかそういうも何もなくて、とにかく、すまない！」

　アンジェリンはやっとエルネストが布をかけただけの姿なのに気づいたらしく、ぱっと顔を赤くして立ちあがった。

　長い杖をあっちこっちにひっかけながら、彼女は大急ぎで隣の部屋に入って沈黙する。

　ぴたりと閉じた扉を眺め、ウィルは思わず噴き出した。

「ひとを改造したりなんだりのときは、結構平気そうなのになあ」

「そういうことを口に出して言うんじゃありません。だからあなたは品が悪いんです」

　エルネストはとげとげしく言うが、その声にはどうしても隠せない喜びがある。

　ウィルは苦笑して何か返そうと口を開き、ふと、神経の端に気になるものがひっかかったのに気づいた。

　混こん沌とんとした街の気配の中から、緊張した一団がこちらへ向かってくる。

　数秘術師どもか、とも思うが、今度の相手にはブラッキアリで襲われたときほどの切迫感はなかった。

　代わりにもっと整然とした気配がある。

「エルネスト」

「ズボンの長さなら、ちょうどいいくらいでしたよ」

「そういう話はもういいんだよ！　それより、急いで身み支じ度たくして荷物まとめろ」

　ウィルは声を抑えて指示を出し、部屋の隅に置いてあった自分の荷物をひっくり返す。

　どうしてもなくしたくないのは、金とサーベルと騎士服くらいのものだ。それらを手早くまとめるウィルの様子に、エルネストもすぐに従って貴重品を集め始めた。

「何か来るのですか？」

　手を止めずに訊いてくるあたり、やはりエルネストも修しゆ羅ら場ば慣れした人間だ。

　ウィルは荷を造り終え、隣室へ続く扉を叩きながら答える。

「うん。殺気ってとこまでいかないけど、何か来る。──アンジェリン？」

「追っ手か？」

　アンジェリンも扉越しに話を聞いていたのだろう。

　すぐに真剣な顔で部屋に戻り、ウィルの顔を見上げてくる。

　菫すみれ色いろの瞳が宝石みたいにきらめく。

　真剣なときの彼女は本当に綺麗だ。人形の持つ、どこかうつろで恐ろしい美ではない。

　真しん摯しに燃える情熱。その、凜りんとした美しさ。

　──でも、今は彼女に見惚とれている場合ではない。

　ウィルはなるべくいつもの調子に見えるように言った。

「わかりません。多分、この感じは軍か警察かだと思うんですが……とにかく、俺が応対します。やばそうだったら合図しますから、ふたりは逃げてください。俺も適当に合流します。最悪、はぐれても博覧会の三日前、日の出のころに、中央広場で落ちあいましょう」

「ウィル……」

　これからの手はずを説明すると、見る間にアンジェリンの瞳がもろく揺らいでいくのがわかる。唇が何かを告げようとする。

　それを見ているとウィルもくらりと頭の芯がふらつきそうになる。

　自分はどうして、彼女と離れて危険なところへ踏みこもうとしているのだろう。

　おかしいじゃないか。自分が彼女を抱いて守ればいいじゃないか。

（……違う。それじゃ駄目なんだ）

　よろめきそうになった感情を、ウィルは理性で丁寧に折り畳む。

　今いちばん自由に動けるのは自分だ。だから自分が動く。そこで迷っては駄目だ。

　強大な勢力を敵に回してアンジェリンについていこうと決めたそのときから、多少の危険はあって当然だと承知している。

　危険な道を選ぶなら、せめて迷わないことが自分の身を守る最良の方法だった。

　ウィルはあえてアンジェリンから視線を外し、エルネストを見る。

　彼は鋭い瞳でウィルを見つめ返し、忌いま々いましげに目を細めた。

　いかにも不満そうだが、ウィルの言いたいことはわかってくれたのだろう。

　エルネストはそっとアンジェリンの肩に手を添えて高慢に言う。

「ウィル。ここは任せますが、なるべくとっととアンジェリン様の元へ馳はせ参じなさい。あなたはいくら錆さびついているとはいえ、《騎士》なのですからね」

「わかってるって。そっちこそ、復活そうそうこき使って悪いな。壊れるなよ」

「あなたのようなぽんこつとはわけが違いますよ」

　幽霊のときとまったく同じエルネストの減らず口に小さく笑って、ウィルは上着を着こんで扉の外に出る。

　ちょうどそのとき、路地の入り口で蒸気自動車が止まった音がした。

　続いてばたばたと複数の足音が響き、階段下の玄関扉が蹴り開けられる。

　なだれこんできたのは、制服姿の警官隊だ。

「貴き様さま、そこで止まれ！」

　警官隊の先頭に立った偉そうな男が、警棒を手にして階段上のウィルを見上げて叫ぶ。

　ウィルは部屋の扉に鍵をかけながら、驚いた様子で目をぱちぱちやってみせた。

「はい？　あれ、警察の方ですか？」

「そうだ。貴様の言動が怪しいと、市民からの通報があった。おとなしく署しよまで来い！」

　足音も荒く階段を上がってくる警官に、ウィルはつい苦笑しかけた表情を引きしめた。

（市民からの通報ってだけで、他に説明もなしか。噂うわさどおりひどいもんだ）

　ウィルたちを通報したのは、この辺りのご近所さんだろうか？

　それとも、硝子工場の職人の誰かか。

　なんにせよ、この調子だと部屋を調べられるのは確実だろう。

　そして室内には、ひと目で怪しいとわかる儀式の痕あとがしっかり残っている。

　ウィルはさりげなく、後ろ手でこつこつと部屋の扉を叩いた。

　その音を聞きつけて、室内のエルネストとアンジェリンが、あらかじめ細工しておいた屋根裏へよじ登る気配がする。いざとなったときにはそこにひそみ、敵の見張りが引き揚げるのを待って脱出する手はずになっている。

　数秘術師相手でないなら、それで充分ごまかせるはずだ。

「あー。あれかな、怪しいっていうと、稽けい古この声が聞こえちゃったのかな。俺、売れない役者なんですよ。刑事さんは芝居とか観みます？」

　時間を稼ごうとするウィルだが、警官は警官でさすがの玄人くろうとだ。

「あからさまに話を逸らすな！　中を見せてもらう」

　ウィルの引き延ばし工作に乗ろうとはせず、彼を押しのけようと肩に手をかける。

　ならば、とばかりにウィルは素早く心を決め、さも今思いついたように手を打った。

「あっ、そうか、じゃあ怪しまれたのはあっちのほうかな。人間！」

「人間……だと？」

　ウィルの謎な台詞せりふに、案の定警官は怪け訝げんそうな顔になって彼を凝ぎよう視しした。

　エルネストたちの移動が大体完了したのを察知して、ウィルは少しばかり自慢げに笑う。

「はい。この間捕まった殺人鬼、『狂きよう乱らんの刃やいば』ジョニー・リー。捕まえたの、俺なんですよ」
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「で、とりあえず、署で話を聞こう……ねえ」

　数時間前に耳にした警官の台詞を、ウィルはしみじみと繰り返す。

　その様子がおかしかったのか、どうなのか、背後でどっと男たちの笑い声があがった。

「なんだ、まだぼーっとしてやがんのか！　なってねえなあ、お嬢ちゃんは」

「はは、いや、その、色々経験不足なんで。お手て柔やわらかにお願いします」

　ウィルはいかにも情けなさそうに笑い、背後を見やった。

　薄暗い地下の留りゆう置ち場じようには、いかにも屈くつ強きようであったり、目つきが尋じん常じようでなく悪かったり、とにかくひと目でごろつきとわかる連中が何十人もいっしょくたに押しこめられている。

『ジョニーって殺人犯を取っ捕まえたはいいけど、何か彼、様子が変でしたよね』

　──なんて警官にほのめかしたが最後、ウィルは話も訊かれずにここへ放りこまれたのだ。

（さて、これで新政府下の警察がいかにもおかしいのはわかった。あと、あの殺人犯が訳ありだってのも。……そんなんなら、とっとと自分たちで捕まえてくれよな）

　声に出さずにぼやきつつ、ウィルはしばし考える。

　さて、問題はこれからどうするか、だ。

　このごろつきどもから、ある程度首都の裏事情について情報収集できるだろうか。

　こっそりと周囲を観察するウィルに、背丈はウィルと大体同じだが体格は一・五倍ほどたくましい口ひげの男が、にやにやと声をかけてきた。

「えらいひょろひょろが入ってきやがったな。何やらかした？　こそ泥か？」

「いえ、俺、役者の卵なんで。多分騒音だと思います。部屋に色々持ちこんで小道具作ったり、歌の練習したりしてたら、どうもうるさすぎたらしくって……」

　ウィルが首をすくめて気弱そうに笑うと、相手はますます楽しげになる。

「なるほど、けちな罪ざい状じようだぜ。なんならお前、鶏にわとりみたいに早朝に鳴きゃあよかったんだよ。そうしたら重ちよう宝ほうがられたんじゃねえか？　ああ、でも鶏じゃあ、いつか絞められちまうか！」

　彼は強面こわもてを歪めて喋り、自分の台詞に爆笑を始めた。

　周りもげらげら笑いだすが、ウィルは相手の比ひ喩ゆにちょっと感心してしまった。

「鶏かあ。面白い発想ですね。そういう話、書いたら受けるかもしれない。音おん痴ちすぎて引退するしかなくなった歌手たちが、鶏として小屋に飼われてるんですよ。いつか絞められちゃうかもしれない、そんな恐怖のあまり歌手たちは小屋を破って、世直しの旅に。……あれ、普通にいいかもしれないな。なんか文学的だし」

　無事にもう一度隠いん居きよできる日が来たら、真面目に書いてみるべきだろうか。

　本題そっちのけで検討し始めたウィルだったが、目の前の男は徐々に真顔になってきたかと思うと、妙に押し殺した声で囁く。

「てめえ、俺をばかにしてんのか」

「え？　いえ、全然」

「そうやって即答するってことは、やっぱりばかにしてんだろ！」

「ちっともわけがわかりませんけど……？」

　心の底から言うウィルに、男はいきなり拳こぶしを振るった。

　不意打ちではあったが、ウィルからしたら最初から最後まで視認できてしまう遅さだ。

（でも、『普通の男』なら避よけられないよな）

「──っ……！」

　ウィルはなるべくぼんやりしたふりで相手の拳を腹に受け、苦しそうにうめいてみせた。

　さっと相手の顔に喜色が走るのを確認し、ウィルは大きくよろめく。

　それをきっかけに辺りからも歓声があがった。どうせ喧嘩なんかの軽犯罪でここに入れられている者も多いのだろう。こんな騒ぎは大歓迎の様子だ。

（いっそこの騒ぎ、できるところまで広げてみるか）

　ウィルがそんなことを考えたところへ、不意に低い声がかかった。

「やめとけよ。そのひと、強いぞ」

「……え？」

　この声、聞き覚えがある。

　ウィルは面食らって声のほうを見たが、ウィルを殴った男も同じ方向へ視線をやった。

「ああん？　お前、なんだ？　こいつの知り合いか？」

　男の声は強がってはいるが、どことなく遠慮がちだ。

　周囲でウィルをはやし立てていた男たちも同様で、いきなりおとなしくなって舌打ちなんかをしている。

　さっきの熱が噓のように静まり返った留置場の隅、薄闇の中に座りこんでいたのは、短い金髪に無精ひげの男だった。

　その静かで暗い目をウィルが最初に見たのは、たったの三日前のことだ。

「あんた、ギャリー？」

　啞然としてウィルが名を呼ぶと、ギャリーは身体のバネを利かせて起きあがる。

　ギャリーはそのままこちらへと歩み寄り、ウィルを殴った男を無造作に押しのけた。

　ぞんざいな扱いをされた男は怒るでもなく、不満げな顔をぷいと逸らして留置場の隅へと行ってしまう。

（こりゃ、相当ギャリーの腕っ節が強いんだな）

　ウィルは複雑な気持ちになって、傍らに立ったギャリーに抑えた声で問いを投げる。

「どうしてこんなところに？」

「それは俺の台詞だ。俺の忠告、聞かなかったのか」

　ギャリーが苦く言ってぎゅっと眉根を寄せる。

　ウィルはなんだかきまり悪くなって、彼から微妙に視線を逸らして言った。

「聞かなかったっていうか、聞いたっていうか……まあ、色々事情があるんだよ」

「──まさか、わざと取っ捕まったって言うんじゃないだろうな」

　唸うなるように訊かれ、ウィルはますますきまり悪く頰ほおを搔く。

「どうしてそう思う？」

「そりゃ、あんたが本気になったら、警察の一個大隊くらい軽くひねっちまうだろうからだ」

「……正面切って言われると恥ずかしいんだけど……まあ、ここの奴らに殴られても怪我はしないよ。むしろ問題なのはあんたのほうだろ。真面目な職人じゃなかったのか？　まさか──俺のせいで言いがかりつけられたとか？」

　初日に働きに行ったきり、ウィルたちは硝子工場に顔を出してはいない。ウィルが『やっぱり就職は辞退します、申し訳ありません』といった簡単な手紙を送りはしたが、あの工場の誰かがウィルたちを怪しんで通報したとしたら。

　ウィルと個人的に話していたギャリーも、一緒に告発されたのかもしれない。

　ひょっとして巻きこんだか、と自然に真剣な顔になるウィルに、ギャリーはうっすらと笑ってみせた。

「知らんよ。今のこの国じゃ、ひとを牢ろう屋やに入れるのに大した理由なんか要いらない。みんな話してるぜ。警察の奴ら、ごろつきだとか、新政府にとって都合の悪い人間だとかを集めてきちゃあ、身寄りのない奴からどっかへ連れていくんだ、ってな。──あんた、保ほ釈しやくしてもらえる当てはあるか？　あの、綺麗な弟は？」

　彼の声音が心配含みになったのに気づき、ウィルは苦笑する。

「いや、弟は来ないんじゃないかな。むしろ……」

　ここはもう、ギャリーには本当のことを言ってしまおうか。

　そう思ったとき、少し離れた場所で格子戸の開く音が響いた。

　ごろつきどもが顔を上げ、不安そうな視線を留置場の外へ投げる。

（なんだ？）

　ウィルが警戒していると、数人の警官が牢の二重になった扉を開けてウィルを呼んだ。

「おい、そこの赤毛の。事情聴取だ。出ろ」

「赤毛の……俺ですか？」

「そうだ。早く来い」

　警官は冷たい顔でうなずく。

（やっと話を聞かれるのか。それとも、『身寄りのない奴』としてどこかへ連れていかれる？）

　どちらにせよ、早くも核心に迫れそうだ。

　ウィルは少し迷った後、無言でギャリーの横をすり抜けて外へ出る。

　素直に手て錠じようをかけられながら、何かの隙にギャリーを助けられないか、と思ったとき。

　急にギャリーが声をあげた。

「なあ、俺もそいつと一緒に外に出してくれよ。事情聴取、いっぺんに済んでいいだろ？　俺たち、仲良しなんだ。な？」

「は……？　なんだ、そりゃ！」

　ウィルは思わず呆気に取られて声をあげる。

　ギャリーはにやりと笑ってウィルを見つめ、片眼をつむってみせる。

　まるで、お前をひとりにはしない、とでも言いたげだ。

（何考えてるんだ、こいつ！　いや、だけどまさか警官が許さないだろう。全然関係ない人間をふたり一緒に事情聴取とか、するわけない──）

「しょうがないな。じゃあ、お前も来い」

「……は!?」

　意外とあっさりギャリーの申し出を承しよう諾だくしてしまった警官に、ウィルは目を真まん円まるにして聞き返す。その肩を、素早く外へ出たギャリーが力強く叩いた。

「こっちだ」

　警官たちはウィルとギャリーの前と後ろに立ってとっとと歩き出すし、何がなんだかわからない。

（こいつら本気でおかしいな。この調子だと、まともに事情聴取の真似事もしないんじゃないのか？）

　そんなウィルの嫌な予感をなぞるように、警官はウィルたちを連れて入り組んだ地下道を抜け、いかにも普段使われていない扉からさらに地下深くへと降りていった。

「……ずいぶん地下深くにあるんですねえ、聴取室って」

　明かりひとつない狭い階段を下りながらウィルが訊いてみると、その声がやけにこもって響く。角ラン灯タンを手にした警官は、まるで蠟ろう人にん形ぎようのように無表情な横顔をさらして答えた。

「そうだな。──こっちだ。入れ」

　最終的に連れこまれたのは控え室らしき場所で、ガス灯ひとつで照らされた室内には円卓と椅子がひとつずつ、あとは四方にごちゃごちゃと荷物が積んであり、入ってきたのとは別の扉がひとつある。

「あのう……刑事さん、ここって」

　どこですか、という前に、警官たちの体が緊張するのがわかった。

　殺気だ。

　ウィルは反射的に動き、拳銃を抜こうとした警官の腕をつかみ、ひねりあげる。

　相手はそのままくるりとひっくり返り、床に叩きつけられた。

　もうひとりをどうにかしよう、とウィルが振り返ると、残りの警官はギャリーに急所を蹴られて悲鳴をあげたところだった。

　彼の鮮あざやかな手際に、ウィルは何度か瞬いて言う。

「あー……鮮やかなもんだなあ。なんか、すっかり巻きこんだみたいだ。悪い」

「何謝ってる、俺が勝手についてきたんだ。そっちこそさすが《騎士》、大したもんだぜ。それに引き替え、この警官どもの怪しさときたら──戦争が終わってから、全部狂っちまいやがった」

　忌々しげに吐き捨てるギャリーの姿に、ウィルは少々複雑な思いを抱いた。

　今のコローニアがおかしいのは本当かもしれないが、戦前や戦中が狂っていなかった、と言う自信は正直ない。

　自分がさすが、と言われるようなものだという自信もない。

（エルネストとかの『ぽんこつ騎士』呼ばわりのほうが落ち着くのか、俺）

　我ながら面倒くさい性格だと思いつつ、ウィルは無造作な足技で警官たちを気絶させた。

　手錠をされたままの手で彼らの上着を探り、どうにか自分とギャリーの手錠を外す。

　さらに五感を鋭くして辺りを探ると、もうひとつの扉の奥にかなりの大空間があるのがわかった。規模からして、ただの倉庫、というわけではなさそうだ。

「何が狂ってるかは置いとくとして、あっちから嫌な気配がするんだけど……あんたは逃げたほうがいい、ほんと。これ以上俺に付き合ってると面倒ばっかり増えてくぞ。保証する」

「ばか言え！　ひとりでここから逃げ出すのだって重労働だぜ。あんたがその嫌な気配のほうへ行くってんなら、俺も行く。恩人を放ってはおけん。──それとも、上官として俺に命令してみるか？　『軍ぐん曹そう、殴られたくなければとっとと帰りたまえ』って」

　ギャリーは少し悪いた戯ずらっぽい笑顔で言い、挑むようにウィルを見る。

　それで彼が帰ってくれるなら、とウィルも表情を引きしめてみるが、どうにも偉そうな台詞は喉のどにつっかかって出てこなかった。

　しばらく努力してから、がっくりと肩を落として言う。

「……ついてくるなら、せめて捕まりにくい努力をするように、軍曹」

「お前……戦場でもその調子だったのか……？」

　あきれた調子のギャリーから憮ぶ然ぜんとして視線を逸らし、ウィルは警官たちから制服をひっぺがし始めた。

「大体この調子だったよ。俺の階級なんか名ばかりで、部下のひとりもいなかったんだからしょうがない。向いてないんだ、内向的だし、本が好きだし、妄もう想そうも好きだし、基本的に悲観主義だし」

　ギャリーは、すぐに自分ももうひとりの警官の制服を脱がし始めながらぼやく。

「色々と《騎士》の常識をぶち破る男だな。悪い奴じゃないのはよくわかるが」

「この調子で人殺しなんだから、充分悪い奴だと思うけど」

　ため息交じりで言って、ウィルは濃紺の制服を身に着け、きちんと制帽をかぶる。

　多少ズボンの丈は足りないが、そう違和感はなさそうだ。

　ギャリーのほうも、少々上着がきつそうなだけでどうにか格好になっている。

　ふたりは視線を合わせて浅くうなずくと、こっそりともうひとつの扉を開けた。

　湿った風が鼻先で香る。周囲はひどく薄暗く、ぽつぽつと点ともったガス灯の明かりが遠くまで続いているのが見えた。

　ここは巨大な地下隧ずい道どうである。

　荒く掘り抜かれた岩の天てん井じようまでは、普通の建物の三階ぶんほどの高さがあるだろう。

（ひょっとしたら、使われなくなった古い下水道かもしれないな）

　大都市の地下には、町を動かすための様々なものが埋まっている。

　そしてそれらは地上に住む人間が知らないうちに造られ、廃はい棄きされていくのだ。

　ウィルはもはや声に出して喋しやべらず、ギャリーに目配せだけして、小走りに湿った通路を進む。

（この通路、よく使われてるところと、全然使われてないところの差が激しいな。最近もよく使われてるのは──こっちだ）

　五感の感度をぐっと引き上げ、ウィルは少し細い横道へと入る。

　ギャリーがよどんだ水たまりを踏む音がやけに大きく響いた。

　音の反射から辺りの空間の広さがわかり、壁の補強に使われた煉れん瓦がのひとつひとつがくっきりと視界に飛びこんでくる。情報量の多さに一瞬眩暈がするが、それもすぐに治まった。

　アンジェリンの整備を受けてから、ウィルの感覚の調整は少し楽になっている。

　ウィルはごく自然に正しいと確信できる道をたどり、やがて地下通路の分岐点で立ち止まった。──敵の気配がする。

　ちらとギャリーを見て、ウィルは親指で通路の向こうを示した。

　ギャリーは合図の意味を理解した様子で、深くうなずく。

　ウィルが顔を出してうかがうと、大きな円い鉄扉の前で、ふたりの真っ黒な軍服を着た男たちが見張りについていた。壁の明かりが、彼らのつけている眼め鏡がねの硝子に反射する。

（……数秘術師だ。警察署の地下から、とんでもない大当たりを引いた予感だな）

　今まで通ってきた道と、首都市内の地図を脳内で重ねあわせると、現在位置は博覧会場である王立公園にだいぶ近い。

　ウィルはギャリーに手のひらを見せてから指で地面を差し、『ここで待っていろ』と合図を送ってから、ひと思いに通路へと飛び出した。

「…………!?」

　高速で駆け寄るウィルに、数秘術師たちはぎりぎり反応して銃を抜く。

　しかし彼らが引き金を絞る前に、最初の男に回し蹴りが、次の男に振り返りざまの手刀が決まった。声もなくふたりは床に沈み、ウィルはほっと息を吐く。

「やっぱりすごいもんだ。わざわざ警官の変装をした意味がない」

　小走りに駆け寄ってきたギャリーが小さく笑って言う。

　ウィルは数秘術師の銃と銃弾をギャリーに手渡し、少しだけ苦笑した。

「俺は悲観主義だって言っただろ。慎重になれるところは、慎重になっとかないと」

　小声で言って扉脇の巨大な取っ手に手をかけ、そのままゆっくりと回していく。

　金属のきしむ音と共に円い扉は動き、ごろりとレールの上を転がって三日月形の隙間が空いた。

　扉の向こうは、見渡す限り真の闇だ。

「……人ひと気けはないな。ゆっくり行くから、ついてきてくれ」

　ウィルはさらに視覚を鋭くすると、ギャリーに指示を残して扉をくぐった。

　布のかかった巨大な何かの陰に隠れて安全を確保し、改めて辺りを見渡す。

　ギャリーもすぐにウィルの脇へと駆け寄ってしゃがみこみ、囁きかけてきた。

「なんだ、ここは。暗くて俺には全然見えん」

「かなり広い場所だ。倉庫みたいだけど……いや、むしろ、車庫かな」

　自分のかすかな声の響きと、空気の流れから、ウィルはこの空間の大体の広さを推おし量はかる。

　かなり天井は高そうだ。地下通路と同じか、もっとあるかもしれない。

　広さは鉄道倉庫くらいか。実際視界に集中してみたところ、機関車くらいの塊かたまりがいくつも見て取れた。

　試しにウィルが今隠れている塊の布の端を持って引き上げてみると、あらわになったのは分厚い金属板だ。

「あれ、車じゃ、ない？　……いや、車は、車だ。ものすごい装そう甲こうつきなだけで」

　金属装甲の下から見えている車輪を見てつぶやき、ウィルは顔をしかめる。

　これに似たものを自分は以前見たことがある。一度はブラッキアリの駅で。

　そして、それ以前には、戦場で。

　ウィルは緩やかに立ちあがり、改めて辺りを見渡した。

「ギャリー。……ここ、武器庫だ。これは装甲車。あのへんは形からして砲台つきの戦車。そしてあっちが、レールで運ぶしかない巨大な移動砲台」

「おいおいおい……ってことは、プロパトリアの武器か！　こんなとこに、プロパトリアの基地があるってことか!?」

　思わず声を大きくするギャリーに、『静かに』の合図を送りつつ、ウィルは険しくなった顔を苦笑で濁にごす。

「さすがに基地ってほどじゃないと思うな。むしろほんとに武器庫、だろ。プロパトリアで開かれた博覧会もほとんど武器の展示会だったらしいし。ここでも同じことをやるんじゃないか？」

「はー……それにしたってひでえもんだ。警察の地下がこんなことになってるとはな」

　まだ呆あつ気けに取られているギャリーに軽くうなずき、ウィルは武器庫を通り抜けた。

「あんたの言ったとおり、この国はとっくに色々狂ってるのかもしれない。こんなもんがあったら、首都全体をあっという間に火の海にできる。──この先にも、かなり広い空間が続いてるな。やっぱり、人気はなさそうだけど……」

　そう言って、ウィルは巨大な扉の脇の小さな通用扉を開ける。

　扉をくぐった先は、先ほどの武器庫よりはだいぶ明るかった。

　無機質な岩いわ壁かべに、ガス灯の光がしらじらと反射している。

　天井は武器庫と同様に高い。そして、幅と奥行きは……比べものにならなかった。

　──広い。

　まるでブラッキアリで見た遺跡を思い出させるくらいに、見渡す限り地下空間が広がっている。そしてその床を、一面金属の機械が埋うめていた。

「これは……一体」

　ウィルはつぶやき、あとは言葉を忘れる。

　ギャリーも隣でぽかんと口を開いているのがわかった。

　それはそうだろう。本当に、見渡す限り機械なのだ。

　何十、何百という金属板を曲げて造った筒や歯車が、互いに嚙みあい、連なり、木の根か血管みたいに壁を這う金属管に接続され、絡みあい、複雑な機構をむき出しにして、街ひとつぶんくらいの面積を埋め、見渡す限り延々と広がっている。

「これ──この空間全体が一個の機械なんだ。全部が繫がってる。どんだけの規模だ」

　呆気に取られたウィルの声に、ギャリーがうわずった調子で尋たずねる。

「これも……武器か、ウィル？」

　彼の問いと、視覚的な衝撃に記憶のどこかを刺激され、ウィルは自分のこめかみに触れた。

「いや、そういうもんじゃないと思う。なんか俺、どこかで似たものを見た覚えがあるんだ。多分だけど、一般の学科の教科書に載ってたような──あ、ああ、あれだ！　えーっと、そう……蒸気式演算器じゃないか？」

　ついに埃ほこりかぶった記憶を取り戻して叫び、直後に慌てて口をふさぐ。

　そんなウィルを複雑な目で見つめ、ギャリーは言う。

「なんだそりゃ。演算って、計算のことか」

「それの難しいやつ、かな。大学とかに行くと高度な計算をするための手回し計算機ってのがあるんだけど、こいつはあれに似てるんだ。計算機をすごく複雑にして蒸気で動くようにしたら、理論的にはそれこそ未来を見ることすら可能だって話が数学の教科書に載ってた。ただ、あまりに複雑だし、ばかみたいに大きくなるから実用化はされてないって話だったけど」

　知っている限りのことをなるべくわかりやすく説明してみるものの、ギャリーの反応は微妙だ。とにかく曖あい昧まいにうなずき、彼は言う。

「なんかすごいもんだってのはわかった。こんなもんを造るためには、山ほどの人間が必要だろう、ってこともな。……ひょっとしたら、警察にひっぱられて帰ってこなかった奴らの何人かは、こいつを造ってたのかもしれねえな」

「ああ……昔、秘密の城を造るために集められた職人たちは、一生そこに閉じこめられた、って話を思い出し──！」

　話している途中でいきなりびりっとくる殺気を感じ、ウィルは頭上を見た。

　ほとんど同時に、壁に開いた通風口や、金属管が通っている穴の中など、四カ所から何かが落ちてくる。

　人影だ。

　黒い軍服をまとった彼らはそれぞれに壁や床を蹴けると、一気にウィルたちのほうへ肉にく薄はくしてきた。

「っ！」

　ウィルはギャリーを突き飛ばし、間を置かずに自分も床を蹴って跳びあがる。

　一拍置いて、今まで立っていた場所がぼこん、と陥かん没ぼつした。

　人影のひとつがそこに着地し、サーベルを突き立てたのだ。

　ウィルはそのまま高く跳ちよう躍やくすると、ひらと壁を這う巨大な金属管の上に乗り、その上を恐ろしい均きん衡こうを保って駆け抜ける。

　すかさず四つの影が、人間離れした速度で殺さつ到とうした。

　肌が総毛立つような、殺気！

　ウィルの目の前に、いきなり敵のひとりが着地する。

　ウィルが警官の警棒を引き抜くと同時に、相手がサーベルを抜いた。

　敵のサーベルがするりとウィルの構えた警棒を斬きり取る。

　ウィルはひるまず、切られて先がとがった警棒を相手の顔面に突き立てた。

「──……！」

　相手が痛みではなく、驚きに顔を歪めて金属管から落ちていく。

　ほとんど時を同じくして、ウィルが立っている金属管がばきり、と波打ち、音を立てて壁から剝はがれ始めた。

（誰かが、俺の後ろで金属管を斬ったな）

　瞬時に判断し、ウィルは崩れていく足場を蹴る。

　床に転がって着地し、すぐさま跳ね起きる。

　同時に、すぐそばでサーベルを構えていた敵の足を払った。

　敵は均衡を崩し、転倒しかける。

　ウィルは相手が倒れ伏す前に、そいつの襟首とベルトをつかんだ。

　そのまま相手を引きずって、背後から迫っていた殺気のほうを振り向く。

　どすっ、と鈍い響き。

　背後にいた敵のサーベルが、ウィルが盾たてにした男に刺さって止まる。

　ほんの半秒、相手とウィルの視線が絡んだ。

　敵の目はどろんと濁っている。なんの感情も意思も見えない、黒い瞳。

　顔に見覚えはないが、彼がまとうのは錬金術で処理された騎士服で、手にしているのは超ちよう硬こう度どサーベルだ。

（間違いない。こいつら全員、《騎士》だ。しかも、後期型）

　ウィルの全身を、恐怖とも嫌悪とも悲しみともつかない不快が襲う。

　後期型の騎士は、もはや自分の意思すらなく、命令を刷すりこまれて戦うのみの機械だ。

　だが──人間でもあるのだ。ウィルと同じ、人間。どこかにきっと魂はある。

　彼は必死に奥歯を嚙かみしめ、盾にしていた騎士から手を離した。騎士が倒れる。

　ウィルは床に落ちた騎士のサーベルを拾いあげ、ひとまず部屋の隅で呆然としているギャリーに駆け寄った。

　有無を言わせず彼を肩に担ぎあげ、ウィルは走る。

　演算器の間をすり抜け、さらに先の扉へ。

　本能的に、そちらへ行くのがいちばん安全だと判断していた。

　わずかに遅れて、理性が囁く。

　──こんなあからさまに限定された退路、罠わなじゃないのか？

（罠だとしても、今は他に行きようがない。突破するしかない）

　ひとりならともかく、今はギャリーがいる。ウィルは演算器脇の通路を駆け抜け、横に現れた扉に向かってサーベルを振るった。

　鍵の部分を正確に斬り飛ばし、金属製の扉を蹴り開ける。

　そして、その先に現れた光景にぎょっとして足が止まった。

「なんだ、なんだ、一体なんなんだ……？」

　肩の上でギャリーがうろたえて首をねじ曲げ、室内を見ようとする。

　ウィルは彼を一応床へと下ろしたが、視線は扉の向こう、円筒を縦に切ったような形の部屋の奥に向いたままだった。

「──アーリンガム卿きよう。遅かったではないか」

　濁った声が言い、何度か咳せきこむ。

　その声が呪じゆ縛ばくを解き、ウィルはサーベルを片手に数歩、内部へと歩み入った。

　体が動くようになると、ざわつくような不安も全身に広がり始める。

　ウィルは囁く。

「あなたは……」

「わたしだよ。ジュリアス・ヴィクトリア・アール・オブ・コローニア」

　声はさらに告げて、咳きこみながら笑った。

　妙に生臭い風が、部屋の奥からウィルのほうへと吹き寄せてくる。

　見るからに奇妙な空間だった。

　床には土が敷かれ、適当な板に民家の窓や扉をペンキで描いた書き割りのようなものがいくつも立って視界をさえぎっている。

　さらに目隠しじみた巨大な布が天井から垂れ下がり、その上にはやはり赤いペンキで『ようこそ、ジュリアス王子の夢の国へ！』と書かれていた。

　ジュリアスは布の向こうで椅子に座っているようだ。

　まるで安っぽいサーカスの舞台か、悪い夢の中に似た場所だ。

「──殿下。こんなところで何をなさっているんです。さっきの蒸気演算器には、リナルドが関わってるんですか？　それとも、プロパトリアが……」

　ウィルは険しい顔で言い、布をはねのけて、思わず息を吞んだ。

　部屋の最さい奥おうに椅子がある。ばらばらになった廃材を錆びた釘で打ちあわせて作った、背もたれの高い不格好な椅子だ。

　そこに、ジュリアスは座っている。

　舞台衣装じみたちゃちな中世の王族の衣装を着て、不格好な偽の冠をかぶり、秀麗な顔は口を残して汚れた布でぐるぐる巻きにされて、ぐったりと背もたれに体を預けている。

　その背後の壁には、真っ赤なペンキで『彼の望みは、支配』とでかでかと書かれていた。

（誰の仕し業わざだ。これも、リナルドか？）

　さっと燃えあがった怒りが、さっきから感じていた寒気をさらにひどくする。

　寒い。怖いほどに寒い。鳥肌が立つような怒りを感じる。そもそもウィルにジュリアスに対する思い入れなどない。彼はアンジェリンを捨てた男だ。

　それでも、こんな扱いをしていいということにはならないだろう。

　ウィルは覚えている。華やかな閲えつ兵ぺい式しきで、初老の国王の傍かたわらに立っていたジュリアス。

　完璧に王子らしい姿。

《騎士》になった当初は、ジュリアスの前で敬礼するのが少しは誇らしかったのだ。

　いかにも麗うるわしい、王族らしい王族に仕えることが、美しく思えたこともあったのだ。

「貴殿が来るのを待っていた。《黄金の騎士》ウィルフリッド・バー・アーリンガム。貴殿を先の戦功により、我が黄金騎士団の団長に命ず。同時に男爵位を与えよう。これからもわたしの王国のため、励はげんでくれたまえ。殺さつ戮りくに！」

　ジュリアスはまるで酔っているかのように頭を左右に振りながら、無残に濁った声で告げる。ウィルの経験からすると、負傷者によくある声の濁り方だった。

（数秘術師どもは、なんのために、こんなことをする？　なぜだ。俺がここに来るのを先読みして、わざわざこんなものを用意したのか。他の人間がいないのは、そのせいか）

　だとしても、意味がわからなかった。ひとを殺すなら、せめてきっぱりと殺せばいい。

　ただの侮辱のための侮辱でひとをねじ伏せ、踏みにじっていいはずがない。そんなことは許されない。世界がそれを許すのだとしても、そんなことはありふれたことだとしても、それで喜ぶ人間がいるのだとしても、自分はそれを許さない。許すまい。

　ウィルはサーベルを片手にしたまま、部屋の中ほどまで歩いていく。

　なるべく静かに、ジュリアスに声をかける。

「殿下……戦争は、終わりました。コローニアは負けたんだ」

　ウィルの声を聞くと、ジュリアスは大きく首を傾けた。そして、妙に幼く言う。

「男爵位では不足か。それはそうかもしれないな。それでは、わたしのアンジェリンに手は届かない。そうだろう？」

「殿下」

「アンジェリンは怖い子だ。怖い。そばにいるのは嫌だ。そばにいるなら人間らしく泣いているといい。そうでないなら遠くにいてほしい。……そうだ。どこか、遠くでしあわせになってくれないものか。──死者の国でもいい。死者の国で、しあわせに」

　独り言の声こわ音ねでつぶやき始めたジュリアスに胸を引きむしられたような気分になって、ウィルは歯を食いしばる。黙っていようかと思った。もしくは優しく何かを言おうかと思った。

　だが、結局はウィルはジュリアスをねめつけ、叫んだ。

「何が怖い？　あなたは単に見てなかったんだろう、アンジェリンを！　あの子はとっくに人間らしかった。昔なんか知らない、でも、あの子は昔から人間だ！　あの子はあの歳で、まだ恋だのなんだのもわかっちゃいない。ひたすらに、家族からの愛を欲しがってる」

　ウィルの言葉を聞くと、ジュリアスはしばし動きを止めた。

　その後唯一あらわになっている口元から表情を消し、ゆるゆると姿勢を正して叫ぶ。

「御ご前ぜん試じ合あいだ！　武ぶ勲くんをあげろ、アーリンガム卿。武勲をあげれば、そうだ──伯爵位をやろう。わたしはここで見ているから、殺せ！」

「ジュリアス！」

　ウィルは叫ぶが、もうジュリアスは奇妙に高貴な笑いを浮かべたまま微動だにしない。

　代わりに、背後の演算器のある部屋から、さっきウィルと戦った四人の《騎士》が室内へ入りこんできた。

　少々壊れ、サーベルを奪われた者もいるのに、誰も表情ひとつ変えてはいない。

　彼らはそうやって、粉々に破壊されるまで戦い続けるのだろう。

「てめぇら……！　この、化け物が！」

　部屋の入り口近くでぽかんとしていたギャリーが、我に返って銃を構える。

「よせ！　俺がやる！」

　ウィルは叫んで、サーベルを持つ手に力をこめた。

　後期型の《騎士》はウィルのような初期型の《騎士》より性能において大きく劣る。

　徹底的にやる気になれば、勝てる。できるはずだ。

　もう、戦うと決めたのだから。殺すと決めたのだから。

　──それに、アンジェリンの元へ帰らなくてはならないから。

「行け！」

　ジュリアスの叫びを合図にしたかのように、四人が一斉にウィルに向かって躍おどりかかる。

　ウィルも数歩走ってから、思い切り地を蹴った。

　ほんの一瞬、空中で四人と交こう錯さくする。

　すれ違いざまに体をひねって相手の刃やいばを避け、渾こん身しんの力をこめてサーベルを横に薙なぐ。

　サーベルが微弱な震えを帯び、ひとりの腕がサーベルごと宙を舞う。

　ウィルの脇腹や、肩も浅く斬られる。

　大した傷ではない。血も出ない。

　ウィルは着地の衝撃を転がって吸収させ、地を蹴って左側の《騎士》の顔面を手のひらでつかんだ。そのまま勢いをつけて、相手の頭を壁に叩きつける。壁はわずかにへこんだ。

　相手はひどい眩暈を感じているのだろう。びくりと震えて動きを止める。

　でも、ここで容よう赦しやをしてはいられない。手を止めたらこいつは復活する。

　ウィルは超硬度サーベルで、ひと思いに彼の頭ず蓋がいを貫き通す。

《騎士》の背が大きくしなり、今度は完全に動きを止めた。

　その姿が一瞬自分と重なりそうになり、心臓が急速に圧迫されるのを感じる。喉があえぐ。頭が痛い。誰かが歌っている。脳が、あの、戦いを賛美する曲を思い出している。苦しい。こんなのは嫌だ。戦いたいわけじゃない。目の奥が重い。泣けるのなら泣いていたい。

　でも、無理だ。

　ウィルは振り向きざまに、背後に迫っていた《騎士》の心臓の位置にサーベルを突き立てる。

　さっき自分が負傷させた敵だ。サーベルは心臓を貫く。

　ぎこちなく固まる敵の腹を蹴ってサーベルを抜き、三人目の頭を薙ぐ。

　最後のひとりには、ギャリーが何発か銃弾を撃ちこんだ。

　撃たれた《騎士》は無造作にギャリーを剣で斬り下ろそうとする。

　ギャリーはすかさず銃身で防ごうとするが、《騎士》は銃ごとギャリーを両断すべく、真正面からサーベルを振り下ろした。

「ギャリー！」

　勝手に声が喉から零れ、ウィルは《騎士》に横から体当たりを食らわせる。

《騎士》はギャリーを浅く傷つけただけで、地面に叩きつけられた。

　ウィルは彼に馬乗りになり、力の限り頭に剣を突き立てる。

　体の下で敵がびくりと震え、すぐに動くのをやめた。

　……これで、全部終わり。

　終わりだ。

　ウィルはのろりと立ちあがると、敵からサーベルを抜き去った。

　大した怪け我がはしていないのに、妙に体が重かった。きっと心が重いからだ。苦しみが去らない。内臓が残らず石に変わったようで、上手く呼吸ができない。

　それでも視線で辺りを見渡し、ギャリーのほうへ近づいていく。彼は胸を縦に浅く切り裂かれて、警官の制服を黒っぽく染めていた。しかし、今は自分の痛みも忘れているようだ。

　ウィルの顔を見て絶句している。

　ウィルが彼の傍らに膝をつき、サーベルを振り捨てて怪我の具合を看み始はじめると、ギャリーはやっと顔を歪めて声を絞り出した。

「大丈夫か、お前……ひどい顔してるぞ」

「大丈夫だ。あんたの傷も重くない。さっさと出よう、こんなところ」

　妙に感情の抜けきった声だな、と自分で思いながら、ウィルはギャリーの傷に彼のシャツで仮の血止めをして立ちあがった。

　振り向くと、ジュリアスは口を半開きにしたまま沈黙している。

　こんな奴、置いていければいい、と思った。

《騎士》の命を駒と同じように使う人間なんて、どうなってもいい。

　──心の底からそう思えたら、自分の人生はもっとずっと楽だったのだろう。

「おい、お前……何する気だ」

　ギャリーの愕がく然ぜんとした声を背後に聞きながら、ウィルはジュリアスの眼前に立った。

　近くで見ると、ジュリアスの衣からわずかにのぞく体にも、厳重に包帯が巻きつけてある。

　やはり負傷しているのだろう。四肢に力はなく、ひとりで動ける状態とは思えなかった。

（アンジェリンが見たら、泣くな）

　彼女の涙を思い出すと、自分も泣けてきそうになる。

　アンジェリンはすべてを知っても、きっとジュリアスに手を差し伸べるだろう。抱きしめる前に、懸命に治療をしようとするだろう。彼女には、どこかそんな強さがある。

　どれだけか弱く見えても、けしてあきらめない強さと、無謀なまでの勇気がある。

　そして何より、彼女の強さは伝染するのだ。

　彼女が背を正しているのを見れば、自分も正さずにはいられない。

　彼女があきらめないうちは、自分もあきらめられはしない。

　ウィルはジュリアスに囁きかける。

「殿下。行きましょう。妹さん、待ってますよ。彼女はあなたのこと、まだ嫌ってないんだ」

「そうか？　あの子は、わからない子だ。わたしは、あの子を愛したことなどないのに」

「……ほんとに、なんで人間ってそうやってすれ違うのかなあ」

　ウィルは悲しく苦笑し、改めてジュリアスの背後の壁に書かれた文字を見る。

『彼の望みは、支配』

　これが本当なら、心からばかばかしいと思った。

　いつの時代も、支配者だけが何かを支配した気になる。

　けれど、そんなものは幻だ。

　他人の魂を手に入れられる人間はどこにもいない。

　殺したって、何も手に入らない。

　殺すだけの人生はむなしい。

（……帰ろう。アンジェリンのところへ）

　疲ひ弊へいした頭でアンジェリンのことを思い出すと、古風な鈴すず蘭らんの香水が漂ったような気分になった。わずかに心がすっきりする。大丈夫。

　アンジェリンが待っていてくれる限り、そこへ帰ろうという気になれる。

　帰ろう。アンジェリンのところへ。

　やっと籠の外に出て、何か高潔なことをなそうと、細い体で折れるほどに頑張っている彼女の隣に立とう。彼女はまだ、自分を必要としていてくれる。

　大切に思って、信じてくれる。

　誇りを、くれる。

　何かを守って生きる、そんな誇りを。

　ウィルは自分をどうにか奮い立たせて、ぐったりとしたジュリアスの体を抱きあげる。

　ギャリーに声をかけようとして、ふとジュリアスが座っていた椅子の背もたれに目がいった。今までジュリアスの背で隠されていた場所に、赤いペンキの文字がある。

　壁の文字と同じ筆跡で、そこにはこう書かれていた。




『そしてアーリンガム、これがお前の望み。死んだような生の代わりに華やかな死を！』




　──これは、ウィル宛の言葉だ。

　はっきりと認識した瞬間、背筋が冷える。

　同時に少し下のほうで、かちり、と何かのスイッチが入る音がした。

　ウィルが視線を落とすと、ジュリアスの腰掛けていた椅子の座面に簡単な細工が施されているのがわかる。

　それは、座っている人間──ジュリアスが、椅子から離たときに作動する仕掛けだった。

（こいつは、怪我をして動けなかったのに……？）

　そうだ。これは、ジュリアスを誰かが助け下ろしたときにのみ作動する罠なのだ。

　ここでウィルがジュリアスを助けるだろうと、先読みして作られた罠。

　親切心とか、そういったものを力の限り踏みにじる仕掛け。

　衝撃と、暴力的な徒と労ろう感かんでウィルの心が痺れる。

　それでも、ウィルは戦場の癖で叫んでいた。

「爆弾！　伏せろ！」

　彼はやむなくジュリアスを床へ放り出し、爆弾を抱えようと手を伸べる。

　その襟首を、ギャリーの手がつかんだ。

「《騎士》！」

　割れた声がウィルを呼ぶ。

　彼がウィルを椅子から引き剝がそうとしてくれるのがわかる。

　止よせ、と叫ぼうとしたウィルの眼前で、かっと白い光が広がった。

　うっかり鋭くしたままだった視覚が、瞬時に役に立たなくなった。

　目が見えない。熱いものが、ありとあらゆる場所から体内に入ってくる。

　誰かがあざ笑う声が今にも聞こえてきそうだ。

　──信頼がなんだ。誇りが、優しさがなんだ。

　──死の前に、そんなものはなんの役にも立たない。

　ウィルだってそんなことは知っている。それでも体は勝手に動いた。反射的にジュリアスとギャリーをかばおうと、彼らの腕をひっつかむ。

　その直後に、ふたりの体が、ほろりと消えるのがわかった。

　誰かの名を呼ぼうとしたが、声は出ない。




　そして、頭のどこかで華やかに響いていた音楽の木こ霊だまが、不意に途絶えた。
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　博覧会まで、あと三日。

　王立公園のすぐそばの大聖堂で、正しよう午ごの鐘かねが鳴っている。

　からん、からん、と、懐なつかしい音で時を告げる。

　アンジェリンは、派手に塗られた馬車の中でそれを聞いていた。

（何度数えても、間違いはない。今日は、ウィルが帰ってくると言った日だ）

　今日、この日の明け方に帰ってくる、と告げて警察に捕つかまったウィルは、日が高く昇っても姿すら見せなかった。

　愛らしく安っぽい小物や家具が詰まった小さな馬車の中、アンジェリンは椅子に座って背を正している。

　この馬車は、博覧会場である公園の端はしに立ったサーカスの所有物だ。

　──狭せま苦くるしいとは思いますが、しばらくこちらにいらしてください。楽屋代わりに使われている馬車のひとつです。

　──ええ、サーカスの連中には貸しを作っておきましたから、大丈夫。彼らは法に追われるような者でも、恩義があればけして裏切らないという掟おきてを持っているんですよ。

　エルネストはそう言って笑って、彼女をここにかくまってくれた。

　ウィルも、エルネストも、全力でアンジェリンを守ってくれる。

（なのに、私には返せるものが何もない）

「遅くなりました、アンジェリン様」

　アンジェリンの胸苦しさを払うように、耳に心地よい声と共に鍵を開ける音が車内に響く。

　はっとして扉のほうを見つめ、アンジェリンは心の底から祈る。

（どうか、彼がウィルと一緒でありますように。唯ゆい一いつ神しんラウルス、宇宙を生んだものよ）

　膝ひざの上で白い指を強く組みあわせて待っていると、小さな扉をくぐってエルネストが姿を現した。常つねの従じゆう僕ぼく姿すがたよりは少しくだけた服装だが、それも彼の甘い美び貌ぼうを損そこなうことはない。

　しかし、彼はひとりだった。

　全身が冷たく、重くなるのを感じながら、アンジェリンは声を絞り出した。

「エルネスト。ウィルは……」

　エルネストは一瞬表情を曇くもらせるが、あくまで礼儀正しく一礼する。

「申し訳ございませんが、姿形もありません。新聞や場末の噂に、それらしき死体の話があるわけでもなし。どうにも手詰まり、と申しあげるほかありません」

「……そうか」

　死の確証はないが、そのぶん手がかりもないということだ。

　ほっとしていいのか、悲しんでいいのか判断に困る答えに、アンジェリンはかすかに微ほほ笑えもうとする。あまり上う手まくできた自信はないが、それでもとにかく声を押し出す。

「でも、ウィルのことだからな。きっと今、頑張っているところなのだろう。彼はよく、寝坊をするひとだし。時間にはあまりうるさくないんだ。そこはコローニア人らしくないというか、軍人らしくないというか、まあ、欠点は誰にだってある」

「アンジェリン様」

　エルネストの声に密ひそやかな憂うれいが宿る。

　アンジェリンは反射的に、視線を小さな飾り棚のほうへ逸そらして続けた。

「そうだ、エルネスト！　私たち、ふたりで博覧会の主会場まで行ってみないか？　何かわかることがあるかもしれない。ここに隠れているのが安全なのはわかっているが、じっとしていても何も始まりはしないだろう。うん、いい考えだ。そうとなったら日ひ傘がさを用意して──」

「殿下、お願いがございます」

　不意にエルネストが言葉をさえぎったので、アンジェリンはびくりとして彼を見てしまった。

　元の育ちはどうであれ、今までのエルネストは従僕として完璧だった。

　主人の言葉をさえぎるなんて、今のが初めてだったのだ。

「……うん」

　きっと彼は相当な決心をしている。

　ここは、どんなにつらくても黙って聞かなくては駄目だ。

　気合を入れてうなずいたアンジェリンに、エルネストは真剣そのものの面おも持もちで囁ささやいた。

「わたしと、逃げてくださいませんか」

　とっさに言葉の意味が取れずに、アンジェリンはじっとエルネストを見つめる。

　いくら見つめても、彼は怖いほどにまっすぐ見つめ返してくる。

　彼は、本気だ。

「エルネスト」

　呆あつ気けに取られて彼の名を呼ぶと、そのまま感情がどっとあふれてきて、涙になって零れ落ちそうになった。なんでエルネストはこんなことを言うのだろう。

　今、ここにはウィルがいないのに。ふたりで逃げて、一体なんになるだろう？

　アンジェリンが何か言う前に、エルネストが怖いほど真しん摯しに言葉を重ねる。

「今さらの願いであるとは存じております。勝手であるとも、知っています。それでも、わたしは、あなたにしあわせに生きていてほしい」

「エルネスト。あなたは、おかしい。おかしなことを言っている」

　やっとのことでアンジェリンが囁くと、エルネストの表情が不意に揺らいだ。

　彼も美しい顔を泣きそうに歪ゆがめて、何度か言葉を吞みこむ。

　どこか少年じみた苦しげな様子で、エルネストはアンジェリンのすぐ目の前まで、ゆっくりと歩み寄った。艶つやのない木の床にそっと膝ひざをつき、エルネストは彼女を見上げる。

「少しだけ、聞いてください」

　懇こん願がんするような、胸の苦しみがにじむような声こわ音ねだ。

　エルネストも、ウィルがいなくて苦しいのだ。

　そうわかると、ほんの少しだけ安心できた。

　アンジェリンは膝の上でぎゅっと拳こぶしを握り、答える。

「……話してくれ」

　エルネストはわずかに目を細めて崩くずれた笑いを浮かべると、おもむろに話し始める。

「アンジェリン様。最初にあなたを見たとき、わたしはあなたを愛していませんでした。──人形のような子供だ、と思いました。美しいが、それだけだ、と。とっとと手なずけて、さらってしまおうと思っていた。そんなことは至極簡単だと、そう、思っていました」

　エルネストの死後に経験したもろもろで、彼の目的や最初の気持ちは大体予測していたことだった。でも、こんなことを彼の口から聞くのは初めてだ。

　ちくちくと胸が痛む。優しかったエルネストの思い出が目の前にちらつき、なおさら眩暈めまいがする。

　それでも、アンジェリンは懸命にうなずく。

「うん」

「……でも、できなかったのです。やらなかったのではない。できなかったんだ。あなたには、わたしの『悪』が見えていなかったから。それまでのわたしは、わたしが積み重ねた悪徳でもって女性たちを誘惑してきました。けれど、あなたは最初から、そんなものとは関係なしにわたしを見ていた」

　エルネストの声はいつもどおり優しく美しかったが、歌うように滑なめらかではなかった。

　彼は自分の心を確かめるように、何度か立ち止まりながら喋しやべっていた。

「わたしに誘惑されないあなたが、わたしの希望でした。わたしの悪に絶対に染まらない人間がいる。それが最初は信じられなかった。けれど、信じるしかなくなった。──戸惑いました。恐ろしい、とも思いました。そして……嬉しかった。救われたような気分になった」

（私が、エルネストを──救った）

　そのひとことが、ついにアンジェリンの涙腺から涙をあふれさせる。

　ぬるい涙が頰を這うのを感じながら、アンジェリンは震える唇を開いた。

「すまない、エルネスト。私は、そんなすごい人間ではないのだ、ばかだし、嫉しつ妬ともするし、切符の一枚も買えない。私にあなたの悪が見えなかったというのなら、それは私の目が悪かっただけだ」

　悲しかったし、悔くやしかった。もっと、目の前のひとのために何かできたらよかった、と彼女は思う。自分はずっと、エルネストの優しさに甘えるだけだった。

　彼がどんな苦しみと罪を背負って生きてきたかなど、少しも知らなかった。

　……多分、ウィルはエルネストのことを、もっとちゃんとわかっていたように思う。

（私は、どうしてこんなに駄目なんだろう）

　考えれば考えるほど、涙がますますあふれてくる。

　とどめようはなく、ぬぐう気にもなれなかった。

　エルネストはそんな彼女を見上げ、穏おだやかに笑って言う。

「それでも、あなたはわたしを救ってしまわれたのです、アンジェリン様」

「なんでか、ちっともわからないが……あなたが救われたなら、私、生まれてきてよかった」

　声に出して言うと、もうどうにもたまらなくて、涙は嗚お咽えつさえ伴い始めてしまった。

　アンジェリンは小さく肩を震わせ、うつむいて顔を手で覆おおう。

　近くでひとが動く気配がして、控えめな熱が背中に載る。

　次に絹のハンカチが手に触れたので、アンジェリンは子供みたいにうなずいてそれを受け取った。

　エルネストはしばらく黙っていたが、ふと少し怖いほど真剣な声に戻って言う。

「ウィルはわたしとは違います。誠実な男だ。約束は絶対に守ろうとするはずです。なのに彼は来なかった。となれば事態はいよいよ切迫しています。──もう一度申しあげます。アンジェリン様、どうか、わたしと逃げてください。この命に誓って、わたしはそれ以上を望みません。あなたをしあわせに生きられる場所へお連れする以外、けして何も望まない。ですから」

　そこまで言って、エルネストは一度言葉を切る。

　アンジェリンがどうにかハンカチの隙間から見上げると、彼のまつげが苦しげに震えるのが見えた。エルネストは少しかすれた声で囁く。

「どうか、わたしの胸から希望の灯を消さないでください。どんなことより……再びの死より、かりそめの生より、今は、あなたという希望が消えるのが怖い」

　やっと言った、とでもいうような彼の声音に、アンジェリンは途方に暮れてエルネストを見上げた。彼が必死なのがわかる。彼も、きっと本当はウィルを待ちたいのだ。

　多分、エルネストはアンジェリンがいるから、あえて卑ひ怯きよう者ものになろうとしている。

　また新たな涙が零れてしまいそうで、アンジェリンはぐっと力をこめて目を閉じた。

　と、そのとき、エルネストが急に視線を扉のほうへ向ける。

　間もなく、扉の向こうから丁てい寧ねいな老人の声が響いてきた。

「失礼いたします。こちらに、亡きコローニア王国の第二王女、アンジェリン姫がいらっしゃるとお聞きしまして」

「誰がそのようなことを？」

　すかさずエルネストが硬こう質しつな声を出す。

　彼が警戒するのも当然だろう。あの言いようと発音。扉の向こうにやってきた相手は、高貴な人間に仕えている者に違いない。そして、今のコローニアに堂々と従僕を使いに出せるような貴族はほとんど残っていない。だとすれば、相手は十中八九、敵だった。

　アンジェリンは大急ぎで涙をぬぐい、立ちあがる。

　王女らしく。そう自分の心に囁くと、ほんの少しだけ救われるような気持ちがした。

「エルネスト。扉を」

「──は」

　エルネストはわずかに迷ったようだったが、アンジェリンの『王女』としての言いように言葉を吞んで胸に手をあてた。

　彼が馬車の扉を開くと、色とりどりに塗装を施した馬車が集まる夢のような場所が垣間見える。そんな世界を背に負って、真っ黒なお仕着せを着た品のいい老人が一礼した。

「直じきのお出まし、ありがたく存じます。我が主人からの招待状をお届けに参りました」

　慇いん懃ぎんな言葉と共に差し出された封筒を、エルネストが受け取る。

　彼は封筒の表と裏を確認して静かに瞳を光らせ、常より少し低い声で告げた。

「……リナルド・ピサノより、アンジェリン様宛に。博覧会への招待です」

　その名を聞くと、恐怖でぞっと鳥肌が立つ。

　やはり、彼なのか。あの、どうにも真意の読めないブラッキアリの数すう秘ひ術じゆつ師しなのか。

　こうもあっさりアンジェリンたちを見つけ出すほど、彼の勢力は強いのか。

　勝手に甦よみがえりかける船上で殺されかけたときの記憶を、アンジェリンはぐっと唇を嚙んで胸にしまい直した。

「お受けすると、返事を」

　アンジェリンの答えに、エルネストは完璧に冷徹で礼儀正しく告げる。

「殿下は、お伺いします、とのことです」

「我が主もたいそうお喜びになることでしょう。こちらはわずかですが、お衣装代にと」

　次いで取り出された明らかな金の包みに、エルネストの無表情がすうっと冷えた。

　すかさず、アンジェリンが言う。

「受け取るな、エルネスト」

　エルネストは少し驚いたように彼女を見つめ、かすかに笑って答える。

「はい」

　アンジェリンは軽く呼吸を整ととのえ、静かにリナルドの従僕と向き合う。

　彼の向こうにリナルド自身を見据えて、アンジェリンはゆっくりと告げた。

「大博覧会は私の故郷、このコローニアが開くもの。招待状をいただいたことに感謝はするが、あなたたちに衣装の心配までしてもらうことはない。私は、今の私の身の丈にあった姿で行く。それで卑いやしく見えるのならば、私自身がつまらない存在だというだけの話だ」

「ご立派でございます、アンジェリン様」

　エルネストが囁くのを聞き、アンジェリンはわずかにほっとした。

　相手の従僕は表情を変えないまま腰を折り、柔らかいだけの声で言う。

「承知いたしました。安あん価かでよい仕立屋が見つかるよう、お祈りしております。それでは」

　従僕が立ち去るのを横目で見やって、エルネストはすぐに扉を閉めた。

　振り返ったエルネストの瞳は、痛いほどの真剣さを取り戻している。

「アンジェリン様。ここがリナルドに知られているということは──おそらく、ウィルも」

　ウィルの名がアンジェリンの胸に突き刺さる。

　けれど、さっきの従僕に対抗しようと心を奮い立たせたおかげで、気持ちは多少落ち着いていた。

　──王女らしく。そして、自分らしく。

　ウィルはきっと、アンジェリンにそんなふうであれと言うはずだ。

　彼のことを思い出して深呼吸をし、アンジェリンはエルネストを見つめる。

　苦しそうなエルネスト。

　以前自分が彼の心を救えたというのなら、今も、少しくらい支えられるかもしれない。

「……エルネスト。私は、ウィルからいくつかもらったものがある。その中でいちばん大きなものは、『信頼』だったように思う」

　言葉にするとなんだか大おお仰ぎような気もするし、ありふれすぎている気もする。

　けれど多分、これは本当のことだ。

　アンジェリンは大切にウィルの言葉をなぞる。

「『あなたは、王女にふさわしくない』。ウィルはそう言って、私を叱しかってくれた。けなしたんじゃない。こんな私でも、頑張り次第では王女らしくなると信じてくれたからこその言葉だったと思う。そのときはよくわからなかったけれど、今はわかる。……誰かに信じてもらえると、ひとは、そのぶん頑張れるんだ」

　アンジェリンがそうやって話していくと、エルネストの表情は徐々に緩ゆるんでいった。

　痛いほどに張り詰めていたものが、少しずつほどけていく感じがする。

　ひょっとしたら、エルネストもウィルのことを思い出しているのかもしれない。

　誠実で、どこかとぼけたあの感じ。

　変わっているけれど、一緒に居ると心の底から安心できる。

　アンジェリンは彼のことが好きだ。

　失いたくない。絶対に。

　アンジェリンは改めて、エルネストに強く言った。

「エルネスト。私はウィルを信じる。あなたのことも。だからできれば、私のことも信じてほしい。私は、私のやり方でリナルドたちの悪だくみを止めてみせる。ウィルも、きっとどうにかして取り戻す。だから、私と一緒に来てほしい。──すまない。ウィルがいないと、私のしあわせはないのだ」

　最後まで言い切ると、エルネストは笑う。

「はい」

　短くひと言だけ告げた彼の顔は不思議に晴れ晴れとしていて、アンジェリンもつい、つられて微笑んでしまった。
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　コローニア大博覧会が開かれる国立公園は、元は王家の狩り場だった。

　灰色の都市の真ん中に長方形の緑の敷地が広がり、古王国風の噴水や廃墟風の石の門、乙女が屋根を支える意い匠しようの四阿あずまやなどが点在する。

「しかし、よく晴れたものだな。首都はいつも曇くもりなのかと思っていた」

　アンジェリンがくるりと光沢のある灰色の日傘を回すと、ちょうど青い空にぽんぽんと能天気な音を立てて花火が上がった。

　傍かたわらに立ったエルネストは、手袋をした手をかざして白く光る太陽を見上げる。

「首都の空が暗いのは煤ばい煙えんのせいなので、政府が朝から工場のほとんどを休業させたようです。本日が博覧会の初日。コローニア新政府が全世界に見栄を張りたかったのでしょう」

　見栄か、とアンジェリンが首を傾げると、周囲を取り巻いた人々がそれを視線で追った。

　主会場へと続く大通りは歩くだけでも大変なほどの人混みだったが、アンジェリンとエルネストの周りにはきっちり空間がある。

（……にしても、これは、避さけられているのか……？）

　ついつい暗くなるアンジェリンだが、エルネストは傍らでいかにも自慢げに微笑んだ。

「それにしてもお美しい。この世に奇跡というものがあるのなら、残らずあなたの上に降り注いだのであろうと思えるようなお姿です」

「そうか？　だったら嬉しいが……あの仕立屋のひとたち、なぜ無む償しようでこんなきちんとした仕事をしてくれたのだろう」

　アンジェリンは自分の格好を見下ろしてちょっと心配になる。

　今日の彼女はいつもと違い、完璧な貴人の正装だった。

　明るい南方の海の色を映した、鮮やかだが深みのある青い布に、品のいい鈍にぶい金のレースやリボンを飾ったドレス。頭にちょんと載せたドレス・ハットも同じ配色で、薔ば薇らや希少な鳥の羽で彩いろどられている。

　すべての色彩と造形が彼女の凜りんとした美び貌ぼうを引き立て、今日のアンジェリンはまるで全身が精せい緻ちな装飾品であるかのようだ。

　隣に立つエルネストがぞっとするような甘さを含んだ美男子なのも相まって、周囲の人間は立ち止まるか、何度か振り返るか、遠巻きにするか、漏れなくどれかの行動を取っていた。

　エルネストはアンジェリンと共に歩きながら自信満々で言う。

「仕立屋の主人が向こうから『代金は要いらない』と申し出てきたのですから、受け入れるのが親切というものです。自分たちのドレスの広告効果も見込んだのでしょうが、それもアンジェリン様の気品と、美しさあってのことですよ」
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（しかし、エルネストの服も同じ仕立屋が必死に作ってくれたんだ。彼の美形っぷりも充分に作用したはずだし、どうもエルネストは目を離していると無言の圧力というか、脅きよう迫はくというか、ああいうのを使う。……後であの仕立屋さんには、何かお礼をしなくては）

　アンジェリンは考え考え、背の高い針葉樹が左右に並ぶ道を行く。

　今日のために公園はすっかり飾りつけられ、まるで広大な遊技場のようになっている。

　木々の間に不意に現れるサーカスの赤と白のテントや、冷やした蜂はち蜜みつ水すいや揚あげたパン菓子を売る屋台などを横目に歩いていくと、なだらかな丘のほうで乱反射する光が目に入った。

「あの光っているのが主会場か？　すごい光だな。それに──なんて大きさだ……」

　徐々にあらわになってくる会場の全貌に、アンジェリンは目を瞠みはってつぶやく。

　長い道の果てにあったのは、まさしく光の宮殿だった。

　あまりにきらきらと光るせいで、直視するのすら難しい。正面に優美なアーチ形の身しん廊ろう、左右に角張った翼よく廊ろうを持つ大聖堂じみた建物は、すべて硝子ガラスでできている。

　細かな幾き何か学がく模様を描いて見える骨組みは、精巧に組みあわされた鉄の柱だ。

　既存の建物の中では温室にいちばん近い外観だが、大きさは王立植物園の温室に較べても数十倍はある。

「ご招待ですか？」

　主会場にアンジェリンたちが歩み寄ると、美しいお仕着せを着た男が品よく尋ねてきた。

　彼はエルネストが差し出した封筒を見て深くうなずき、ふとエルネストの抱えている細長い包みに視線をやった。中身はアンジェリンの錬れん金きん術じゆつ用の杖だ。

「何か？」

　しれっと訊くエルネストに、係員はあくまで丁寧に言う。

「危険なもの、あまりかさばるものは、こちらでお預かりを」

「貴重品なのだ。悪いが、彼に持たせておきたい」

　アンジェリンが言っても、係員は主張を変えなかった。

「高貴な方がたくさんいらっしゃる場ですので。どうぞ、ご協力をお願いいたします」

　大体予想していた展開に、ちら、とエルネストとアンジェリンは視線を交わす。

　これから始まる開会式は、一般公開前に各国の賓ひん客きやくのみが招かれた式典だ。

　係員の言いようは当然ではある。

　アンジェリンが浅くうなずくと、エルネストは杖を係員に手渡した。

　係員は受け取った杖を他の係員へと手渡し、アンジェリンたちに深く腰を折って入り口に掛け渡されていた金色の綱つなを外す。

（杖がなければ錬金術は使えん。いざとなったら、その場でどうにかするしかない。まずはリナルドたちに近づいて、話をする。──なんとしてでも、ウィルを取り戻さねば）

　決意を新たに数歩会場に入りこむと、目の前にわっと非現実的な世界が広がった。

　そのものすごさに、アンジェリンはひととき不安を忘れて声をあげる。

「これは……すごい！」

　見上げているとひっくり返りそうになる、高い天井。

　下町の民家がいくつか横に並んでしまいそうな幅の身廊。

　中から見るとひときわ広大な空間を、びっしりと物珍しい何かが埋めている。

　左右にずらりと並んだ巨大な鉢植えの木々は、どれもコローニア国内では見られない不思議な南国の植物だ。色とりどりの花はな蔓づるの垂れる下には人工の小川が流れ、木々の隙間から古王国時代の彫刻のレプリカが顔をのぞかせる。

　そして天井の鉄骨からは、糸で巨大な鯨くじらや鳥の剝はく製せいやら、羽根の生えた天使の人形で聖堂の天井画の再現をしたものやら、巨大な凧たこ、はたまた最新式の飛行機までもが吊り下げられていた。

「エルネスト、すごいぞ。なんというか……すごいとしか、言いようがない」

「確かにすさまじいものがありますね。奥のほうは武器のように見受けられます」

　エルネストの声が冷たく響き、アンジェリンは急速に現実に引き戻された。

（そうか。博覧会というのはただの展覧会ではないのだったな。プロパトリアの兵器展示会のようなものだと、以前エルネストが言っていた）

　そう思い出すと、一気に辺りの光景がいびつなものに見えてくる。

　実際、身廊の奥の舞台前まで進んでみると、周りはさりげなく隠された武器だらけになってきた。

　列車の一両ぶんに冗談みたいに巨大な砲塔がついたものや、アンジェリンの背丈の二倍はありそうな直径の車輪をふたつ横に繫げて真ん中に爆弾らしき何かを積んだもの。

　いくら木々の緑の中にひそませようと、禍まが々まがしい鉄の質感はごまかしようがない。

（ウィルは……コローニアの兵士たちは、こんなもの相手に戦ったんだろうか）

　彼らの恐怖を思うと、アンジェリンは心臓に重い石を載せられたような気分に襲われる。

　自分たちよりよほど大きく、非人間的な金属の塊に、ウィルはどんな気分で向きあったのだろう。しかも彼には、共に戦う仲間すらほとんどいなかったのだ。

　必要最低限の会話しかせずに、ただひたすらにひとを殺し、ものを壊し、化け物と呼ばれ、命を狙われる日々。

　それはおかしくもなるだろう。偏へん屈くつにもなるだろう。

　むしろウィルは、あれで健全すぎたくらいだ。

（ウィル。あなたは今、どこで、何をしている？　やっぱり、ひとりなんだろうか）

　心の中で囁きかけて、彼の穏やかな笑顔を思い出した。

　生まれたときから、ずっと幽霊を見ていたという彼。その後も悲惨なことを山ほど見たであろう彼。

　彼に、再びひとりで戦うことを強しいたのは、自分だ。

　ウィルのしあわせは、あの暖かいブラッキアリの田舎いなか町にあったはずなのに。

　そう思うとアンジェリンは強い眩暈を覚えて、立っていられないような気持ちになる。

　すかさずエルネストの手が腰に回り、優しい力で彼女を支えた。

　彼の体温が心に染しみて、嬉しいのと同時に心が痛む。

「ありがとう。──大丈夫だ」

　エルネストに囁き、アンジェリンは仮設舞台の前に並んだ椅子のひとつに腰掛ける。

　周囲では、各国の代表や奥方たちがすでに席に着いていた。

　彼らは見慣れないアンジェリンの姿に、ちらちらと視線を送ってきては囁きあう。

「あの可か愛わいらしい方は？」

「コローニアのお嬢さんだな。しかし、見覚えがない」

　アンジェリンは彼らとは視線を合わせず、会場にリナルドの姿を探した。

　一見するぶんには、周囲にあの黒い軍服はない。お仕着せの係員が数人いるだけだ。

（しかし、わざわざ招待状をよこしたのだ。個人的に話したいことがあるか、この間の仕返しをしたいのか、ここで私に見せたいものがあるのか、どれかだろうに）

　アンジェリンが慎重に考えているところへ、脇の鉄骨の途中へ作りつけられた露台バルコニーの上から、楽隊の音楽が鳴り響く。

　勇壮な音楽に乗せて、「プロパトリア共和国首相、ルノー・ドゥラランド様！」と司会が呼ばわると、茶色い髪の恰かつ幅ぷくのいい紳士が壇上に上がってきた。

（コローニアより先に、プロパトリアの首相が挨あい拶さつをするのか）

　改めてコローニアの現状を見せつけられるようで、アンジェリンはなんともいたたまれない気分になる。プロパトリア首相のやや傲ごう慢まんで装飾過多な祝辞の次には、コローニア新政府の、やけにひょろっとした神経質そうな眼鏡の男が続いた。

「先ほどプロパトリア首相がおっしゃいましたように、この博覧会は歴史的な意味のあるものです。古い国と思われているこのコローニアの近代化には、プロパトリアの協力が不可欠であります。また、プロパトリアと我々は──」

（三秒に一回はプロパトリアの名前が出てくる演説だな）

　力在る者へのすり寄りも、ここまであからさまだと喜劇じみている。

　ウィルがここにいたら、一体どんな皮肉を言ったことだろう。

　さすがのアンジェリンも閉へい口こうしていると、コローニア新政府代表はいきなりとんでもないことを言いだした。

「──というわけで、あちらをご覧ください。今回は古い慣習を打ち破り、コローニアの三つの国宝を展示させていただきました」

「何……!?」

　アンジェリンは思わず声をあげ、新政府代表が示した舞台脇を見た。

　まるで間を計ったかのように、問題の展示ケースから係員が布を取り去る。

　現れたのは、硝子ケースの中に収まった金色の杖と、王冠と、何かの巨大な結晶のように見える石の三つだ。

「アンジェリン様、あれは？」

　脇からエルネストが抑えた声で訊いてくる。

　アンジェリンは最初の衝撃からどうにか立ち直り、自分も声をひそめて囁いた。

「あれは、コローニア王室の秘宝だ。王冠は戴たい冠かん式しきに使うものだが、杖は王となるものが受け継ぐべき錬金術の杖。結晶は《万ばん象しようの精霊粉》といって、ありとあらゆる精霊を集めて使える秘宝中の秘宝。王家の者も戴冠式でしか目にしない。私も見るのは初めてだ。間違っても、こんなところで見み世せ物ものなんかにするものではない」

「なるほど。権力にすり寄ることばかりに夢中になって、自分たちの価値をせっせと落としている、ということですね。アンジェリン様の国にそんなことをするなど、万ばん死しに値あたいします」

　エルネストが冷たく吐き捨てるのを聞きながら、アンジェリンは食い入るように王室の秘宝を見つめていた。

《万象の精霊粉》の結晶は、アンジェリンの目には七色の粒子が寄り集まっているように見える。ちらちらとせめぎあう七つの色の正体と配置は、複雑気ままに絡まりあっていた。

　これは直感的に見ていても、かなり構造が難しいのがわかる。

　しかし、頑張ってこれを操れるようになれば、いちいち色々な精霊粉を合成して精霊を呼ぶ必要はない。なんでも手軽に作れるようになる。

　まるで、夢のようだ。

（……しかし……手に入れて、何を作るのだろう）

　不思議だ。なぜか、城にひとりで引きこもっていたときほど、強烈に作りたいものがない。

　エルネストは無事復活して横にいてくれるし、それで充分ではないのか。

　そう気づくと、すっとアンジェリンの視界から七色の光が退ひいていく。

（え？　なんだ？）

　唐とう突とつなことにびっくりして、アンジェリンはもう一度目を凝こらしてみる。

《万象の精霊粉》はまだそこにあったが、ただの結晶にしか見えなくなっていた。

　いつもの、錬金術を自在に扱える視界が戻ってこない。

　一体何が起こったのだろう。アンジェリンの胸には漠ばく然ぜんとした不安が広がったが、それはすぐにもっと強烈な不安に吞みこまれて、どうでもいいものに変わってしまった。

　今は、錬金術の実験のことなんか考えている場合ではない。

　ウィルだ。

　彼と、この国が無事なら、別にあの鮮やかな視界を失ったって構わない。

　アンジェリンがそう心を決めている間に、コローニア新政府代表の話は終わり、今度は壇上が騒がしくなってきた。

　なんだろう、とアンジェリンが視線を戻すと、なにやら布のかかった大きなものが仮設舞台に押しあげられている。

　係員たちはさらにそれの周りを大きな布でぐるっと囲ったので、仮設の舞台には即席の幕ができたような格好になった。

　すべての用意が終わったところで、司会が派手に声をあげる。

「それでは、このたびの博覧会を開催するにあたり、プロパトリアと並んでお力添えをいただきました、ブラッキアリ王国のリナルド・ピサノ首相より、全世界が注目する新発明のお披ひ露ろ目めがございます！」

（リナルド！　やっと出てきたか）

　アンジェリンは急激に緊張が高まるのを感じ、視線でリナルドの姿を探す。

　彼はアンジェリンたちの背後から、身廊の真ん中を堂々と例の黒い軍服姿でやってきた。

　あげく、同じ格好の数人の部下まで従えている。

（フェリーチェの姿は、ないようだが……）

　アンジェリンが緊張して見守る中、リナルドは軽かろやかに仮設舞台へ駆け上のぼった。

　戦争の記憶も新しい各国首脳は、彼の出いで立ちに顔を険しくするが、リナルド本人は気にした様子もない。今日も役者然とした態度で、朗ろう々ろうとよく響く声を張りあげた。

「ごきげんよう、お集まりの皆様。リナルド・ピサノです。このような無ぶ粋すいな装いで申し訳ございません。しかし、わたしがこれからご紹介するものにはこれが最もふさわしいと、皆様もすぐに納得していただけることと存じます。さあ、音楽を！」

　リナルドに指さされると、露台の楽隊は大慌てで派手な交こう響きよう曲きよくを流し始める。

　曲目は、彼が船上で聴いていたオルゴールと同じ曲だ。

　アンジェリンは反射的に不快感を覚え、ドレスを強く握りしめた。

　戦え、戦えと叫ぶような音楽に、リナルドは上機嫌で体すら揺らし、手のひらで仮設舞台周辺に展示された武器を示す。

「さて、この場にあるものは、すべて素晴しき数秘術の精せい華かです。ご覧ください。あちらの列車砲は巨大戦艦の主砲に匹敵し、陸おかから敵の戦艦を沈めることができる。ひとに向けて撃ったら？　わたしの口からはとても言えないようなことになります。こちらは無限軌道つきの戦車。どれだけ荒れ果てた市街地の瓦が礫れきも乗り越え、残党をひとり残らず、平らげる！」

　生々しい表現を美声に乗せて叫び、彼はぐっと拳を作って客席を見渡した。

「なんなんだ、彼は」

「非常識な──」

　人々が囁きあっている様子が目に入らないはずはないのに、リナルドはさも満足そうに微笑んで姿勢を正す。

「どうです？　うっとりしていただけたでしょうか。他にもご案内したいものは数多くありますが、このたびのいちばんの目玉は、こちらです」

　少しだけ声の調子を落として彼が振り返ると、そこには最初に運ばれてきた布をかけた『何か』があった。

　リナルドはそれを眺めて力強くうなずき、改めて客席に向かいあって、自分の片眼鏡モノクルを指で押さえる。

「わたしの背後にあるもの。これは簡単に言うと数秘術師の眼鏡と同じものです。この眼鏡は複雑な機構を有しており、巨大化は不可能とされていました。それをついに、わたしたちブラッキアリの『第二の宇宙』党と、コローニア新政府が協力して実用化したのです。効果は、実際に見ていただくのが早いでしょう。──閣下！　こちらへ」

「わたし？　わたしは数秘術の心得はないが、いいのかね」

（……？　わざわざ、コローニア新政府の代表を指名するとは。どういう意図だ）

　どことなく嫌な予感を覚えるアンジェリンの目の前で、コローニア新政府の代表が再び舞台上へひっぱり出される。

　リナルドは親しげに彼の腕を取り、舞台上に張りめぐらされた幕の端へと連れていった。

「あなたなくしてはできなかったものですし、心得などない方のほうが、新鮮な驚きをみなさんに伝えられますから。さあどうぞ、こちらからご覧になってください。ここからあなたに宇宙が見えます。そして、宇宙の意思が」

　リナルドに導かれるまま、コローニア代表は幕の中へ入る。

　黙ってすべてを見守っていたエルネストが、アンジェリンの耳元に囁いた。

「アンジェリン様。プロパトリア首相の様子がおかしいようです」

「プロパトリア首相？」

　これまた、なんでだ。

　アンジェリンが問おうとしたとき、ひとりの男が椅子を蹴倒す勢いで客席から立ちあがる。

「──よせ、やめろ！」

　見れば、真っ青になって肩を怒らせているのはエルネストが『おかしい』と言っていたプロパトリアの首相だ。

　舞台上のリナルドは平然と振り返り、硝子越しの明るい陽光に片眼鏡を光らせて答える。

「おや、プロパトリアの首相閣下。どうなされましたか？」

「わたしはこのようなことは聞いていない！　一刻も早く、その眼鏡を撤去しろ！」

　対するプロパトリアの首相は必死だった。

　彼の尋常ではない様子を見て、周りの首脳たちも一体何事かとざわつき始める。

　唯一動じていないリナルドは、鷹おう揚ような調子で両手を広げた。

「ですから、何がいけないのですか、と訊いているのです。これは我が党が独自に研究、開発したものだ。我々ブラッキアリは、すべてにおいてあなたのお国の数秘術師と技術協力しているわけではありません。結婚しているわけでもあるまいし」

　わざとらしいブラッキアリ風の冗談すら飛ばしてみせるリナルドに、プロパトリアの首相はぶるぶると震えて立ち尽くす。何度か口が開いては閉じる。

　おそらくは葛かつ藤とうしているのだ。何かを言うべきか、言うまいか。

　しかし、ついに覚悟を決めたのだろう。彼はリナルドを指差して叫んだ。

「あなたは数秘術師だろう。ならば知っているはずだ。数秘術師の眼鏡は、蒸気演算器の受信機になっている。演算器が弾き出した答えを受け取ることで、様々な分析や未来予知を行う。だが……その、それをつけすぎると、弊へい害がいが……あるのだ」

「ほほう。弊害。それはたとえば、こんなような？」

　リナルドの薄い唇が、すうっと奇妙な笑みに歪む。

　彼は幕に首を突っこんだままだったコローニア代表の襟首をつかむと、乱暴に引きずり出した。同時に、舞台の周りの彫刻や木々の陰から、新たな黒い軍服の男たちが姿を現す。

「……ついに出ましたね。兵器の中にひそんでいたらしい。派手に武装しています」

　エルネストが忌いま々いましげに囁き、いきなりのことに客たちが立ちあがって声を荒らげた。

「何事だ、これは！」

「どうなっている、説明しろ！」

　怒声が響き渡り、辺りは一気に緊張に包まれる。

　しかし、リナルドは落ち着き払っていた。

「彼らはただの保安係員ですよ。危険があると困りますので」

　彼が指を鳴らすと、数人の黒服連中が無言で舞台に駆けあがってくる。

　一体何が起こるのか、アンジェリンは息を吞んで見守った。

　他の首脳陣も引きつって舞台に視線をやる。ただひとり、コローニア代表だけは、周囲の状況も気にしたふうではなく、ひたすら口の中でぶつぶつと何かをつぶやいていた。

　かと思うと、彼は急に真っ青になって黒い軍服のうちのひとりにすがりつく。

「──死にたい！　死にたい、死にたい、死にたい……どうしてわたしは生きているんだ！　頼む、殺してくれ、今すぐ殺してくれ、もう少しも待てない、舌が喉に詰まる、助けて！」

「これは……？　なんなんだ……一体」

　ほとんど冗談じみたコローニア代表の豹ひよう変へんに、アンジェリンは呆然とつぶやいた。

　周囲の反応もほとんど同じだ。呆気に取られ、あるいは不安そうにざわめいている。

　リナルドは自分の顎あごを撫なで、つまらなそうに笑ってコローニア代表を眺めた。

「ふむ。彼はどうやら、『自分を傷つけたい』という欲求の持ち主だったようですな。さて、他にもご自分の隠された願望を知りたい方はいらっしゃいませんか？」

　彼は平然と続けるが、目の前で起こっていることが異常なのは明らかだ。

（これはもう、放ってはおけない）

「リナルド・ピサノ！」

　意を決したアンジェリンが立ちあがると、リナルドは完璧な笑顔を彼女に向けた。

「おお、ようこそ、アンジェリン！　コローニアの美しき王女様。錬金術の姫君」

　リナルドの言葉に、他の客たちの何人かが驚きと共にアンジェリンを見やる。

　おそらくは、戦前の王家にアンジェリンなどという王女は影も形もなかったのを知っているひとたちだろう。

　しかし、今はそんなことにかまけている暇はない。

　アンジェリンは反射的にせり上がってくる恐怖をどうにか抑えつけ、懸命に叫ぶ。

「あなたは一体何を企んでいる。そのひとに何をしたんだ！」

「宇宙を見せただけですよ。そうですね？　プロパトリア首相閣下」

　リナルドは軽く肩をすくめると、アンジェリンと同様に席から立っているプロパトリアの首相を見やった。

　恰幅のいいプロパトリアの紳士は、真っ白な顔で冷や汗を垂らしながら言う。

「君は……狂っている。宇宙を見すぎたのだ」

　プロパトリア首相のうめきに、リナルドは軽やかな笑い声を立てた。

「ははははは！　まあ、そうかもしれませんな。蒸気演算器とは《万象の書》、すなわち『宇宙の意思』とでもいえるものに接続し、世界の真実を見せてくれ、未来を読む力すら与えてくれる夢の機械だ。しかし、その宇宙の意思は演算結果を通してひとにも浸透するのです。この眼鏡を使えば使うほど、そのひとからは余計なものがなくなってくる。心を飾っていたものが取り払われ、己おのれの一番の欲望がむき出しになる。しかも、その作用は演算器の近くにいればいるほど強くなる」

　数秘術師独特の話が続いている。誰もがわかったような、わかっていないような顔をしている中、アンジェリンは妙に記憶の中にひっかかるものを感じていた。

（宇宙の意思。それに触れると、欲望があらわになる──？　よく似た話が、錬金術にもあるな。ひょっとしたら、錬金術書に書かれているあれと、《万象の書》とやらは同じものか）

　彼女が考えている間にも、リナルドの声は続く。

「数秘術で国を富ますには、演算器は必ず必要になってくる。しかし、演算器が近くにあるとひとが影響を受けすぎて危険だ。そう知ったプロパトリアは、我々と協力してこのコローニアの地下に演算器を造ることにした。危険なものをこの国に押しつけようとしたのです。結果として、今、我々の地下では教区数個ぶんの大きさの演算器が動き、この眼鏡に、そしてこちらの巨大受信機にも、宇宙を映し出している」

　次々と暴かれるとんでもない話に、今度はさっきとは違うざわめきが起きた。

　いくつかの非難の視線が、今度はプロパトリアの首相にも向けられる。

　アンジェリンはかすかに震えて眉根を寄せ、プロパトリアの首相を見た。

「本当なのか？」

　彼女の問いに、プロパトリア首相は視線を逸らして答えない。

　彼はそのままリナルドに向き直り、叫んだ。

「蒸気演算器は未来のために必要な技術だ！　要は使い方を誤らなければいい。しかしリナルド、あなたは無駄に巨大な受信機などを造り、なんの心得もない者を《万象の書》に接続した。これは《万象の書》の悪用だ。君は、数秘術師として失格だよ！」

「おやおや。失格ですか。資格を剝はく奪だつされてしまうかな？」

　あくまで余裕たっぷりに微笑んでいるリナルドをねめつけてから、プロパトリアの首相は各国の代表たちを振り返った。

「聞いてください！　奴の言っていることは噓だらけだが、ここが危険なのは本当です！　どうかみなさん、逃げてください、あの男はおかしい。ここであの受信機を見たら、誰も正気を保てなくな……っ！」

　彼が最後まで言い終える前に、たん、と乾いた銃声がひとつ響く。

　誰もが息を吞んで見守る中、プロパトリア首相は大きく一歩、後ろに下がり──その後、ゆっくりその場にくずおれた。

　彼の肩からじわじわと血がにじみ始めたのを見て、首相夫人が辺りの沈黙を引き裂く甲かん高だかい悲鳴をあげる。それを合図にして、どっと空気がざわついた。

「動くな！　動けば即、射殺する！」

　間かん髪はつ容いれずにプロパトリアの首相を撃ったリナルドの部下が警告し、今度は硝子の壁に向かって発砲する。

　繊細な音が響き、割れた硝子がきらきらと舞い落ちた。

　どこか夢のように美しくも見える光の中で、今度はぎりぎりという耳みみ障ざわりな金属音が次々に響く。銃声を合図にでもしていたのだろうか。

　舞台の周囲に配置されていた兵器が、残らず客席のほうを向いた。

　弾をこめられていないはずだった兵器の銃口が、いかにも不吉に光っている。

　女性が悲鳴をあげ、パートナーが必死に彼女を抱き留める。ある者は悪あく態たいを吐つきながら椅子を蹴りつけ、ある者は呆然と立ちすくみ、ある者は指を組んで唯ゆい一いつ神しんに祈りだす。

　あっという間に戦場さながらの修しゆ羅ら場ばになった博覧会場で、アンジェリンはリナルドだけを見ていた。緊張が度を越して、逆に恐怖が消し飛んでいる。

　彼女は夢中でリナルドに向かって叫んだ。

「リナルド、なぜ撃った！　そのひとは、プロパトリアは、あなたの味方ではなかったのか」

「そう怖い顔をなさらないでください、お美しい殿下。ひとに真の味方などいませんよ。わたしは元から、隙を見てプロパトリアを出し抜き、ブラッキアリを世界一の数秘術国にするつもりでした。それも、宇宙の意思の前では小さな話ですが」

　リナルドは穏やかに言ってのけ、アンジェリンから他の各国代表たちに視線を移す。

　彼は尊そん大だいに、しかし堂々と叫んだ。

「みなさん！　プロパトリアは間違っていた。《万象の書》は我々の気をおかしくするのではない。正直にしてくれるのです。これを見ても、心が清らかな人間は聖人になるだけだ。けれど、わたしは知っている。あなたたちの本性はけして美しいものではない！」

　あなたたち、と言って示されたのは、この場に集まった各国の代表だった。

　引きつり、怒鳴り声をあげる彼らをしあわせそうに眺め、リナルドは情熱的に拳を握る。

「もはや、美しい時代は終わった。あなたたちは誰もが蹴落としあい、文句を言いあい、欲でよじ登ってここへ来たはずだ。それでいいのです。もっと正直になっていい。愚おろかな国民どもを守るふりをする必要は、もうない！　本当の望みを解放しましょう。富みたいでしょう？　もしくは、名声が欲しいはずだ。それとも、殺しあいたい？　いいじゃないですか。自分の使えるすべての駒を使って、心ゆくまで遊べばいい！　我々は第二の《数秘戦争》をしましょう。最新の武器を使って、お互いに殺しあおう！」

「ばか！」

　高く澄んだアンジェリンの声が悲痛に響き、その場違いさにリナルドはいったん口を閉じた。周りからも、呆気に取られた視線がいくつかアンジェリンのほうを向く。

　しかし彼女は、そんなものは気にせずにリナルドをにらんでいた。

　憎いよりも、怖いよりも、今はひどく悲しい。このひとはとうに吞まれているのだ。

　あの《万象の書》とやらに──いや、あれは、むしろ。

「リナルド。あなたが言う《万象の書》を、私は知っている。それは私たち錬金術師の言う、創造の神のことだ。強大すぎる力の塊であり、創造神であると同時に虚きよ無むの神。ひとは修行し、歳を取って、すべての欲から遠ざかり、心が本当に透明になるまではその存在を直視してはいけない。──錬金術書には、最初のページにそう書いてある」

　語るうちに強い悲しみが胸を突いて、アンジェリンはぐっと唇を嚙かみしめた。

　だから捨てるなと言ったのだ。

　錬金術を、書物の最初の数ページでもいいから学んでくれと懇こん願がんしたのだ。

　長く続いたものには、無駄なものやまやかしも多い。だが、それなりの真実も含まれている。

　古いものをすべて切り捨てることは、過去の過ちをなぞるのと同じことだ。

（そのくらい、このひとにだって、わからないはずはないだろうに）

　しかし、リナルドは笑う。

　何かに取とり憑つかれた笑みで、高らかに指を鳴らす。

　それを合図に、舞台を取り囲んでいた幕が一斉に床へと落ちた。

「アンジェリン様！」

　すかさず、エルネストが手袋をした手でアンジェリンの目元を覆う。

　アンジェリンが舞台上を見て狂わないようにという配慮なのだろう。優しい指だ。

　けれどアンジェリンはそっとエルネストの手に触れ、力をこめて押しのけた。

「大丈夫だ、エルネスト。私は、彼とは違う。──見てはならないものから、目を逸らすことくらいはできる」

　彼女がはっきりと言うと、エルネストの手は少しためらいつつもアンジェリンの顔から離れていく。

　果たして、開けた視界には奇っ怪な光景が広がっていた。

　舞台の奥に、巨大なレンズがある。

　真ん円のレンズは直径がリナルドの身長の二倍ほどで、金属製の台座に固定されていた。

　そんな大きさのレンズを造ること自体大変な作業のはずだが、これにはさらに変わったところがあった。

　暗いのである。

　表面が黒く塗られているわけではない。あらかじめ何か練りこまれているのとも違う。

　深みのある闇がレンズいっぱいに湛たたえられている、という表現が最もしっくりくるだろうか。

　まるでレンズのあるところに穴が空いているかのように見える。

　その黒には艶も質感もなく、硝子の壁を通して降り注ぐ陽光も反射すらしない。

（まるで、あのレンズの向こうに異界があるかのようだ。そして、これは──）

　アンジェリンの視線は、次に舞台中央に置かれた細長い箱に留まる。

　派手な色に塗られた木の箱は、どうやら棺かん桶おけのようだ。

　──棺桶。

　とっさに最悪の想像がアンジェリンの脳裏を染めあげる。

　間を置かず、リナルドはアンジェリンへ視線を戻してつまらなそうに笑った。

「ここへ来て、まだ錬金術書、か。あなたは変わらないな。あなたの世界は狭い。自分で自分を鳥とり籠かごに入れている。ぜひともここで宇宙を見るか、せめてもう少し絶望するのをお勧めしたいところだ。そうすればあなたも知るだろう。禁きん域いきに踏みこんでこそ、未来は手に入るのだ。──ご覧、かわいそうな王女よ。錬金術は、死んだ」

　妙に劇的に言い終えたリナルドの合図でもって、仮設舞台の床がきりきりと音を立てて動く。

　舞台の仕掛けで棺桶が立ちあがると、中から柔らかな花びらが幾枚か、舞台に落ちた。

　明るい昼の光が、棺桶に納まったひとの金モールにからまって美しく光る。

　硬くこわばって棺桶の中に納まっているひとが何者なのか、アンジェリンの本能は正しく真実を告げていた。

　この背格好。貴石じみた赤い髪。美しい独特の騎士服。

　彼はウィルだ。

　ただし、騎士服からのぞく体にはまんべんなくきっちりと包帯が巻かれている。

　──そこに命が宿っているとは、とうてい思えなかった。
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　目の前にウィルの死体がある。

　そう思ったとき、エルネストは自分がいらだっている、と思った。

（ほらご覧なさい。あなたはそういうひとだ。ふらふらとお節せつ介かいを焼いて、大して面めん識しきもない人間を信じたりして、簡単に好きだの、友達だのと言って、案外無む謀ぼうで、あっさり死ぬ）

　エルネストにはそんなウィルのことが大体わかっていた。

　だから言ったのだ。

　誰かに甘いことを言いたいなら、最後まで言い切るといい。

　そうでないなら、けして甘いことなど言わずに現実を見せてやるといい。

　そうしなければ、あなたはアンジェリンの心に傷を残す存在になるだろうから。

　──けれど彼は、案あんの定じよう最悪な退場をした。

　さんざん甘いことを言ったあげくにいちばん残酷なときに死ぬなんて、この世で最も酷い仕打ちだ。

「ご覧ください。彼はコローニアの《黄金の騎士》。皆様も新聞で一度はご覧になったことがある男です。しかし、残念ながら彼も無敵ではない。わたしの新型爆弾にかかれば、このとおり。ああ、包帯を取らないのはせめてもの情けというやつですな。彼は生前はなかなかの男前でしたから」

　リナルドのばかが何か喋しやべっているが、内容はどうでもいい。

　エルネストには彼の言う世界の仕組みやら、企たくらみの話には一切興味がなかった。

　エルネストにとっての問題は、リナルドがアンジェリンを傷つけた、ということだけだ。

　彼はここまでだ。

　ここで滅ほろびなくてはならない。それは決定事項だ。

「彼は時代の象徴だ。誇りだの名誉だのと言って戦ってきた人間も、たったひとつの爆弾の前にひれ伏す。時代は変わったのです」

　言いようばかりが立派で、めちゃくちゃな内容の話をリナルドが続けている。

　エルネストは彼に何かを言おうと口を開きかけたが、その前に傍かたわらのひとが告げた。

「そう思いたいなら、思うといい」

（……？　今のは、アンジェリン様か）

　一瞬信じられないほど、静かで落ち着いた声だった。

　エルネストが見ると、アンジェリンは燃えるような瞳で壇上のリナルドを見ている。

　かつてはけして見せることのなかった顔で、彼女は言い切る。

「私は、あきらめない。彼を、私を、信じている」

「信じる？　信じるといっても、これは死体ですがね」

　リナルドは苦笑して小さく首を傾げたが、エルネストにはぴんときた。

　そうだ、エルネスト自身だって、とうに死んでいるところから復活させられたのではないか。

　アンジェリンはきっとウィルを蘇そ生せいさせる気でいる。だからこれだけ気丈でいられるのだ。なんでそんなことすら思いつかなかったのだろう。

　自分で自分にあきれ果てるエルネストを、アンジェリンが見上げる。

「エルネスト、ついてきてくれ！」

　不安を引きちぎるような強い言いように、エルネストはひとりでに笑みが浮かんでくるのを感じた。

　返事はひとつだ。決まっている。

「常にあなたのおそばにおります、殿下！」

　彼の迷いない答えを聞くと、アンジェリンは深くうなずいて走り出した。

「止まれ！　止まらなければ、撃つ！」

　リナルドの部下の数すう秘ひ術じゆつ師したちが叫ぶが、アンジェリンは当然止まりはしない。

　エルネストはとっさに、そこらにしゃがみこんでいた客のひとりを無理やり立たせて自分とアンジェリンの盾にした。

　エルネストに引きずられている男はどうやら舞台上のレンズを真っ向から見てしまったらしく、身をよじりながら何事かぶつぶつ言っている。

　とはいえ、ここにいるのだからそれなりに重要人物なのだろう。

　敵は独断で彼を撃つことはできないと見えて、一瞬ひるんだ。

（なるほど。リナルドの『欲望』とやらは、おそらく『殺したい』か『戦争をしたい』だろうな。そのためにせっかく洗脳したこいつらを、やみくもに殺すわけにはいかない、とでもいうところか）

　エルネストは周囲の状況からそう判断をし、男を盾にしたまま身しん廊ろうの端はしへと近寄っていく。アンジェリンの目指している場所は、おそらくコローニア王家の秘宝を展示した硝子ガラスケースだ。

「ピサノ様！」

　ついに、救いを求めるように黒服がリナルドの名を呼ぶ。

　リナルドはそちらへ視線を向けることもなく、即答した。

「ひとりふたりは気にするな。殺せ」

「アンジェリン様、全力で走ってください！」

　エルネストはとっさに叫んで、盾にしていた男を放り出した。

　アンジェリンが浅くうなずいてドレスをつかみ、精一杯速度を上げる。

　敵の銃声が響き始めるのと同時にエルネストはアンジェリンを抱きかかえ、硝子の展示ケースの陰へ飛びこむ。

「──っつ……つつ……」

　どうにか目的の場所へはたどり着いたものの、肩口と足に焼けるような痛みを感じ、エルネストは荒い息を吐いた。

　腕の中でアンジェリンが身じろぎ、苦しげに囁ささやく。

「大丈夫か、エルネスト？」

「アンジェリン様こそ。ご無事でしょうか」

　エルネストはすぐに聞き返した。

　実際、自分の怪け我がはそう重傷ではない。さりげなく確認するが、痛みさえ無視すれば手足は動く。元々これくらいの怪我でまいるほど柔やわではないし、久しぶりに感じる体の痛みは新鮮ですらあった。

　問題はむしろ、アンジェリンのほうだ。

　エルネストが見たところ、彼女はあちこちにすり傷を作り、頰や手から血をにじませている。銃弾は当たっていないようなのが救いだが、アンジェリンの血はエルネストの目に痛いほど焼きついた。

「──申し訳ございません。あなたに血を流させてしまった」

　苦いものを嚙かみしめるように言うと、アンジェリンは青ざめた顔で、それでもエルネストを見上げて少し笑う。

「……なんて顔をしているんだ。私は、大丈夫だ。エルネスト、心配するな。あなたのことは、後できちんと修復するな。この杖と、精霊粉さえあれば錬れん金きん術じゆつが使えるから」

　彼女はかすれがちな声で言い、自分のもたれている台座の上へ視線をやった。

　台座の上には、銃撃で割れた硝子ケースがある。

　ケースの中では、金色の杖と精霊粉の結晶が硝子の欠片かけらと一緒に光っていた。

「杖と、精霊粉ですね。……わたしが取ります」

　エルネストはアンジェリンを言葉で押しとどめ、そっと頭を台座の上へ出そうとする。

　途端に狙撃され、弾が石の台座にめりこむ音がした。

　エルネストはいったん台座の陰にひっこみ、改めて息をひそめた。

（予測されて、狙い撃ちにされているな。これは、自分から弾に当たりにいくくらいの気持ちでいかなくては駄目かもしれない）

　──こんなとき、ウィルがいれば。

　考えたくはないが、どうしても考えてしまうことだ。

　彼の戦闘能力があれば、アンジェリンは無傷ですんだかもしれない。

　自分は死から蘇よみがえったとはいえ、アンジェリンの気遣いなのかどうなのか、生前と同じくらいの機能しか持ってはいないのだ。

　と、そこへ柔らかな女の声が投げかけられる。

「そうして男前さんが捨て身で杖を取って、姫君が錬金術で大暴れっていう筋書きかな？　ぜーんぶ見えちゃってるわ。残念でした、そんなことさせないわよ！」

　歌うような声は、最後だけやけに楽しげに、同時に憎々しげに響く。

　間を置かず、どん、と鈍い音がした。

「……っ！」

　ほとんど本能的に危険を察知して、エルネストはアンジェリンを抱いて台座の陰から飛び出す。一瞬遅れて、轟音と共にさっきまでふたりが隠れていた台座が粉々に砕け散った。

　みじんになった石の欠片が辺り中に降り注ぎ、客たちの間をかすめる。

　エルネストはとにかくアンジェリンを覆うように身を伏せ、煙がどうにか収まったのを確認してからうっすらと目を開ける。

　砂煙でぼやけた視界の真ん中で、比較的小型の移動砲塔がこちらを向いている。

　その横に立っているのは、美しい黒い軍服に身を包み、いかにも楽しげに笑う女。フェリーチェだ。

「こんにちは、お姫様と従じゆう僕ぼくさん。派手にやってくれたけど、あなたたちはここまでよ」

　鼻歌交じりで言いながら、フェリーチェは軍ぐん靴かの音を響かせてエルネストのほうへとやってくる。途中でふと思い立ったように一度立ち止まり、彼女は床から《万象の精霊粉》の結晶を拾いあげた。

「そうそう、こういう危ないものは、しまっておかなきゃね！」

　軽かろやかに言い、フェリーチェは振り向きざま、舞台の上に結晶を投げつけた。

　結晶は狙い過あやまたず飛び、《万象の書》に当たったかと思うと、そのまますっとレンズの中に入りこんでしまった。

　まるで本当にそこに穴があるかのような奇妙な現象である。

「……っ……！」

　エルネストの腕の中で、アンジェリンが悔しさのあまり声を殺したのがわかった。

　フェリーチェは再びこちらを向く。

　彼女は片手で、これだけは古風なコローニアのサーベルをもてあそんでいた。

　ウィルとの対決で負ったはずの怪我は、もう治ったのだろうか。目を凝こらせば軍服の袖口からちらと包帯がのぞいているが、彼女が痛みを感じている様子は少しもなかった。

　さて、どうする。

　エルネストは、女の目がきらきらと光っているのを見た。

　次に、粉々に砕かれた硝子ケースの台座を見た。そこにはちらと黄金の輝きが見える。錬金術の杖だ。国家の秘宝というほどの代しろ物ものだから、さっきの砲撃くらいではびくともしなかったのだろう。

　そのことを確かめて、エルネストは決意を固めた。

「──話をしませんか、わたしと」

　彼はなるべく涼やかな声を出し、自然に体を起こそうとする。

　途端に体中がずきずきと痛んだが、覚悟していたおかげでどうにか顔をしかめずにすんだ。

　多分、砲撃でばらまかれた石の破片がいくつか当たったのだろう。

「エルネスト、何をする気だ」

　アンジェリンの、心細さと強さのいりまじった声がする。

　エルネストは彼女のほうへそっと手のひらを向けて『待っていてください』と合図を送り、ゆっくりと立ちあがった。

　フェリーチェは改めて彼の全身を眺め、どこかうっとりと目を細める。

「あーらあ、これまた本当にいい男ね。どうしてこんな子供のとこにいい男が集まるのかなあ。でもあたし、妬やかないわよ。あたしにはリナルド様がいるんだもの」

「のろけはそのへんで結構ですよ。あなたは愛だのなんだのと言っているが、リナルドと同じ。ただ自分の欲望に酔っているようにしか見えません。そんなひとに自分の最期を任せるのはまったく不本意ですが──引き際というものもありますからね。……アンジェリン様を殺そうというのなら、まずはわたしを殺しなさい」

　エルネストが心臓の位置に手を当てて高慢に微笑むと、フェリーチェは本気で愉ゆ快かいそうな顔をした。

「……何それ。ほんと？　面白い」

「何……何を言っている！　やめろ、エルネスト！」

　アンジェリンが叫んでいる。

　立ちあがってすがってこないのは、足でもくじいたせいかもしれない。

　そう思うと、今さらながらに胸が痛んだ。

　最後まで彼女を守りきれないのは悲しいことだ、とエルネストは思う。

　できればもっと彼女とくだらない話がしたかったし、一度だけでいいから、どさくさまぎれではなくて、優しく彼女を抱きしめたかったような気もする。自分の腕で、彼女の悲しみを止めてみたかったような気もする。

　でも、それは夢だ。ずっとみていた、ただの夢。

　エルネストは痛みで少し乱れた息を吐ついて、甘く笑った。

　老ろう若にやく男なん女によ、見た者すべてが震えるほどの、毒のある美しい笑みだった。

　彼は誘惑者の口調で囁く。

「あなた方の信しん奉ぽうする、その《万象の書》とやら。それで本当に戦争の未来が引き出せると思うなら、試しに、まずはわたしから魂を奪ってみせるといいでしょう」

「いいじゃない！　素敵だわ。じゃあ、あんたにはあたしのを見せてあげる。だから、あんたも見せてよ。あんたの、欲望を！」

　フェリーチェは瞳を痙けい攣れんさせて答え、片眼鏡モノクルを自分の顔から取り去った。

　あらわになった片眼は、もはや壇上のレンズと同じく、ぽかんとした穴のように暗い。

　フェリーチェはエルネストの襟元をつかんで引き寄せ、彼の瞳をのぞきこむ。

　エルネストは目を閉じもしなかった。ひるまずにその瞳を見つめ返した。

　エルネストの眼前にどこまでも続く奈な落らくがぱっと広がる。

　足を踏み外し、落ちていくかのような感覚が全身を包んだ。フェリーチェの瞳の奥、さらにその奥の深淵から奇妙な声がする。言葉のようで言葉ではない、歌のようで歌ではない、きしみのようで少しだけ違う、耳障りな声だ。

　──そうして、ほんのつかの間、静かな時間が過ぎた。

　フェリーチェはエルネストが軽く目を瞠って動きを止めたのを知ると、高らかに声を立てて笑いだす。

「あはははは、ばっかみたい！　いきがったって、結局こうなるんじゃない！　みんなみんな、ばかみたい。でも、いいの。あんたとも一緒になってあげる。それってきっと、このくだらない世の中でいちばん素敵なことだわ。ばらばらの欲望がどんどん煮詰まって、融とけあって、ひとつのものになるの。どうしようもなくわかりあえなかった私たちが、完璧に同じものになるの。さあ、少しだけ先に、宇宙の果てに行ってらっしゃい！」

　彼女は笑いながらサーベルを鞘さやから引き抜き、無造作にエルネストの身体に突き立てた。

　錬金術の粋すいを尽くしたサーベルは、ほとんど抵抗もなく彼を貫つらぬいた。

「エルネスト！」

　血を吐くようなアンジェリンの叫びが響く。

　それと同時に、一発の銃声がフェリーチェの鼓こ膜まくを、そして全身を、震わせた。

「……え？」

　フェリーチェは何度か瞬き、震えて、エルネストの肩から刺しこんだサーベルの柄から手を離す。慌てて、もがくように自分の軍服の胸を指で引きむしる。

　そこからごぽり、と血があふれ出したのを見て、フェリーチェは目を見開いた。

「あ……なん、で……!?　なんで、こうなるの？　なんで、あたしが死ぬの？　なんであんた、自分の欲望そっちのけで、動けたの」

　フェリーチェの途切れ途切れの問いに、エルネストはまだ硝しよう煙えんの昇る銃を構えて目を細めた。

　彼はフェリーチェのサーベルに貫かれるのとほとんど同時に、彼女の銃帯から銃を抜き取って発砲したのだ。

　眼鏡を外して勝利に酔っていたフェリーチェは、その未来が見えていなかった。

　エルネストの瞳は黒くなりかけているが、それでも彼の血まみれの唇はいつものひとの悪い笑みを浮かべている。

　唇についた血を少しばかり舐なめ取り、エルネストは甘く囁いた。

「──あなた、わたしにアンジェリン様をお守りする以外の望みなど、何があると思っていたんですか？」

「え──？　噓。『他人を守りたい』が本当の本心だった、って、こと？　噓。そんな人間、本当にいるの？」

　きょとん、と子供のような顔になったフェリーチェに向けて、エルネストは改めてにっこり笑って言った。

「さようなら」

　続けて何度か引き金を引き絞ると、フェリーチェは完全に瞳から光を失ってくずおれる。

　それを見届けてから、エルネストは銃を床に落とし、全身から力を抜いた。

　ほっとして、ずるりと床に横たわる。

　口の中が血の味でいっぱいだが、体を床に横たえられたのが嬉しくて、他のことはそう気にはならなかった。痛みはもうあまりない。

　床に転がってしまえば体の重さも感じない。今はむしろ、徐々に体が軽くなっていく気がする。エルネストは高い硝子の天井から注ぐ光を見るともなしに見上げて、しあわせに瞬まばたいた。

　ただの陽光だが、綺麗だ。

　今日が晴れていてよかった。最後に見るものが綺麗なものでよかった。

　そこへ、アンジェリンの必死の顔が現れる。彼女は両膝をついてエルネストの顔をのぞきこみ、菫すみれ色いろの瞳に涙をいっぱい湛たたえて叫んだ。

「エルネスト！　エルネスト、エルネスト！」

　ずいぶん大人っぽくなったように見えても、こんなところはまるで子供だ。

　エルネストは、優しい愛いとしさがあふれてくるのを感じながら微笑む。

「申し訳ございません。せっかくの、体……」

「謝っている場合か。すぐにまた直すから、大丈夫だ。きっと、大丈夫だから」

　アンジェリンは真しん摯しに繰り返す。

　以前ブラッキアリの館でも同じことを言われたな、と、エルネストはしあわせに記憶をたどった。あのときはひどく驚いたものだ。当時のエルネストは、アンジェリンはただ優しく美しいだけのひとだと思っていたから。

　今は、別に驚かない。彼女は強いひとだと信じているから。

　エルネストは全身の力を振り絞り、アンジェリンの袖をつかんで囁いた。

「……アンジェリン様。わたしの体が滅びたら、わたしの《精霊粉》を、ウィルに、使ってください。あいつ、直りますか？」

「なんで？　なんでそんなことを言うんだ？　そんなことをしなくても、ふたりとも復活させられる。きっと、できる。……信じてくれ」

　アンジェリンはエルネストの手をつかまえて自分の白い手で覆うと、悔しそうに繰り返す。

　そんな彼女も綺麗だ、と思って、エルネストは少し笑った。

「信じています。でも……わたしは、どちらにせよ、もう保もちません。形だけ整えても──心が。もう、この世界から、離れつつあるのです。……ずいぶん、前から」

　そっと告白すると、アンジェリンは衝撃に目を見開いた。

　そうしてじっと彼を見つめた後、悲しいほど細い声で言う。

「そう、だったのか」

（……やっぱり、きついな）

　アンジェリンのこの顔を見たくなくて、この声を聞きたくなくて、ずっと言い出せなかったことだ。

　ウィルとアンジェリンが会ったときから、なんだか肩の荷が下りたような気持ちになってしまったこと。ともすれば心が穏やかになり、意識がふわりと大気に溶けこんでしまいそうになっていたこと。

　エルネストだって、最初はこんな気持ちなんて認めたくなかった。

　ウィルは駄目な奴だ。まだ自分は必要とされているのだ。そう自分に言い聞かせ続けていた。

　それでもごまかしようもなく、彼の心からは執しゆう着ちやくが薄れていった。

（……まあ、詳しく言わなくてもいいだろう。やはり面白くないしな）

　最後に嫌々ウィルの顔を思い出してから、エルネストはアンジェリンを見上げた。

「──どうぞ、望むように生きてください。あなたは、いつだってわたしの希望です」

　彼の囁きに、アンジェリンの目からほろりと涙が落ちた。

　アンジェリンはエルネストの頰に涙を零しながら、嗚お咽えつをこらえて、どうにか言う。

「エルネスト。愛している。私の、優しい、初めてのともだち」

「愛しています。愛し続けます。わたしの、初めての愛しい方」

　エルネストも、すべての気持ちを乗せて言う。自分でも意外なほど穏やかな声が出た。

　しあわせだった。今の心に憎しみはなかった。

　愛しかなかった。

　愛しきった、と思った。

　最後に彼女に触ふれようと持ちあげた自分の指が、ほろりと崩くずれたのが見える。

　ああ、と息を吐くと、彼の体はすべて、どっと砂に還かえった。
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「ウィルフリッド」

　甘く冷たい声で囁かれ、ウィルはふと顔を上げた。

　気づくと、そこは青い芝しば生ふの裏庭だ。オールド・ローズの生いけ垣がきに囲まれた庭で、ウィルはエルネストと円卓を挟んで座っている。

　空は青く、辺りには青臭い花の匂いが漂っていた。

「……なんだ、こりゃ。なんで俺、お前とふたりでお茶してるんだ？　気持ち悪い」

　ウィルが眉根を寄せて本音を言うと、エルネストもいかにも嫌そうに顔を歪ゆがめる。

「それはこっちの台詞せりふです。なんなんです、この状況。あなたの発想は色々おかしい」

　そんな文句を言われても、と改めてウィルがカップを見下ろすと、そこに紅茶はなかった。ふたりの間に用意されたお茶道具は完璧だったが、なぜか全部空っぽなのだ。

（飲んだ覚えもないのに、なぜ空っぽ。っていうか、俺、本当にどうしてこんなことしてるんだろう？）

　ふと疑問に思うと、どこまでも新しい疑問が湧いてくる。

　ここはどこで、自分は何をしているんだろう？

　よくよく考えると、さっきのエルネストの台詞もおかしくないか。

『あなたの発想は色々おかしい』──それって、どういう意味だ。

　ウィルがやや真剣に考えこみ始めたとき、エルネストが音もなく席を立った。

「とにかく、もうわたしは行きますからね。まったく、あなたが腰抜けのせいで長居しすぎましたよ」

　素っ気ない彼の言葉に、途端に真っ黒な不安がウィルの胸を満たす。

　このまま行かせてはいけない気がした。

　行かせてしまったら、二度と会えないような、そんな予感があった。

「おい、待てよ」

　ウィルはとっさに立ちあがり、身を乗り出して円卓越しにエルネストの手を取る。

　エルネストはちらと振り返り、つかまれた自分の手首を見下ろした。

　重いまつげを伏せてかすかなため息をつき、彼は乱暴にウィルの手を振り払う。

「あなたは相変わらず、肝心なところを間違うのですね。わたしを引き止めても、わたしはあなたと一緒になど行きませんよ。あなたはわたしとは違うところへ向かっているひとなんですから」

「一緒に行かない？　違うところ？　……お前、さっきから、何思わせぶりなことばっかり言ってるんだ。大体、俺とお前ってそんなに違うか？」

　ウィルは顔をしかめて訊く。

　エルネストはその間にも、芝生の上をゆっくり歩き出していた。

「違います。だってあなた、まだ完璧にしあわせだったこと、ないでしょう？　だからあなたは、しあわせになるために行くべき場所がある」

　振り返りもせずに彼が言う。

　はっきりと拒まれてしまっては追うこともできず、ウィルは円卓に両手をついたまま相手に声を投げる。

「完璧にしあわせって……そりゃ、ないけど。っていうか、お前もないだろ」

「──いいえ」

　エルネストは小さな笑い声を立てて答え、一度だけ足を止めた。

　優美に振り向き、彼は笑う。

　なんだかその笑顔が子供みたいで、ウィルは少しびっくりしてしまった。




「今は完璧にしあわせです。だから、後はお願いしますね」




　後は。

　それってつまり、あの子のことだろうか。

　長い白金髪プラチナブロンドに、菫の瞳の、唯ゆい一いつ神しんの使し徒とみたいなあの子。

　──アンジェリン。

　その名を思い出した途端、ゆるゆるとではあるが、すべての記憶がウィルの元へ戻ってきた。

　自分たちが何を求めてコローニアにやってきたのか。何を見て、どんな目に遭ったのか。

　今自分が置かれている状況を理解すると、やっとエルネストの言葉の意味がわかって、ウィルは途方に暮れた。

「……勝手な奴」

　そう言うことしかできない。

　エルネストはまた小さく笑ってもう一度歩き出した。

　これ以上、彼が振り返ることはないだろう。

　はっきりとそうわかったので、ウィルはひとつだけため息を吐ついた。

　そして、ゆっくりと呼吸を整える。

　ここからは、自分の番だ。

　どこか遠くで、乾いた拍手の音が聞こえる気がする。

　そして、まるで球技観戦でもしているかのような楽しそうな声が続いた。

『いやあ、美しかった。美しかったよ。わたしの趣味ではないが、けして悪くはなかった。それで？　次は杖を拾うのかね？』

　あれは誰の声だ。リナルドか。あの、劇場型のばかか。

　ウィルが軽い頭痛を覚えた直後、さらに遠くで聞き慣れた声が響いた。

『土と水と鉄と、命の精霊に命ずる。溶よう解かいせよ、腐ふ食しよくせよ、昇しよう華かせよ、分離せよ、合成せよ、かつてこの精霊粉に宿っていた精霊の命を、復活させよ！』

　あれは、アンジェリンだ。

　彼女の声を聞くと、ふわりと全身に力が戻った。ぼんやりしていた頭がはっきり覚かく醒せいし、鈍っていた心が震える。

　ウィルは勢いよく、アンジェリンの声がしたほうを振り返る。

　その瞬間、奇妙な芝生の裏庭は弾け飛んだ。

　円卓と椅子と、その上の空っぽのお茶道具が砕け、辺りはのっぺりとした闇に満たされる。

　どっと乾いた花びらが宙を舞った。

　同時に、闇で満たされた巨大空間に、雪みたいに花が舞い落ちている。

　これは、葬式のとき、棺桶に入れる花だ。

　自分は埋まい葬そうされていたのだろうか？

　そうかもしれない。

　墓の中にも似た闇の向こうで、ぽつりと金色に光っているものが見えた。

　ウィルがその光に目を凝こらした直後、澄んだ声が辺りの闇を切り裂く！




「ウィルフリッド！」
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　アンジェリンの声で、ふわりと大気が動いた。

　暖かな風がウィルを覆い、世界が一気に明るくなる。

　まぶしい。まるで神の国の門でも開いたかのようだ。

　世界は硝子でできている。硝子越しの陽光が、緑の木々や鉄の武器や、黒い軍服の男たち、呆然としている紳士淑女に降り注ぐ。

　そしてその中心に、彼女がいた。

　舞台の下で、黄金の杖を持って震えながらこちらを見ている少女。

「アンジェリン」

　大切にその名を呼んで、ウィルは数歩前に出る。

　まだ騎士服の襟えりや袖にくっついていた花びらが零れ落ち、ついでに包帯らしきものもするりとほどけた。

　周囲の状況はかなり切迫していそうだが、自分の身体はきちんと動く。

　手袋をした指もすべて無事だし、全身に力が満ちていた。

　特に心臓の位置に、不思議に温かいものが宿っている気がする。

　その温ぬくもりの正体は大体わかるような気もして、ウィルはとにかく壇上から飛び降りた。

　アンジェリンのすぐそばに添い、薄い肩に細心の注意を払って手のひらを置く。

「すみませんでした。また心配かけちゃって」

「おかえり、ウィル。エルネストが……エルネスト、が」

　アンジェリンの必死の訴えに、ウィルはかすかに苦笑する。

「行っちゃいましたね、あいつ。なんだか、勝手なこと言ってましたよ……ほんとに。あんまりに勝手であれだったんで、奴の名誉にかけてお教えしませんけど」

　ことさらいつものように喋っていると、アンジェリンの身体からふっと力が抜けかけた。

　ウィルがしっかり肩を持って支えると、彼女はどうにか踏みとどまり、かすれ声で囁く。

「私、彼を殺してしまった。生き返らせることもできたはず、なのに。彼の精霊粉を──あなたに、使った」

　心臓が強く、熱く脈を打ったのを感じて、ウィルは緩やかに瞬く。

　そうか、それで自分は蘇よみがえることができたのか。

　ひょっとしたら、そのせいでさっきの夢をみたのかもしれない。ウィルの心臓に宿った、ほんの少しのエルネストの残り香みたいなものが、最後の言葉を伝えてくれたのかもしれない。

　だとしたら──いや、そうでなくとも。

　彼の残した言葉は、裏切れない。

　多分、エルネストも、ウィルの『友達』だったから。

　ウィルは静かに言う。

「あいつは、あなたのために死ぬなら本望だったでしょう。……俺もです」

「ウィル……！」

　あまりにあっさりしたウィルの答えに、アンジェリンは目を瞠みはる。

　ウィルはそんな彼女に苦笑を向けて、そっと頭を撫でた。

「でも、俺は死にません。エルネストにあの世で殴なぐられるし、せっかくのあなたとエルネストの気き遣づかいが無駄になるし──何より、あなたが泣くから」

　泣かないでくださいね。

　そんな気持ちをこめて軽く彼女の頰に手を滑らせてから、ウィルは床に落ちていたフェリーチェのサーベルを拾って身を翻した。

　視線の先には、リナルドの姿があった。

　彼は舞台上から動くことなく腕を組み、自分の顎あごを撫でながらすべてを観察していたのだ。

　リナルドはウィルと視線を交えると、どこか研究者のように訊いてくる。

「一度死んだ気分はどうだね？　アーリンガム卿きよう。絶望を感じるか？　もしくは、違和感を覚える、というようなことは？　生きている自分を、生きている人間を、『途中』だと思ったりはしないか？」

　彼の言いように、ウィルへの憎しみはなかった。

　どちらかといえば、純粋な興味の気配を感じる。……ただの、興味。

　こいつはただの興味で、ウィルを、ギャリーを、ジュリアスを、そして、エルネストを殺したのだろうか。

（……多分、そうなんだろうな）

　思ったより怒りの感情は湧いてこず、ウィルは少し悲しく瞬く。

　ウィルにはリナルドのことは理解できない。でも、ほんの少しだけ想像はできた。

「──絶望は、感じたよ。俺が大事にしてる誇りだなんだのってのは、すごくたやすく踏みにじられるもんだなあって思った。……大事なひとも、消えるときはあっさり消える」

　ウィルは、穏やかなほどに静かな声で言う。

　その答えを聞くと、リナルドの瞳は鋭く輝いた。彼は身を乗り出して囁きかけてくる。

「それで？　その絶望の果てに、君は何を選ぶ？　戦いか？　死か？」

「……みっともなくなること、かな」

　ぽん、と放り出された返事に、リナルドは思い切り虚きよを突かれた様子だった。

　返事も、瞬まばたきも忘れて凝視してくるリナルドの視線を鬱うつ陶とうしく思いながら、ウィルはひと言ひと言、自分の心に確かめながら続ける。

「世の中色々大変なことがあるから、そんな中で綺麗に生きようと思ったら、多かれ少なかれ過激になる。派手にぱーっとやって、死ぬとか殺すとか、みたいな話になる。でも、俺は生き残っちゃったから。せめて、みっともなく生きる覚悟をしようかなあ、と、思った」

「──それだけか」

　信じられない、と顔に大きく書いたような表情で、リナルドが問いかける。

　ウィルはここぞとばかりに、しっかりとうなずいてやった。

「うん。それだけ」

「驚くほど、つまらんな。──殺せ」

　リナルドがため息交じりに首を振り、無造作に命じる。

　間を置かず、今まで沈黙していた黒服の数秘術師たちがいっせいに動き出した。

　ウィルは素早くアンジェリンを抱きあげ、そのまま地を蹴って走る。

　一歩ごとに体をかすめる弾を避よけ、ひらと古王国時代の彫像の後ろへ回る。

「アンジェリン、身体の調子は？」

　彼女を彫像の陰に下ろしながら、ウィルは囁く。

　アンジェリンはどうにか呼吸を整え、自分の足首に触れて緊張でこわばった顔を歪めた。

「……足をくじいている。少しなら動けると思うが……」

「じゃ、今は動かないほうがいいですね。さて、俺は色々片づけなきゃだけど──」

　手の中のサーベルを握り直し、ウィルは懸命に思考をめぐらせる。

　今は自分の動きについてこられる騎士服と、超硬度サーベルがある。これで人間たちとは充分戦えるが、問題はここに山ほどある最新兵器だ。

　あれを全部相手取ってアンジェリンを守りきる自信は、正直言って、あまりない。

（だとしたって、あきらめるわけにもいかない。考えろ。俺って《騎士》である前に物書きだろ。誰にも思いつかないような、とんでもないことだって思いつけるはずだ。大体、目の前には神様みたいな錬金術師がいるんだし）

　ウィルは自分のこめかみに指を当てて、目の前の壁を見つめる。

　主会場の壁は硝子と鉄でできており、まだ陽光できらきらと光っている。

　会場に使われている鉄材には、鉄柱ともいうべき太さのものと、縄程度のものがあるようだった。

　……縄。

　鉄の縄って、強そうだな──と変なことを考えたとき、いきなりとんでもない案がひらめく。

「アンジェリン！　ここの鉄材の一部、細くて長いところをサーベル並みに硬く、しなやかにできたりしません？」

　急にそんなことを訊かれて、アンジェリンはびっくりしたように瞬いた。

　しかし彼女は彼女で結構常識知らずの天才だ。

　すぐに気を取り直した様子でうなずき、黄金の杖をたぐり寄せる。

「わからん、が、やってみる！」

「お願いします！」

　ウィルはアンジェリンから手を離すと、飛んでくる銃弾をサーベルの刃やいばで両断した。

　彼はそのまま、数秘術師たちがアンジェリンの邪魔をしないよう、彼女の前に出る。

　一方のアンジェリンは杖を片手に、目の前の鉄をじっと見つめた。

（手持ちの精霊粉は……ない、か。しかし、ここには光も、緑も、土も、水も、命も、得体の知れない闇ですらある。太古の錬金術師のように、それらに宿る精霊を精霊粉なしで使えるならば──可能なはずだ。どんなことでも）

　いつもならけして考えないような無茶だった。

　しかし、今は置かれている状況そのものが無茶なのだ。

　そのうえ、自分の手には錬金術大国、コローニア最高の錬金術の杖がある。

　やれるものなら、やれる限りのことをやってみよう。

　アンジェリンはそう心に決めて目を凝らした。頭が痛むほどに神経を集中する。

　錬金術書を、錬金術の遺跡の文様をひもとくときの心を思い出す。

　同時に彼女の視界はぼやけ、さっき消えてしまった様々な色がどっと視界に戻ってきた。

　目の前に、光の粒子がちらちらと輝く。

　光はありとあらゆる幾き何か学がく模様を組みあげてはほどけ、様々な暗あん喩ゆの形を彼女の眼前に見せつけた。

　水を零す男。

　巨大な竜から飛び立つ鳥の群れ。

　円形の泉に浮かぶ王冠。

　様々な精霊を表す暗喩の文様はどれも安定せず、すぐに組み替わってしまう。

　きっと目の前を様々な精霊が勝手に飛び交っているせいなのだろう。

　アンジェリンはひどい目まぐるしさにどうにか耐え、慎重に頭の中に超硬度サーベルの柄つかに記される文様を思い浮かべた。

（サーベルに必要なもの──鉄と、火と、水！）

　そこに表されたものを司つかさどる精霊が目の前にふっと現れた瞬間に、アンジェリンは黄金の杖を振るって叫ぶ。

「鉄と火と風の精霊よ──我が魂の名において命ずる。変へん成せいせよ……ウィルフリッドの意に従え！」

　彼女の命令が聞こえるやいなや、主会場を構成している鉄骨の一部がぐにゃりと飴あめ細ざい工くのように歪んだ。

　支えている鉄骨が曲がってしまっては、当然壁に使われている硝子も歪む。

　ぴしぴしと硝子にヒビが入る音が周囲に響き渡る。

「ウィル！」

　アンジェリンが彼の名を呼ぶと、ウィルが顔を上げた。

　その隙を狙って、会場の戦車や榴りゆう弾だん砲ほうの砲塔が彼のほうを向く。

　ウィルは下手に身を隠そうとすらせず、サーベルを剣帯に戻して、ひらと手近な列車砲の車体の上に跳びあがった。

　さらに巨大な砲台の上に乗り、そこを足場にして、ひとのいない露台バルコニーの骨組みをつかむ。

（多分、この辺りがちょうどいい……！）

　細い鉄棒は、ウィルが触れるだけでまるで縄か鞭のようにしなった。

　もはや元の素材とは別物だ。

　ウィルはその場で力をこめ、ずるり、と鉄棒を露台から引き抜いていく。

　支えを抜かれた露台の床がどさどさと下に落ち、なにやら悪夢じみた光景に、数秘術師たちはぽかんとして立ちつくしていた。

　たとえ予測できていたとしても、やはり実際見たらぽかんとはしてしまいそうな事態である。

「うん。こんなもんかな」

　ウィルは両手でたぐり寄せた鉄棒、というより、それこそ鉄の縄のしなり具合を手の中で確かめてからつぶやいた。

　そして、それを振り向きざまに手元から繰り出す。

　超硬度の金属の縄と化したそれは狙い過あやまたずに大きくしなり、身しん廊ろうを横切るほどの長大な鉄の蛇へびとなってぐるりと戦車の砲塔に巻きついた。

（よし、いける）

　確信したウィルが力一杯その端を引くと、砲塔は見事ばらばらになってその場に堆たい積せきする。

　巨大な鉄の塊が次々と地面に落ち、そのたびに辺りが地震のように揺れた。

「わ、わ、わわ……！」

「なんだ、ありゃ！」

　鉄の塊かたまりが地面に落ちる音と揺れで、やっと我に返ったのだろう。

　ほとんど口を開けて見ていた数秘術師たちが、ようやく悲鳴をあげて逃げ惑い始める。

　あちらやこちらの兵器の中から、我先にと黒服たちが零れ落ちていく。

　無人になった戦車にはウィルがすかさず鉄の縄を巻きつけ、一気に解体した。

「──さて。ここは大体こんなもんか」

　そうして会場の兵器をすべてばらしてしまうと、ウィルは鉄の縄を放り出し、鉄くずと化した兵器の残骸の上から軽やかに舞台へと飛び降りる。

　舞台はすっかり荒れていた。数秘術師たちはあらかた逃げ出し、もはやそこにいるのはリナルドだけだ。

「……こんなもん、見てて面白かったか？」

　ウィルが嫌々訊くと、リナルドはひどく怪訝そうに目の前に立ったウィルを見つめる。

「わからんな。お前は、なぜその強さをどぶに捨てようとする。お前なら、ありとあらゆるものに勝てるだろうに。どんな人間だって殺せるだろうに」

　彼はこの期ごに及んで、まだ、強さと、戦いですべてを量はかろうとしているのだ。

（困った奴だな、こいつも）

　にじみだす疲労感に流されないようにしながら、ウィルは静かにサーベルを抜いた。

　戦争の英雄に憧れていたリナルド。戦いを望むリナルド。死を愛するリナルド。

（こいつ、認められなかったのかな。自分は普通の、いずれ死ぬ人間なんだ、って）

　自分は特別だ、と思いたくて、死の恐怖から逃れたくて、いつでも自分が注目される舞台を探して、全部がお芝居だと思いこもうとして。

　そんな気持ちで、こんなところまで来てしまったのだろうか。

　……だとしたら、そろそろすべて終わらせなくてはならない。

「多分あんたも、もうすぐ俺の気持ちがわかるようになるよ。こいつさえ、なくなれば」

　ウィルは淡々と言うと、舞台上の《万象の書》を見つめた。

　奈落の底のような黒いレンズの向こうから、ひどい冷気が漂ってくるような気がする。

　ぽかんとしたうつろの向こうに誰かの視線を感じる。

　温かくも冷たくもない視線。ただ傍ぼう観かんする視線。

　ウィルは、それにつかまる前に目を閉じた。

　──これは、自分が見なくてもいいものだ。

　そう断じて、ひと息にサーベルを降り下ろす。
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　高く美しい音が響いた。

　その後、巨大なレンズはまっぷたつに割れ、急速に元の透明色へと戻っていく。

　同時に主会場の空気もすっと澄んだような感覚があった。

　床に転がり、あるいは壁に向かって我を失っていた客たちが、空気の変化に気づいて次々に顔を上げる。

　彼らの瞳の色が元に戻っているのを鋭い視覚で確認し、ウィルは最後にリナルドを見た。

　リナルドはまだ少しきょとんとしてそこにたたずんでいる。

　まだ自分が何をしたのか、わかっていないのかもしれない。

　ウィルはちらと舞台の下で倒れている、黒髪の女のほうを見た。

「フェリーチェ、死んだんだな。……あんたが埋葬してやれよ。それは、あんたの役目だ」

　ウィルは言い、舞台から飛び降りた。

　背後で、リナルドがのろのろと床に倒れたフェリーチェのほうを向く気配がある。

「ばかな。彼女は、ただの──」

　そこまで言って、彼の言葉は途切れる。

　どうしても気になってウィルが一度だけ振り向くと、リナルドは呆然と立っていた。

　白い髪が乱れて、彼をどっと老ふけこませて見せている。

　彼は瞬きもせずにフェリーチェを見つめていたが、やがて、その真っ黒な瞳からうつろな涙が零れ始める。

（……まずいまずい）

　これも、見てはいけないものだ。

　ウィルはそっと前を向き、視線でアンジェリンを捜す。

　彼女はちょうど、ぐしゃぐしゃになった客席の中央に空いた通路をよろめきながらやってくるところだった。

「ウィル！」

　足が痛むのだろうに、泣いていいのか、笑っていいのかわからない様子で、彼女はとにかくウィルの名を呼ぶ。

　アンジェリンはきっと今、悲しいだろう。疲れてもいるだろう。途方に暮れているだろう。せめて彼女を抱き留めようと、ウィルは足早に彼女に近づいた。

　しかし、その前にどこぞの北方系の客が立ちあがり、アンジェリンの目の前に飛び出てくる。アンジェリンは驚いて足を止め、ウィルは警戒して眉根を寄せた。

　しかし客に敵意の類たぐいはまるでなく、彼はアンジェリンに熱心に話しかけ始める。

「あなた……思い出しました！　噂で聞いたことがあります。その杖、その容よう貌ぼう！　国際錬金術アカデミーの名誉教授！　実在するのかどうかも怪しいなんて話でしたが、コローニアの王女だともこっそり囁かれていた方……アンジェリン殿下では!?」

「確かに、私は錬金術師で、アンジェリンだが……」

　アンジェリンは戸惑いつつも素直に答える。

　その言葉が辺りに広がると、驚きのさざ波が人々の間に広がった。

「──では、さっきの数秘術師を打ち破ってくださったのも？」

「あちらは……《騎士》か。《騎士》が、これを全部破壊したのか」

　さわさわと人々が囁く。

　アンジェリンとウィルについて、ちらちらと視線を投げながら喋っている。

　称賛を含んだ視線と声ではあったが、ウィルはそこに交じった妙なものにも気づいていた。

　彼が何か言おうとしたとき、最初にアンジェリンに話しかけた男が、声を大きくする。

「いや、素晴らしい！　今さっきの、鉄の変成……こう、記憶が少々曖あい昧まいなのがもったいないが。殿下、あなたの錬金術はもはや奇跡の域だったようにお見受けしました。すごい……あなたは希望だ。あなたのようなひとがいれば、錬金術も時代遅れの学問ではなくなる」

「そうか？　それはいいことだな、多分」

　アンジェリンの顔はわずかに明るくなり、周囲の声は生々しい熱を帯びた。

「確かに──」

「たったひとりでこれだけの働きができるなら、《騎士》も……」

「数秘術の兵器にはまだ確実性が……」

（……なんだか嫌な感じだな）

　リナルドのかけた《万象の書》の呪いは解けたというのに、人々の間にはかえって生臭い欲望のにおいが漂いだしたような気がする。

　男はアンジェリンに向かって、熱心に話しかけ続ける。

「あなたは、今どこにお住まいで？　どこに帰られるのです？　まさか、万が一にもですが、何か不自由なさっているようなことがありましたら、お力になりたい。それに、あなたもそれだけの天才なんだ。その力を、世界のために役立てたいとは思いませんか？」

「──それは、もちろんだ」

　世界のため、と言われると、アンジェリンの背が反射的に伸びたのがわかった。

　美しい横顔が硬こう質しつな印象を取り戻す。

　ふと彼女が美術館の王族の肖像画のように見えて、ウィルは思わず声をかけてしまった。

「アンジェリン」

　彼の声を聞きつけると、アンジェリンの輪りん郭かくは見る間に和やわらぐ。

　彼女はただの十五の少女の顔になって、ウィルのほうを見た。

「ウィル」

　柔らかに、少し悲しく、疲れた調子で、それでも大事にアンジェリンが自分の名を呼んでくれる。

（そうか。このひとは、今はもう、どっちにでもなれるんだな。王女にも、ただの女の子にも）

　急にそんなことがわかってしまって、ウィルは身体がすっと冷たくなるのを感じた。

　これは、なんだろう。今、自分が感じているのは。

　孤独、だろうか？

　……多分、そうだ。

　孤独と淡い恐怖。アンジェリンがこれから進む道と、自分が進む道。

　それは何百年か前の王女と騎士のようにはいくはずがない。彼女にはきっと様々なしがらみが絡みつく。もちろん、自分にもだ。わかっていた。本当はもちろん、わかっていた。

　ただ、夢をみたかっただけだった。

　けれど、もう、夢の時間は終わるのだ。

　騎士物語ごっこはここで終わり。それで、後はどうする？

　今、自分はどうしたい。どうすればいい。

　問いかけながら、ウィルは不安に脈打つ自分の心臓の上に手を置いてみた。

　そこに、エルネストに宿っていた命の精霊が混ざって残っている。彼の意思は残っていないが、命はまだ残っている。そして彼はきっと、アンジェリンのしあわせを望む。

　アンジェリンの、しあわせ。

　それは、彼女が選び、手に入れるしかないもの。

　そのために、ウィルが差し出せるものは、たったひとつだ。

　彼女はまだこちらを見ている。

　自分を待っていてくれる。

　それだけ確認すると、ウィルはサーベルを剣帯から抜き、鞘さやごと床に捨てた。

　がしゃん、という音に驚いて、周囲から視線が集まる。

　特に気にせず、ウィルは手袋をした片手をアンジェリンに伸べ、無造作に笑って言う。




「行こう」




　──それだけ。

　アンジェリンは一瞬びっくりしたように息を吞んだ。

　その後には、どんな戦いよりも恐ろしい数秒間が続く。

　ウィルが彼女に捧げられるのは、欠点だらけの自分だけ。

　選ぶのは彼女だ。

　ウィルの笑みが少しだけ硬くなったころ、アンジェリンの頰ほおがほんのりと赤くなる。

「うん」

　アンジェリンは、威い厳げんも何もなく、小さくうなずいた。

　その瞬間、ウィルの目の前はさっと明るくなる。

　胸にのしかかっていた重いものがあっという間に消え去って、勝手に笑みが浮かんだ。

　アンジェリンも笑っている。

　笑ってこちらへ手を伸べている。

　ウィルは迷わず彼女に駆け寄ると、その細い体を両手に抱きあげた。

　アンジェリンはすぐにウィルの首に腕を回し、儚はかない体重を預けてくれた。

　それがどうしようもなく嬉しくて、身体全部が心臓になったみたいに熱くなる。

　そんなふたりの様子に、慌てたのは周りのほうだ。

「ちょっと、ちょっと……まさか、このまま逃げるんじゃないでしょうね？　あなたたちには、色々やるべきことがあるでしょう。違いますか」

　アンジェリンと話していた男が血相を変えて腕にすがってきたので、ウィルは『この男はろくなもんじゃない』と判断して片眉を上げる。

　その証拠に、こいつの瞳にはこずるい色が浮かんでいる。

　ウィルは彼を見下ろし、いつもの調子で言った。

「やるべきことがあるのはあんたらだろう。俺はただの通りすがりの小説書きだし、アンジェリンはいるのかいないのかもわかんない王族だ。それに、これから俺がさらって逃げる。……それでいいかな」

　最後でアンジェリンに確認する辺りが、自分でも今ひとつ格好悪いと思う。

　それでも、アンジェリンは両の目に涙をいっぱいに溜めて、うなずいてくれた。

　彼女の額とウィルの額が近づき、そっと触れる。

　まつげさえ触れあう距離で、アンジェリンは囁く。

「それがいい。あなたと一緒がいい。……連れていって」

　彼女の声はウィルの耳から入って、心臓の真ん中にことん、と落ちた。
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『最後の《騎士》が目の前で倒れるのを、王女はじっと見つめていた。

　彼が忠ちゆう誠せいを尽くしたことを讃たたえるために、彼女は取り乱してはならなかった。

　完璧に美しく冷たいまま、彼女は《騎士》の傍かたわらに膝ひざを折ると、その手を取って彼に笑みを向けた。《騎士》はその一瞬に至上の喜びを覚えて目を閉じ、ついに永遠の眠りにつく。

《騎士》の死を知ると、王女は殉じゆん教きよう者しやのようにではなく、勝利者のように立ちあがった。

　周り中の人間が彼女から何かをむしり取ろうと禿はげ鷹たかのような視線を向けていたが、彼女はひるまなかったし、誰に媚こびることもなかった。彼女を辱はずかしめるような叫びをあげる者たちも、だんだんと彼女の神々しさに畏おそれに似たものを抱き始め、沈黙を覚えた。

　王女は宣言する。

　──私は、ここに王国を築きます。

　清き魂たましいと真理を知る者だけがたどり着ける黄金の国を。

　私と、死した《騎士》のみがたどり着ける国を。


──《アルケミストの誓せい約やく》終章より』









「──泣けました、先生。これ、泣けましたよ！」

　暖かな陽射しが入りこむ窓辺で、少しくだけたスーツ姿の男が熱心に叫んでいる。

　それを子こ守もり唄うたのように聞きながら、ウィルは尋たずねた。

「そう。どのへんが？」

　彼は適当な白シャツにズボンという格好で、小さいながらも居い心ごこ地ちのよい書しよ斎さいの椅子に腰掛けていた。壁の一面は本棚になっており、一部の本は棚からあふれて床にまで積んである。少し大きめの机にはタイプライターと紙の束がどっさり。

　ここが現在のウィルの巣だ。

　数すう秘ひ戦争から八年。コローニアの大博覧会から六年。

　二十七歳になったウィルは、さすがにもう学生のようには見えない。

　以前より少し骨ばった瘦やせ方をして、なんというか……大学の助手か、若い司書のような雰囲気をまとっている。

　つまり、今もなんの威い厳げんもないということだ。

　万年筆で紙に適当ないたずら書きをしているウィルの背後で、編集者は原稿の束を振り回しながら熱く語っていた。

「最後に《騎士》が包囲されて撃ち殺されて、それを姫が黙って耐えて見守り、玉座に上のぼっていって最後の王族としての義務を果たすところです！　こう、王族としての強さと女としての強さが合わさって実に凜りんとしていて、絶望的だけど希望に満ちている！　そうして彼女は自分の仕事をすべて終えた数十年後にふらりと行方不明になるっていうのもいい。霧の中に消える美しく曖あい昧まいな終劇……！」

「そこかあ。そこ、いちばん適当に書いたんだけど。──まあ、いいか。物語の美しい終わり方って大体決まってるから、個性的にしてもしょうがないし。じゃ、そういうことで。後は頼んだ」

　少々投げやりというかいいかげんというか、大体いつもどおりの態度でウィルが立ちあがると、編集者はにこにことそばに寄ってくる。

　彼はウィルよりさらに若い、戦争に行ったことのない世代だ。

「はい、必ず売ってみせます！　これはいけますよ、ええ！」

「だといいねえ」

　ウィルは適当にうなずき、壁にかけてあった上着を取って扉のほうへ向かう。

「あれ、お出かけですか？　なんならこれから一杯酒でもと思ったんですけど」

「また今度で。俺は彼女を迎えにいかなくちゃならないから」

「あ、そうなんだ。そりゃ僕なんかじゃ太た刀ち打うちできませんね」

　あっさりあきらめた編集者は、とっとと歩き出すウィルにくっついて外に出た。

　外界には穏おだやかな光が躍おどっている。

　ブラッキアリの空は今日もどこまでも青く、どこかから潮しおとレモンの匂いがする。

　もうすぐ日が暮れてきて、この海辺の街がいちばん綺麗に見える時間になるだろう。

　慣れ親しんだ空気を吸って、編集者はちらりと背後の家を見やった。ウィルの住む家は本当にこぢんまりとしたものだ。

　書斎があって、居間があって、寝室と小さな台所、浴室、それで全部。

（このひと、たまにへんてこなもの書くは書くけど、普通の戦記物あたりは結構売れてるはずなんだけど。地味だよなあ）

　編集者は少し不思議なものを見る目をウィルに向け、狭い庭を横切った。

「ねえ、先生。先生って、六年前の、実際の『コローニア大博覧会事件』のこと、もちろん調べられたんですよね」

　ポケットに両手を突っこんだ後ろ姿に向かって、編集者はのんびりと訊く。

　ウィルは振り返りもせず、眠そうな様子で答えた。

「まあ、調べたよ。噓吐くにしても、最低限の知識は要いるし。あれだろ。博覧会で展示されてた兵器の中に本物の爆弾があって、大変な騒ぎになったやつだろ。すごい音と光と、なんか変なガスが出て、記憶喪失になるひとが続出したっていうやつ」

「そうそう、それです。プロパトリアの首相も破片に当たって怪我したやつ。──ご存じです？　あのとき、一部のひとが『天使を見た』って証言したんですよね」

　編集者は秘密を囁ささやく子供みたいに声をひそめて言った。

　それは一部で密ひそやかに囁かれている噂うわさだ。

　各国首脳が列席した博覧会場での不ふ祥しよう事じは、襲撃犯以外の死者が出なかったこともあって、様々な禍か根こんと、数秘術への無批判な傾倒を戒いましめるきっかけを残しつつも、最悪の事態を引き起こすことなく収束した。

　しかし、当時のことを知る人々の何人かは少々不自然に口をつぐみ、一様に奇妙なことを言ったらしいのだ。

　あそこで、天使を見た、と。

「僕、先生はそのことを元に小説を書かれたんじゃないかなって思ってたんですけど。つまり、天使っていうのがこの話の王女様、っていう」

　編集者は熱心に言いつのるものの、ウィルの返答はあくまで適当だった。

「君、想像力旺おう盛せいだよね。俺はあんまりそういう一般受けする妄もう想そうはできないなあ。基本的に見たものしか信じられないのかも。俺は戦争に行ったことあるし、死にかけたこともあるけど、あの世には天使なんかいなかった。ま、だから天使が実在するとしたら、この世にいるんじゃないの。今も」

「……先生、僕の言うこと聞いてました？」

「聞いてたよ、それなりに」

　ひらひらと手を振るウィルに、編集者は小さくため息を吐ついた。

　このひとは本当に、どこに真意があるんだか。

　ウィルにはろくな返事をする気がないと見て、編集者は勝手に妄想を広げ始める。

「僕、これ読んで思ったんですけど。ほんとに居たのかもしれないですよね。コローニアの第二王女。王室名簿にもどこにも記載はないけど、先生の書いた話みたいな理由で実在してて。で、ひょっとしたら《騎士》みたいなひとも本当に居るんだけど、結末だけは小説と違って、どこかへ行方をくらまして生きているのかも。博覧会のときに助けられたどこぞの貴族とか王族とか、他の有力者とかが庇ひ護ごしてくれるって可能性もありそうじゃないですか？」

「ないとは思わないけど、そんなんじゃ話にならないだろ。ご都合主義って言われるし」

「うーん、まあ、それもそうですね。小説としては、いただいた原稿のほうがありがたいです。ありがたく拝はい受じゆいたします。ってことで、僕はこのへんで失礼しまーす」

　ちょうど駅へ続く道への分岐点に差しかかったので、編集者はウィルに一礼して彼と別れた。そのまま数歩進んでから、なんとなく気になって、ちらと後ろを振り返る。

　すると、さっきまですぐそこにいたウィルの姿は、もうどこにも見当たらなかった。

　明るいブラッキアリの空の下には、緑のなだらかな丘きゆう陵りようが続いている。

「……なんかあのひと、たまにものすごい素早いんだよなあ」

　ぼやき半分につぶやいて、編集者は頭を搔いた。
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　ちょっと面倒な編集者をまいた後、ウィルは懐なつかしい岬みさきにいた。

「アンジェリン」

　まだふたりの間には少しの距離があったけれど、ウィルはそのひとの名を呼ぶ。

　アンジェリンは岬の突とつ端たんで振り返った。美しい白金の髪が風に舞う。まるで金属から削り出したかのような髪。

　彼女はウィルを見ると、真っ白な花が咲き初そめるように笑った。

「ウィル」

　穏おだやかな呼び声に、自然にウィルの唇にも笑みが浮かぶ。

　不思議だ。

　たったひと声で、彼女はウィルの心を明るくできる。

　清せい楚そで知的なワンピースとボレロに身を包んだアンジェリンは、以前より柔やわらかな雰囲気を手に入れていた。美しさはそのまま、違和感だけが取り除かれている。

　自分の身の丈にあった笑顔の彼女は、もう人形には見えなかった。

　それでも、それだからこそ、本当に綺麗なひとだ。

　ウィルはそう思いながら、短く訊く。

「海、見てたの？」

「うん。今日は早めに図書館が閉まってしまったから。ここで、色々なものを見ていた。何もかもが、素敵だなと思って」

「何もかもが素敵、か」

　優しい言葉だな、と思って微笑み、ウィルはアンジェリンの傍かたわらに立つ。

　アンジェリンは自然にそっと彼に身を寄せ、肩にことん、と頭を預けて囁ささやいた。

「そう。……最近、勉強の合間によく考えている。錬れん金きん術じゆつを錬金術としてこの世界に残すのは、やっぱり難しいかもしれない。でも、他のやり方もあるかも、って。世の中、大事なことは、ずーっと大事なままだと思うから。錬金術の教えてくれた、いちばん大事なことを、あなたの小説の中に、ほんのひと欠片かけらだけとか。私の古代遺跡の研究の中に、もうひと欠片、とか。そんなふうに残せたらいいな、って。知れば知るほど、世界って、素敵だ。……でも」

　たどたどしく、自分の好きなことを好きなように喋しやべるのは昔のままだ。

　アンジェリンは、今はこの国の国立大学で助手をしている。

　実のところ、さっき編集者が言っていたことは大体当たっているのだ。

　ウィルたちの立場は少々危なっかしくはあるが、うまく立ち回れば支援してくれる団体には事欠かなかった。小説を書くことと、比較的安全な自分たちの立ち回りかたを考えるのが、今のウィルの仕事である。

　現実は、小説よりだいぶ陳ちん腐ぷなものだ。そしてそれが、今のウィルには本当にありがたい。

　ウィルはそっと彼女の白金の髪を撫なでながら訊いた。

「でも？」

「やっぱり、世界であなたがいちばん素敵」

「…………そう…………」

「どうして照れる？」

　不思議そうに、でも少し意地悪に、アンジェリンが顔を上げて囁く。

　かすかに顔が引きつるのを感じて、ウィルは思い切り遠いところを見る目を海に向けた。

　こういうとき、海辺は楽だ。

「や、照れてない。……落ち着かない、だけで」

「それって、照れだと思う。ウィルは『綺麗』って言っても照れるし、『格好いい』って言っても照れるし、しょうがないから『素敵』にしたのに。もっと具体的に言うほうがいい？　赤い薔ば薇らみたいだとか、そんなような？」

「君はなー。いつまでもそういうあいつみたいなこと言ってると、俺も羞しゆう恥ち心しんをかなぐり捨てて君に捧げる恋愛小説の大長編を書くぞ。純愛と不治の病と奇跡の物語！　みたいなやつ。そして君の耳元で音読する」

　からかう声音のアンジェリンに対抗してウィルがまくしたてると、彼女は見る間に真っ赤になった。しゅんとして自分のつま先を見下ろし、アンジェリンはつぶやく。

「……それは、無理。ごめんなさい……そんなウィルは見たくない」

「うん、俺も実際は無理だけどな！」

「……そこでそう言ってしまう辺り、ウィルは、本当にウィルだなあ」

　あきれ半分で、それでも嬉しそうに言って、アンジェリンは顔を上げた。

　そんなくだらない言葉のやり取りが嬉しくて、ウィルも笑う。

「うん。俺は俺以外にはなれないから」

「私もだ。結局、王女らしくはなれなかった」

　彼女の声がほんの少しの寂しさを含んだのを感じて、ウィルはいったん言葉を切る。

　何か言うべきことがあるかと思ったが、どれも声に出して言うことではなさそうだ。

　あなたは国の代わりに俺を手に入れたんだとか言ったら『何様のつもりですか』と誰かにはたかれそうだし、ここはひとつ、おとなしく話を逸そらして、本題に入ろうと思う。

「そういえば、今日は、王女らしくないひとにちょっと話があってさ」

「うん？」

　小首を傾げるアンジェリンから微妙に視線をずらし、ウィルは適当に喋りだした。

「こういうのは、それこそ賞のひとつでも取ってからと思ったんだけど。とりあえず、例の小説を書きあげたから、その記念っていうか、こう、過去の清算っていうか、いやそれじゃずいぶん後ろ向きだな……えー、つまり」

「……うん？」

　──やっぱり駄目だ。

　アンジェリンが相当不ふ審しんそうな顔になっている。

　凝こらずに、単純に行こう。

　心にそう決め直して、ウィルは上着のポケットから小さな箱を取り出した。

　晴れた南方の海の色のビロウドを張った小箱を慎重に指で開けると、中には透明な石を細かくぐるりとあしらった、華きや奢しやな指輪が入っている。

　彼はそれをそっとアンジェリンに差し出して、静かに言う。

「結婚、してくれるかな」

　アンジェリンは何度か瞬き、だんだんとほんのりと赤くなった。

　そして最後に、嬉しくてたまらない、というように笑って、大きくうなずく。

「──はい」

　優美に差し伸べられたアンジェリンの白い手を取り、ウィルは大変ぎこちなく指輪をはめる。華奢な指輪は、さらに華奢なアンジェリンの指にはよく似合った。

　アンジェリンは指輪のはまった指を目の前にかざして、にこにこと笑う。

「きれい」

「うん。似合ってよかった。ちょうどの大きさがあってよかった。あと、俺の手が震えすぎて海に落とさなくてよかった……」

「ウィル、本心が全部口から出ているぞ。あと、そのひとはあなたと一緒に来たのか？」

　アンジェリンが笑顔のままウィルの背後を指し示したので、ウィルはぎょっとして振り返った。

　ふたりっきりのはずだった岬の道には、いつの間にやら『灰の家族』の情報屋、アルフォンソが立っている。彼は片手を腰に当ててにやにやとふたりを見ていたが、ウィルが振り返ると気軽に手を上げた。

「いやー、いい場面じゃねーか。これでやっとお前も人間なんだって思えるぜ。しかしここまで何年かかったかを考えると、ちっとも褒ほめる気になれねーな！」

「アルフォンソ……お前、いつからそこにいたんだよ！」

[image: ]

　あまりのことに、ウィルは怒るというより青ざめる。

　アルフォンソはもちろん、何も気にせずふたりにすたすたと歩み寄ってきた。

「はははは、ついさっき。だけど肝心なとこは全部見た。っていうか気づけ。お前相手に気配なんか殺しても意味ねえから、普通に近づいてきたっつーのに、目の前で結婚申し込みまでしやがって。ばかじゃねえのか、ほんと」

「ばかはお前だ、お前！　この野郎、普段はどれだけばかにしてくれても構わないけど、今日は！　今日だけはやめてくれてもよかっただろうが！」

　アルフォンソの襟えりをつかんで怒ど鳴なるウィルの横で、アンジェリンは穏やかに笑って言う。

「この間は珈琲コーヒーと花と魚、ありがとう。美お味いしかったり、綺麗だったりしたぞ」

「いえいえ、お安いご用ですよ、姫君。ちなみに花はウィルにふられたシャーロット嬢からですんで。彼女も今は姫君の信しん奉ぽう者しやですし、なんなりとお申し付けください」

　めったに見ないアルフォンソの慇いん懃ぎんな態度に誰かをちらと思い出し、ウィルはますます暗い顔になってアルフォンソの襟をぎゅうぎゅう締めあげながら訊いた。

「──お前、ほんとに何しに来た？」

「あははは、死ぬ死ぬ。よせって。仕事だぜ。例のリナルドの残党が、武器を転売しやがった。そいつを買ったのがまた、ちょっと困った奴でなー」

「もうすでに物ぶつ騒そうさと面倒くささ満載の話だな。遠慮する！」

　ウィルは心の底から叫ぶと、アルフォンソは黒くろ眼め鏡がねの縁ふちを静かに光らせる。

「お前がそういう言い方をするってことは、絶対に引き受けるってこったな。頼りにしてるぜ、《騎士》殿」

「お前なあ……！」

「ここでしあわせに暮らせるのは、ブラッキアリ王族と『灰の家族』のおかげだってことはお忘れなく。恩義に厚い奴は長生きするぜ？」

　相変わらず脅きよう迫はく風味のアルフォンソに、ウィルはどっと疲れた表情になった。

　つかんでいた襟を放し、さも嫌そうに頭を搔く。

「絶対、逆だ。いまどきは、忠義だのなんだの言ってると、それだけで早死にする。これは俺のろくでもない人生の中で学んだ数少ないことのひとつだ。だから……」

「ウィル、私も一緒に行く」

　空気を読まないで投げられたアンジェリンのひと言で、ウィルは本当の意味でよろめいた。

　うっかり崖から落ちそうになって踏みとどまり、止まらない脱力感の中でウィルは言う。

「アンジェリン……百度目くらいの説教っていうか説得っていうか、聞きたい？」

「あなたの話はなんだって好きだが、それを聞いたからといって、私はあきらめないと思う」

「……そうだったね。うん、そうだったわ……」

　ぐったりするウィルに、アルフォンソは細い葉巻をくわえながら肩をすくめた。

「まー、ここはお前のほうがいいかげんあきらめろや。お嬢さんはお前より数段肝きもが据すわってるうえ、とびきりの魔法使いなんだからさ」

　大変に腹の立つことだが、アルフォンソの言うことは大体正しい。

　ウィルは困り果てて、答えを探すようにアンジェリンの顔を見つめる。

　彼女はいつもと変わらない笑顔で、そっと微笑んで彼を見つめ返した。

　そして、指輪のはまった手を、ウィルのほうへと差し伸べる。

「大丈夫。私はあなたに誓ちかう」

　アンジェリンの囁きと同時に、指輪が強い光を反射した。

　アンジェリンの背後では、ブラッキアリの海に金色の夕日が沈もうとしている。

　夕日は、海を、木々を、土を、色素の薄いアンジェリンを、すべて包みこんで黄金の色に見せていた。

　この世でいちばん美しい場所で、燃え立つような金色をまとった、この世でいちばん美しいひとが言う。

「──ずっとそばにいる。いつか魂たましいになっても。心だけになっても、あなたをひとりにしない」

　優しく、強い誓いが、ウィルの心臓の位置を熱くした。

　ほんの少しだけ、他の誰かの命がいりまじっている心臓だった。

　あなたは、今、しあわせですか？　誰かがそう耳元で囁いた気がする。

　ウィルは崩れるように笑ってから、ふと敬けい虔けんに目を伏せた。

「俺も、誓います。……陛下。永遠に、あなたと共に」

　アンジェリンにだけ聞こえる声で囁き、ウィルは今だけは完璧に騎士らしくアンジェリンの手を取って、指輪に口づけた。

　視界の端はしで世界が金色に輝き続けているのがわかる。

　おそらくはここが、かつてアンジェリンが約束してくれた場所なのだ。

　住んでいるのはたったふたり。

　お互いのしあわせのためだけに続いていく、永遠の王国。

　今なら、ウィルは誰にだって胸を張って言える。

　自分は完璧にしあわせだ、と。
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　あとがき




　これで『アルケミストの誓せい約やく』というお話は完結です。上下巻構成になっておりますので、こちらだけ先に手に取られた方は、そっと上巻の『アルケミストの誓約　白はつ金きんの王おう女じよの夢ゆめ物もの語がたり』も見てやっていただけると嬉しく思います。

　また、現在上巻と下巻の間のお話が、ビーズログさんの携帯サイト、ぽけっとＢ[image: ]-ＬＯＧで配信されています。誰だれ得とくなアルフォンソ視点での、主要三人のある日のお話です。もしよろしければ、文庫の帯からたどるか、検索などで探してみてください～。




　そんなこんなで、楽しんでいただけていたらよいなあと思いつつ……実は、書き手的には難産だった作品でした！　なにしろ上下巻というものが初めてだったので、読者さんの反応がさっぱりわからないままに物語を完結させなければならない、というのが意外と難しく。そのうえこのお話、最初に考えたのが数年前だったのですね。

　当時作った設定やらあらすじやらを自分で見返して、『色々容よう赦しやないな』とびっくりすること数度。やあ、お話の作り方って、時間で変わるものです。

　当初の設定ですと物語の分量に対して設定が多すぎたので整理したところも多いのですが、普段は書けないものも色々書けて、大変ながらにとても楽しかったです。




　そして何より今回は、普通の挿絵の他にあこがれの変形挿絵であるとか！　章タイトルにも池いけ上がみ紗さ京きよう氏の画をいただいておりまして、凝こった本作りに感動しています。本当に美しい本にしてくださって、ありがとうございます。関係者各位には深くお礼を申し上げます。

　池上氏のウィルは本当に「あ、これ、ウィルだ」という形をもらっていて、アンジェリンはひたすらに可愛くて、エルネストは正しくひらひらな色男で、その他脇役もとても個性的で洗練されていて。なぜか画を拝見して、「ウィル、そこ、私と代わって！」という気分になったりもしました。私、この世界で、美人を眺めてのんびり暮らしたい……。

　読んでくださった皆様もそんな気持ちになっていただけたなら、書き手冥みよう利りに尽きます。




　さて、まだ少し名残なごり惜おしいのですが、この世界ともここでお別れです。

　いつか、別の世界であなたとお会いできたら、それはとても幸せなことだなあ、と夢みつつ。

　それでは、また。
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